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w　調　査　結　果

　1978年！0月および／979年4月より11月にかけて行なわれた植生調査資料を中心に，室内作業に

より群落単位が決定された。自然植生16群集，11群落，代償植生5群集，19群落，その他植林な

どは5の単位にまとめられた。さらに縮尺1：10000の地形図セこ窟津地区7km圏の現存植生図

および潜在自然植生図，寓津周辺30km圏の縮尺1：100000の地形図を基盤とした現存植生図

および植生自然度図が描かれた。窟津周辺30km圏の現存植生図および植生自然度図により窟津

周辺域の植生の分布と人為的影響の植生に対する景多血の度合が明かにされる。

1，植物群落Pf韮anzengesellschafte灘

　三浦半島・房総半島，横浜市・藤沢市・川崎市の一部にかけて生育している植生は，気候・地

形・地質の相違により多彩な植物群落を形成している。さらに現存植生は，様々な人為的髭響に

より多くの代償植生が自然植生におきかわっている。

A自然植生Nat翻iche　Vegetatio蕪

　寓津を中心とする30km圏地域には局地的に自然植生が残されている。神社や寺院の社寺林や

歴敷林には常緑広葉樹林のヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集，ホソバカナワラ

ビースダジィ群集，シキミーモミ群集が立地に薄応して生育，残存している。海岸の砂丘地帯で

は，ハマグルマーオニシバ群集が砂の動き，乾燥，強い日射，塩分などの厳しい環境条件とつり

あって生育していたが，今では鋸盤岬に残されているにすぎない。小櫃川，小糸州の河口付近に

は塩沼植生のシオクグ群集や，近年少なくなっているホソバノハマアカザ一蹴ママツナ群集など

が生育している。三浦半島の江奈湾の塩沼植生は以前から保護対策が進み残されてきたが1979年

9月の台風で被害を受けている。房総半島の沖積低地には一部ハンノキ群落が水田耕作地化され

ずに残されているが，半年聞の調査中にも次々に伐採され水田に利用されたところもでている。

　D　イノデータブノキ群集＊

　　po監ys重icho．Perseetum　thunbergii　Suz。・70k．1252（Tab。2）

　三浦半島や房総半島の倒竣地斜面，あるいは沖積地にタブノキが高木第1層に優占した林分が

みられる。とくに関東ローム層の影響をうけた沖積地や丘陵地下部ではタブノキが優照する林分

の発達が良好である。このようなタブノキ林は，林床に生育するイノデ，アスカイノデ，アイァ

スカイノデなどのイノデ類を標徴種として，イノデータブノキ群集にまとめられている。

　三浦半島では，横須賀衛大楠由，武山，走水，葉山町，また鎌倉市腰越，十二所などに樹高12

～17mの林分が残存している。房総半島では比較的少なく，長：柄町権現森などの特殊地域（内陸
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蔀の丘陵）を除くと，袖ケ浦富津市，鴨川町，江箆町など広く散在して残されている。一般に

イノデータブノキ群集の立地は適湿で厚く堆積した沖積土や歩行土が多く，住宅地や耕作地に利

用されている林分は，神社の社叢林，屡敷林など，きわめて限られて，狭い面積で残されている

にすぎない。

　イノデータブノキ群集はさらにオオバノイノモトソウ，ヤブソテツ，イヌガヤ，フユイチゴ，

オクマワラビ，ムクノキで区分されるオオバノイノモトソウ亜群集と，モチノキ，トベラ，カク

レミノ，マテバシイ，マルバグミ，マサキ，ヤマイタチシダ，アカメガシワで区分されるモチノ

キ亜群集に下位区分された。オオバノイノモトソウ亜群集は千葉県長柄町権現森，鴨川市江見町

川目，寓津市鹿字，神奈川県葉山田］‘の傾斜！0～20。のゆるやかな斜面で調査された。オオバノイ

ノモトソウ亜群集は周囲に丘陵地が位置している，外洋の影響を直接受けない立地に発達してい

る。モチノキ璽群集は，神奈川県三浦市昆沙門，横須賀市大楠山，武山，観音崎，千葉県袖ケ浦

町，寓津市川名，鴨川市江見町など，半島南部の丘陵斜面で調査された。傾斜20～48Qと比較的

急纈斜地が多い。モチノキ亜群集はさらに特別な区分種をもたない典型変群集と，イタビカズラ，

ツワブキ，フウトウカズラ，ミツバアケビで区分されなイタビカズラ変群集に区分された。

　イノデータブノキ群集は，いわゆるシイータブ林の北限域に分布する代表的な群落である。常

緑広葉樹林の北限域に位下するため，種組成は，東北地方沿岸部の常緑広葉樹林より，沖縄の西

表島，与那国島まで広域に分布する常緑広葉樹林と共通する種群のみで構成され，きわめて単純

な種組成を示している。イノデータブノキ群集は北は太平洋岸の岩手県三陸沖（山田湾まで），

日本海沿岸では秋田県本荘市まで分布し，一部青森県省崎村にその断片がみられる（藤原1981，

吉隅j1964，　石塚1954，　吉ド薩で也！974）。

　房総半島，三浦半島を中心とする東京湾沿警部では淋積地や五二陵斜面にわずかに残存林がみら

れる。東京都品川【X二の浜離宮は埋めたて地に復元されたイノデータブノキ群集の典型的な林分例

である。現在下草刈りや，人間の侵入があるため林床植生は荒れている。

　＊タブノキは一般にタブの呼称で糊いられており，群集名もイノデータブ群．集と使われてきた。

しかしタブノキの名称が正式であるためイノデータブノキ群集の名称がここでは使われている。

　2）　ホソバカナワラビースダジィ群集

　Arachn隻odo－Castanops茎eもu恥siebold隻童Ml圭yawakieta叢．1972（望ab．3）

　千葉県長柄町笠森寺，鴨川市ミノqをはじめ房総半島南部の社叢林と，三浦半島神武寺や横須

賀市の一部に林床にホソバカナワラビ，コバノカナワラビ，イズセンリョウ，リンボクを伴つな

スダジイ林が発達している、、このようなスダジイ林は，一般に伊夏半島以西，東海地方を中心に

みられるが，一包三浦半島，房総半島に分布している，ホソバカナワラビ，コバノカナワラビ，

イズセソリョウ，リンボクを区分種としてホソバカナワラビースダジイ群集にまとめられている

（宮｝三務・藤1屠ミ　●原田　・ホ鑑1・奥｝ヨヨ1972）。

　ホソバカナワラビースダジイ群集はさらにフユイチゴ，ツルグミ，ヒイラギ，ハナミョウガ他
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で区分されるフユイチゴ彌群集と，特朋な区分種をもたない典型亜群集に下位区分された。フユ

イチゴ亜群集は，千葉県千倉市平館，浅間神社，鴨川市長狭，富津市武田で調査された資料がま

とめられる。房総半島西部に典型亜群集の分布がみられる。フユイチゴ亜群集は，長南町笠森寺

を北限として，鴨川市，布原市，富津市，一宮町などに分布がみられる。

　ホソバカナワラビースダジイ群集は，房総半島では，長柄町笠森寺を頂点とし，東側は一宮町

軍茶利山東浪見寺以南，隣側は，鋸南町ヒカリゴケ群生地の上部のスダジイ林を結んだ線以南に

分布がみられる。梶・小平（1976）はR－C線として降水量と関係づけているが，1972年来の房

総半島の植生調査資料では，降水量に加え最寒月の気温の分布との結びつきと地史的要因のから

みあいにより分布が限られるものと考えられる（藤原1981，1982）。

　すなわち，降水量の分布と，地形の形態は比較的一致し，洪積台地の分布と第三紀層，古生摺

を基盤とする丘陵地の分布が年閲降水量1，600mmの線と一・致する。さらに2月の平均気温5℃

以上の地域ではホソバカナワラビースダジイ群集が丘陵斜面に生育している。

　洪陳地方における常緑広葉樹林の構成種の分布をみると，北関菓および西関東のロームの影響

をうけていない谷都にイズセンリョウ，ホソパカナワラビ，キジョラン，イチイガシなどの暖帯，
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　　　Fig．18　坂戸神社林の外観。坂戸神社の社叢林（ヤブコウジースダジイ群集

　　　　　　　およびイノデータブノキ群集）が坂戸小学校の学校環境保全林にな

　　　　　　　っている例（君津郡袖ケ哲1｝町坂戸）Q

　　　　Shinto－Schrelnwald　des　Sakato－Jinja　mit　Ardisio－Castanopsietum

　　　　siebold三iund　Polysticho－Perseetum　thunbergi三（Sodegaura－
　　　　cho，1くirnitsu－gun，20　m　荘．　NN）
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Fig．19　局地的に残されているヤブコウジースダジイ群集（姉ケ崎市）。

　Lokalnocherhaltenes　Ardlsio－Castanopsietum　sieboldli
　（Stadt　Anegasaki，20m　U，　NN）．

亜熱帯生の植物が分布している。関東ロームに被われる以葡に一時的に気温の高い期間が続き，

その時に南方性の種が分布したが，関東μ一ムが被った時代以降これらの種の分布域の広がりが

みられず，その後南方性植物が隔離されたまま残されたものと考えられる（藤原1979，198！）。

さらに地史的資料の裏付けが期待される。

　沼田（1979）ではこのような暖帯・亜熱帯生の植物をもつ騒騒の房総半島における分布につい

てふれており，宮脇・奥田（1976）の首都圏の潜在自然植生図に示されていないことを指摘してい

る。宮脇・藤原・原田・楠・奥田（1972）では，ホソバカナワラビースダジイ群集の新規定を行なう

際に，その基礎とされた逗子市神武寺の植生調査資料とともに房総半島（鈴木時夫！952），伊豆半

島（鈴木・和田1954）などの資料より，房総半島まで分布することが明らかにされていた。その後

首都圏の潜在自然植生図が描かれるにあたり，その土地的潜在能力の有無の差異が確認されない

ままホソバカナワラビースダジイ群集の凡例が省略されていた。1972年来得られてきた房総半島

の植生調査資料の現地比較では，ホソバカナワラビースダジイ群集の分布が明らかにされてきた。

　今回の植生調査資料との比較検討では，ホソバカナワラビースダジイ群集が，シキミーモミ群

集と種組成が重なる地域がみとめられた。これは房総半島にかぎらず，伊豆半島においても，内

陸部で顕著な植生調査資料が示されている（宮脇・奥田・原田・堀田1975）。年間平均気温が150

G前後の地域では，1月の月平均最低気温がおよそ一2～OOCの地域で，モミ，ツガ，ウラジロ
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　　　　　　　　　　　　　Fig。20　スダジイの林冠（木更津市）。

　　　　　Krone　von　Cα∫’α〃oρ∫～∫‘～彫》～6α’‘’var．3～8ゐ。～‘～～～（Stadt　Kisarazu，10m繭．　NN），

ガシ，アカガシなどのアカガシーシラカシ群団構成種の生育が目立っている。逆に谷部の気温の

差が比較的ゆるやかな立地に，ホソバカナワラビースダジイ群集の構成種が遺存する。したがっ

て，このような種組成の群落単位はシキミーモミ群集の下位単位として示された（p．41）。

　過度の伐採などによりスダジイ萌芽林形態を示す二次林では，ホソバカナワラビースダジイ群

集区分種の復元がきわめて困難で，ヤブコウジースダジィ群集と同じ種組成になる。本来このよ

うな群落に対し，ヤブコウジースダジイ群集の範ちゅうに入れられるべきか，群落体系上問題が

残されている（p．37）。

　3）　ヤブコウジースダジイ群集

　　Ard茎sio－Castanops叢etum　sieboldii　S総z．・Tok．1952（Tab．4）

　三浦半島，房総半島の各地および横浜・川崎市の東京湾岸部の台地肩部，藤沢市の相模湾沿岸

にヤブコウジースダジィ群集にまとめられる植分が残されている。

　ヤブコゥジースダジィ群集は，高木第！層にスダジイ，アカガシ，ウラジロガシが生育し，高

木第2層にヤブニッケイ，モチノキ，カクレミノ，ヤブツバキなどが植被率10～45％を占めてい

る。高木第！層のスダジイ，アカガシ，ウラジロガシは，スダジイの金褐色の樹冠，アカガシの

濃緑色の厚い樹冠，ウラジロガシのすらりと伸びた細かい葉でおおわれた樹冠で林内をおおって

いる，，穂被率85～95％と高木第1層がおおわれているが，林内が乾燥しやすく，低木層は植被率
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Fig．21人為的影響を加えず自然に近い状態で残されている社叢林

　　　　　（ヤブコウジーースダジイ群集）　（坂：戸市坂戸神社）。

In　naturnahem　Zustan〔l　erhaltener　Shinto．Schreinwald　mit　einem　A　r（l　i　s　i　o，

Castanopsietum　sleboldh（Shinto－SclユreinSakato－linla　in（1er　Stadt

Sakato，20m員．　NN），　das　als　Heiligtum　vor　der　Vernichtung　durch　den　Menschen

gesch廿tzt　war．

30～60％，草本層10～60％と地域，場所により差が多い。低木層にはトベラ，ピサカキ，ヤツデ，

アオキ，シロダモ，ヤブツバキなどの常緑広葉樹が高常難度で生育している。草本層にはカブダ

チジャノヒゲ，キヅタ，テイカカズラ，ヤブコウジ，ベニシダ，ヤマイタチシダが高常難度でみ

られる。

　ヤブコウジースダジイ群集は，イノデータブノキ群集に対してウラジロガシ，アカガシ，ヒイ

ラギなどを区分種として，シキミーモミ群集に対してはシキミ，アセビ，カヤ，ミヤマシキミを

欠くことにより区分される。

　ヤブコウジースダジィ群集は，常緑広葉樹林域の北限域に分布する常緑広葉樹林としてシキミ

ーモミ群集，シラカシ群集とともにカシ林域を代表する群落である。

　一般にヤブコウジースダジィ群集は，海岸沿いのシイ，タブ林を代表する群集として考えられ

てきた。しかし，海岸沿いに発達しているスダジイ林のうち，ヤブコウジースダジィ群集にまと

められている，スダジイの萌芽林ぱ，すでに人為的影響により，種組成が撹乱され，隣接するシ

ラカシ群集やイノデータブノキ群集に対する群集区分種を伴った林分が多い。自然林に近い林分
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を調査すると，ウラジロガシ，ヒイラギ，アカガシなど，カシ林構成種がきわめて多く生育する。

また，今山の房総半島に残されているスダジイ林には，樹高15m以上の安定したスダジイ林も多

く，ヤブコウジースダジィ群集の本来の群集組成が追求される。とくに，鈴木時夫（1952）がヤブ

コウジースダジィ群集について規定を行なった際には，多分このようなカシを混生する林分を対

象としていた（鈴木1952）と考えられる。その後，海岸沿いで二次林的な林分まで含め，モチノ

キ亜群集をイノデータブノキ群集にヌ寸旧して規定しているが（鈴木1964），関東地方に分布する

ヤブコウジースダジイ群集は，丁度カシ林と，タブノキ林（海岸林）との接点であり，タブ林構

成種のトベラ，一蔀マサキやイヌビワなどを伴うことは自然環境の反映として否めない。しかし，

地史的要因により残されている関東地方内陸部に分窟し，シラカシ群集に接して発達しているヤ

ブコウジースダジイ群集の種組成ぱ，シラカシーアカガシ群団の典型群集の要素を示し，群団主

部の種類構成よりなる。したがって，地史的に古い地回を基盤としている房総半島ではやブロウ

ジースダジイ群集の自然に近い種組成がみられたものと考えられる。現在までの資料が外洋に面

した地域や半島先端部について少ないため客観的に各群集が具体的に示されない。さらに房総半

島全体についての調査を続行し，問題を解明させたい。

　ヤブコウジースダジイ群集は，群団主部の構成種よりなり，今回の資料では，ヤブコウジース

ダジイ群集アカガシ亜群集（藤原1972（宮脇編1972p．！4！））が群集典型部とし再確認されたが，

ヤブコウジースダジイ群集典型亜群集については多くの二品点が残されている。種類組成がきわ

めて貧弱になっているヤブコウジースダジィ群集典型藍群集は，イノデを欠いたイノデータブノ

キ群集との種組成との相違が，全くみられない、，種組成の相違を重要とする植物社会学において

はまだ具体約解決策が求められていない。現在は高木層の優占度により両群集に分割されている

が，種二成的には，イノデータブノキ群集のスダジイファシスとみても問題がないほどである。

　ヤブコウジースグジイ群集典型亜群集にまとめられている植物群落にスダジイ萌芽林が広くみ

とめられる。この場合は，本来の潜在自然植生，あるいはその地域の自然植生のフラグメント

Fragmen£（断片）と解釈した方がよいと理論・応用植物社会学研究所（西独）の故Pro£Dr．　Drs．

h．c．　R．　TUxenにご教示いただいた。しかし，ヤブコウジースダジィ群集と類似した種組成をも

つ萌芽林形態の若齢林は人間による過度の伐採という厳しい綱限条件が自然環境のかわりに与え

られ，ヤブコウジースダジイ群集と同じ種組成になっているということも考えられ，ヤブコウジ

ースダジイ群集と同一に扱かうか，別に扱かうかまだ問題解決にいたらない。

　4．　シラカシ群集

　　Quercetum　myrsinaefohae　Miyawa至d1967（望ab。5）

　寓津周辺30km圏地域では，シラカシ群集残存林は，川崎市，横浜甫および鎌倉市，藤沢市の

一部にみられるにすぎない。

　シラカシ群集はシラカシを標徴種として，ナンテン，チャノキを区分種として規定されている。
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高木層にシラカシが二度3～5と優占し，関東ロームにおおわれた台地斜面に屋敷林として残さ

れていることが多い。

　横浜市や川崎市の一部では比較的面積が狭く植生図上に示されることが少ない。

　一般にシラカシ群集は嶺地方では房総半島北部より北関東，南関東の中部まで広く分布してい

る。シラカシは関東地方では一般に屋敷林として植栽されることが多い。樹高15～25mときわめ

て生長がよく，ケヤキに似た扇状に広がる枝をもつ樹冠は細い薄い葉でおおわれ，シイやタブ，

アカガシなどに比較し，半好陽性の性格をもっている。

　シラカシ群集の下位単位は，モミ亜群集，典型亜群集，ケヤキ翌群集の3磁群集がみとめられ

ている（宮脇1967，宮脇他1972，’73，’74）。千葉県で得られた植生調査資料を整理すると，モミ，

ナツハゼ，ツルマサキで区分されるモミ亜群集，ニガナ，イノデ，タマアジサイで地域的に区分

された典型亜群集イノデ変群集，ケヤキ，ヤブッバキ，アオキ，ヤブラン，アマチャヅルで区分

されるケヤキ亜群集がみとめられた。モミ亜群集は，ロームの浅い内綾部に分布し，ケヤキ唖群

集は，沖積地や斜面の適潤地に多く残されている。典型！臣群集は，台地上の乾燥しやすい排水の

よい立地に広く発達するが，大部分は耕作地に利用され，残存林分はほとんどみとめられなくな

ってきている。

　シラカシは一般にカシ林の構成種として広く山木的にみられるが，第四紀層を中心とする基盤

地域（関東ローム台地，丘陵地，沖積地など）ではシラカシ優占林をつくり入墨植物（チャノキ，

ナンテン）などを伴う特異な種組成を示す。したがって，シラカシ群集の成立は地史的な要因も

強く働いているものと考えられる。これはシラカシの樹形あるいは生活形が，好陽的であること

も一因と考えられる。したがって，シラカシ群集を潜在自然植生と半弓される立地では，シラカ

シ林復元のための植栽による環境保全林創造などの常緑広葉樹林の形成は比較的容易にすすめら

れやすい。シラカシ群集および，類似したシラカシ優占林は，関東地方を北限として，南は九州

宮崎県や熊本県の内陸部の沖積地まで分布している（宮脇編日本植生誌「九州」1981）。

　5）　ヒカゲツツジーヒ呂調マツ群落

　　磁。♂odθπdア。泥みθε8ゐθε・．Pε朋8　Pαro漉orα・Gesellschafも（Tab．6）

　千葉県清和村回米には岩石の露出した羅根部にヒメコマツ，ツガが小面積ながら分布する。1

ケ所山太郎郷南でヒメコマツが三度5と優占する三分が調査されたが，今回の調査資料では，常

緑広葉樹を多く含む，シキミーモミ群集の1タイプとしてみとめられた。

　高木第1層にヒメコマツが被度5と優占し，ウラジロガシ，ツガが混生している。高木第2層

にウラジロガシが被度3でクロバイ，スダジイ，ヤマモモ，アカガシがアカマツ林構成種のネジ

キやウリカエデと混生している。低木層には常緑広葉樹ではサカキ，クロバイ，シキミ，ウラジ

ロガシが高被度で，さらにヒイラギ，ヒサカキ，スダジイ，ヤマモモ，アカガシ，モチノキ，ツ

ルグミ，シャシャンボ，ヤブニッケイなどがみられる。乾性貧養立地を指標とするキヨスミミツ
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バツツジ，ヒカゲツツジ，ツクバネウツギ，ネジキ，ウスノキ，ウリカエデなどが混生している。

林床にはウラジロが二度4と密生しているが，調査地が山地肩部であること，隣接した地域では

伐採されヒノキ植林が行なわれ，光が透入していることなどの理由があげられる。

　一般に，ヒメコマツ，ヒカゲツツジ，ツガ，ツツジ類による種組成の植分は貧養なやせ尾根な

どに発達しやすい。清和除霜米では，わずかに残され，あとは伐採後クロマツ植林やヒノキ植林

が行なわれている。立地が急斜面地でさらに岩角地や貧養地のため植林の生育はよくない。

　ヒカゲツツジーヒメコマツ群落はさらに他地域の資料と比較し，本来の岩角地に生育する典型

的な立地の種組成を示す植物の植生調査資料を比較すると，特異な種の結びつきをもった群集と

して記載することが可能であると考えられるが，今回の資料では，シキミーモミ群集の一タイプ

として，中立の群落のままの記載にとどめた。

　6）　シキミーモミ群集

　　nHcio－Ab藍etetum　firmaeS猟z．・Tok。1964（Tab．7）

　濤澄山，光清澄山周辺部には高木層にモミ，カヤ，ツガ，ウラジロガシ，アカガシが立地によ

り優占度を変えながら生育している林分が広くみられる。とくに元清澄山一帯はやせ尾根部が続

き，尾根上にツガがぬきんでて優占している林分がめだつ。このような樹林には，低木層にミヤ

マシキミ，アセビ，シキミなど貧養地濡話物を伴っている。林床には他のヤブコウジースダジイ

群集，イノデータブノキ群集にみられない，ツルアリドウシ，ムベ，キッコウハグマが生育して

いるのが注目される。

ホソバカナワラビースダジイ群集

全儲細細醐、ノrr＼
　　　　　　　　　　　　　シキミーモミ群集
　　　海　　　　　工111・i・一Abi・t・t・m　fi・mae

　　Meer

　　　イノデータブノキ群集
　　　PolystichザPerseetum
　　　thunberg貰

　房総半島南部
Verteilung　au｛　dem

SW－Teil　der　Halbinsel　Boso

海
Meer

　　　　　　　　　　　　　↑＼，

幽　　　lI1・・落簾論…
　　　　　　　　ヤブコウジースダジイ群集
　　　で　　　　　　　　Arδisio－Castanopsietし匡m
　　　　　　　　sieboldii
　　イノデータフソキ群集
　　Polvsticho－
　　Perseetum　thUnberg員

　　　　Fig．22

基本的な醗分
Typische　Vertei達ung

　　　　　　　　　房総半島南部の常緑広葉樹林配分模式

Verteilungsschema　der至mmergr琶nen　Laubw訓der　auf　der　Halbinsel　Boso，
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慧灘

　壷節義
　　　夢メ讐
．縷姦蓼難

韓懸薄
Fig．23　やせ尾根部にはモミ，ツガ，カヤなどの針葉樹が優占している。

　Auf　den　RUcken　des　Berglan（1es　domlnieren　Na（lelholzarten　wie．4ゐ～65

　／7ノブηα，71罪’gα∫～‘ノろ。♂4～～Und　7「‘〃γくy‘～ノz’κぐ！診ハごτ（3201n　tt．　NN）．

蠣
蓼　

盤羅豫

　　　Fig．24　尾根部に残されているツガ林。

T5～イg・α∫～‘めoZ61ノ～．黛zald　auf　einem　Bergr最cken（330m嚢・NN）．
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Fig．25　房総半島の中央部には低山地が集中し，やせ尾根部にはシキミ

　　　　　ーモミ群集，斜面は薪炭林として利用されたあとのクリーコナ

　　　　　ラ群集の発達iがみられる。

Auf　der　Halbinsel　Boso　l童egt　in　der　Mitte　ein　Bergland，　auRiessen　schmalem

R面ckenein　Ilhcio．Abietetum　firmae　vorkommt，　AufdenH譲ngen

entwickeltsichein　Castaneo－Quercetum　serratae，daszurBrenn－
holzgewlnnung　niederwalclartig　genutzt　wird（300m荘．　NN）．

　このような林分はシキミ，モミ，ミヤマシキミ，ツガ，カヤを標徴種および区分種としてシキ

ミーモミ群集にまとめられた、、

　清澄山，元清澄山の斜面凹状」…也や谷部にはコバノカナワラビ，イズセンリョウ，リンボクなど

の生育も一部みられ，ホソバカナワラビースダジィ群集とシキミーモミ群集が隣接していること

が示される。リンボク，コバノカナワラビ，イズセソリョウをもつ林分はコバノカナワラビ亜群

集として区分される。

　一般に米島のような，島と同じように周醐の海の影響をうける島峡性の地域では，島と同様に，

特異な植生配分がみられる。房総半島では，伊豆半島と類似した気候条件，地質・地形条件がみ

とめられるが，類似した森林植生が分布している。

　清澄山，元清澄山周辺域では，関東地方南部のシイ，タブ林（イズセンリョウースダジイ群

団）を代表するホソバカナワラビースダジイ群集の構成種と，カシ林（シラカシーアカガシ群

団）を代表するシキミーモミ群集が重なりあっている。さらに元清澄山地．域では，トベラ，イヌ

ビワ，タブノキ，シュンラン，クロガネモチ，ヤツデを欠き，ツガ，ミヤマトベラ，バリバリノ
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キ，クロバイで区分されるミヤマトベラ変群集がみとめられた。一般にシキミーモミ群集はコバ

ノカナワラビ，ホソバカナワラビ，イズセンリョウ，タイミソタチバナなどイズセソリョウース

ダジイ群団の構成種をもつことは稀である。

　それぞれの植生配分模式がFig．22に示されている。

　伊豆半島においても一部同様な種の結びつきがみられており（宮脇・奥田・原田・中村1974，

Tab．8），房総半島，伊豆半島の植生配分の一つの特異性とともいえる。四国，九州ではさらに

ハイノキがこのような群落に加わり，イスノキーウラジロガシ群集として，一定の種の結びつき

がみとめられている（Suga籍uma！964，宮脇・藤原・原田・楠・奥田1972）。

　7）　イロハモミジーケヤキ群集

　　Aceri・Ze蔓kove重uln　M：呈yawak量et　K．　F琵」孟wam　1969（「むab・8）

　神奈廻梨逗子市，鎌倉市，横須賀市の一部，千葉県君津：市九十九谷，三芳村御殿山下などに・，

高木層にケヤキが被度4～5と優占し亜高木層や低木層にイロハモミジ，イヌガヤ・ウラジロガ

シなど，草本層にクマワラビ，キチジョウソウ，オオバノイノモトソウなど適湿性の草本植物を

もった林分がみられる。このような林分はイ1・ハモミジーヶヤキ群集としてまとめられる。

　イロハモミジーケヤキ群集は一般に，泥岩や火砕岩など不透水性の母岩を主体とした基盤の地

域に分布している。これは，基岩と上部の土壌の問を降水が流れ，排水がよいことと，比較的水

分条件に恵まれていることがイロハモミジーケヤキ群集の生育を促しているものと考えられる。

　千葉県下で得られたイロハモミジーケヤキ群集の植生調査資料は少なく，また場所により種組

成の椙違も多い。今回の調査地以外にも同様な林分がみられ，植生図には示されたが，現地にお

ける植生調査は地形が急峻で調査困難な立地も少くなかった。

　植生調査が行なわれた君津市九十九谷は，砂層を基盤とする立地の斜面下部の林分である。高

木層にケヤキが被度4と優占し，亜高木層にイロハモミジが被度2，低木層にもアオキ，イヌガ

ヤが三度2で生育している、，このような林分は神奈川察下の鎌倉市，逗子市にもみられるイロ

ハモミジーケヤキ群集と共通しているが，さらにイヌシデーコナラ群期の種を多くもち，夏線広

葉樹や，夏緑広葉草本植物が70％を占めている点で異なる。三芳村御殿山では泥岩を基盤とした

谷部急傾斜地に発達しており，ここでは常緑植物が多い。さらに他地域でみられないオオキヨズ

ミシダ，クリハラン，ホソバカナワラビ，コパノカナワラビ，イワヤナギシダ，漢谷林の低木層

を構成するヒメウツギ，バイカウツギ，ヤマブキなどがみられる。また羊歯植物がきわめて豊富

な林分である。

　當山回では海岸に近い丘陵地の斜面で基岩が露出した急傾斜地に発達している。土壌堆積がよ

く，ゆるやかな斜面であればイノデータブノキ群集が発達する立地である。したがって，イヌビ

ワ，トベラ，マサキ，オオバグミなどの海岸植物と，タブノキが構成種にみられる。林床にオオ

バジャノヒゲが被度4と優占しているのも嘉邸町の林分の特徴である。
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　今回の植生調査資料では少しづっ性格の異なった林分が多かったが，それぞれに共通している，

ケヤキ，エノキ，イロハモミジ，イヌガヤ，オオバノイノモトソウ，キチジョウソウ，クマワラ

ビ，ナオバジャノヒゲなどを区分種としてイロハモミジーケヤキ群集にまとめられた。何れの植

分も嵐現種数は53～73種ときわめて多い。

　8）　マサキートベラ群集

　起皿o薮ymo・P韮ttosporetum　tobira　M：iyawakietaL1971（1£ab．10）

　房総半島や三浦半島の外洋に接した海岸風衝地に，マサキ，トベラ，マルバノシャリンパイ，

オオバグミなどの葉質の厚い低木がマッキー状に生育する林分がみられる。亜高木層や高木層に

クロマツがぬきんでて，3層構造を形成している。

　このような林分は，常緑広葉樹四域の北限域に位遣する風衝低木林を中心とした群集回心であ

るマサキートベラ群集にまとめられる（宮脇・藤原・原田・楠・奥田1971）。

　マサキートベラ群集は，房総半島や三浦半島では，東京湾側の風衝の弱い地域には発達がみら

れない。わずかに富津市青堀に復元途上であり，また持続群落を形成しているマサキートベラ群

集にまとめられる林分が一ケ所調査されたにすぎない。

　一般にマサキートベラ群集は，海岸風衝断崖地に，ボタンボウフウ群団の構成種を林床に混生

させ生育することが多い。他方，海岸砂丘の安定地では，後背地の腐植土形成が行なわれている

安定砂丘に発達する森林（ヤブコウジースダジイ群集やイノデータブノキ群集）のマント群落の

機能をもった風衝低木林のマサキートベラ群集が発達する。海岸断崖地ではボタンボウフウ群団

の講成種をもつのに対し，海岸砂丘地ではケカモノハシーハマゴウ群団の構成種をもつことが多

いQ

　今園の調査資料では，地域および立地的にヒメユズリハ，ヤツデ，マルバノシャリンパイ，ツ

ワブキで区分される下位単位と，コモチマンネングサ，ヤエムグラ，テリハノイバラ，アカネ，

ヌルデ，メハジキなどマント群落やソデ群落のツル植物や雑草で区分される下位単位に区分され

た。前者は神奈川察三浦甫城ケ島，千葉県三山町岩井の風口1断崖地，後者は富津市青堀の砂州上

で調査された。

　マサキートベラ群集の構成種は，海岸埋め立て地の環境保全林形成の際に，マント群落構成種

あるいは生垣形成の構成種として，海環風衝を防ぐ大きな役割を果たすことができる。

　9）　タマアジサイーフザザクラ群集

　　Hyδrangeo　invol疑cratae・Eupte｝eeもuln　polyan虚rae　Mayawak丘，　Ohbaet

　　Muτa8e　1964　（Tab．　11）

　灘津市高宕山周辺および鴨川市元清澄山の谷部には，樹高10～15mで高木層にフサザクラが優

占する林分が帯状に発達しているのがみられる。このような林分はフサザクラ，ネムノキ，バイ
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Fig．26　騒音llのやや安定立地に発達するウラジロガシを伴うイ署・ハモミジーケヤキ群

　　　　　　　集。斜面上部の不安定地はタマアジサイーフサザクラ群集が生育している。
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カ日ッギ，カンスゲ，アカショウマ，クサアジサイ，タマアジサイを標微種および区分種として，

タマアジサイーフサザクラ群集にまとめられた。

　一般にタマアジサイーフサザクラ群集は，河辺の増水によりたびたび林床が破壊される立地，

あるいは谷部斜面の不安定な崩壊地などに発達する。とくにフォッサ・マグナ地域に顕著で，フ

ォッサ・マグナ地域の特異な群集として，イソギクーハチジョウススキ群集とともにあげられて

きた。しかし最近の資料では，フサザクラ林は秋田県まで分有し，特異性が薄れている。タマア

ジサィーフサザクラ群集は，立地が不安定であることも反映され，種組成には差異がみられる。

また出現二三も8！，87種ときわめて多い。

　植物社会学的にはタマアジサイーフサザクラ群集はフサザクラ群団にまとめられ，ヤシャブシ

ー・ Rゴメヤナギオーダー，オノエヤナギクラスにまとめられている（宮脇他1977）。しかし，タ

マアジサイーフサザクラ群集の構成種にはケヤキ群団の種やコナラーミズナラオーダーの種が多

く生育している。立地的にも，河辺に限らず谷部斜面，凹状地などにもみられ，さらに種組成を

中心に，ケヤキ三二との比較考察，その上級単位の所属について再検討が必要とされる。

　10）タチヤナギ群集

　　Saliceもumsubfragihs　Okuda1978（愛ab。12）

　小櫃川，あるいは寓津市大和旺1の堤周辺部に樹高4～5mのタチヤナギ優占群落がみとめられ

たQ

　タチヤナギは一般に河川の下流部の流水辺にそって，主として粘質土の堆積した立地に生育し，

独特な低木群落を形成する（奥田1978）。小櫃川や小糸川下流部でをま細砂を基盤とした粘質土堆

積地にタチヤナギが低木層に90％と優占した低木林が帯状に発達している。また寓津市大和田の

池沼周辺部にはイヌコリヤナギを混生したタチヤナギ林が発達しているのがみられる。このよう

なタチヤナギを主体とした低木林はタチヤナギ群集にまとめられた（Tab．12）。

　タチヤナギ群集は，関東地方ではオノエヤナギを区分種とするオノエヤナギ∫1三洋集，カキドオ

シ，アマチャヅル，アシボソ，ネズミガヤ，ヤブマメを区分種とするカキドオシ亜群集，特別な

区分種をもたない典型亜群集に下位区分されている（奥田1978）。

　今回得られた植生調査資料は特別な区分種をもたない典型璽群集にまとめられる。さらに地域

・立地の相違によリサヤヌカグサ・ヌカキビで区分されるサヤヌカグサ変群集と，イヌコリヤナ

ギ，スギナ，コモチマンネングサ，オギで区分されるイヌコリヤナギ変群集が下位区分された。

サヤヌカグサ変群集は，地表水位はゼロで足をふみこむと水が浮き滲みでる七山立地にみられる。

イヌコリヤナギ変群集は増水時に冠水するが，一般に乾燥しがちな立地にみられる。

　タチヤナギ群集をはじめとするヤナギ林は水辺の環境保全林，保金緑地に対しての箆本として

利用可能である。
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　　　Fig．27　富津市に点：在し，残されているハンノキ林。1979年5

　　　　　　　月調査され，7月に伐採されていた。

In　der　Stadt　Futtsu　waren　noch　stellenwelse　Restbestande　des／1！刑‘∫ノ‘ψo〃～fα一Wald

vorhan（1en（Aufn．　Maiユ979），　die　aber　im　Juh　geschlagen　worden　sin（1（20m藍．　NN）．

　11）　クサヨシーハンノキ群落

　　P1εα’αrεsノαpoπεcα一規π雌sノαpoπεeα・GeseUschaft（Taわ．13）

　寓津市三船と上新山でハンノキ林が調査された。水田耕作放棄後に成立した10～15年生の，樹

高7～9mの林分である。高木層にハンノキが薦被率60～85％を占め，・・ンノキの純林を形成し

ている。低木層の値被率は低く15～20％，ハンノキの低木が騒騒1～2で燗体数は多く生育して

いる。時に乾燥した立地にウツギ，コアカソなどがみられる。草本層は80～90％の植：被率でおお

われ，セリ，クサヨシ，スギナ，ミゾソバ，ヨシが高い被度で生育している。一般に自然度が高

くなるとオニスゲ，ゴウソなどのカヤツリグサ類が増してくる。

　水田耕作放棄後の時間的経過が比較的短いため，水圧溜棄地の雑草が林床に残っている。

　虜総半島や関東地方ではハンノキ林が，量的には少ないが各地に点在し，生育している。今日

では，ハンノキ林の完全な自然林立地はきわめて少ないが，奥田（1978）によりオニスゲーハン

ノキ群集として報告されている。

　ハンノキ林は東北地方などでは，谷地などに比較的よく残されている。東北地方のブナクラス

域に発達するハンノキ林はヤブツバキクラス域のハンノキ林と種組成的に異なり，ヤチダモ，カ

ンボク，イソノキ他の特異な種をもちやチダモーーハソノキ群団にまとめられている（宮脇・藤原



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47

・望月1977）。ヤブツバキクラス域に分布するハンノキ林は，これらの種をもたないことより別

の群団と考えられるが，すでに残存林分が少なく，植生調査資料が不足で，今後の現地調査と豊

富な植生調査資料による種組成の比較検討が望まれる。

　12）　イソギクーハチジョウススキ群集

　　Chrysa滋t韮Ie膿。・M茎scanthetu】烈condensati　O数ba1971（Tab．14）

　三浦半島の城ケ島周辺や，華華，長者ケ崎などの海からの風衝を強く受ける海岸断崖地には，

イネ科の大形草本植物であるハチジョウススキの優占するイソギクーハチジョウススキ群集が生

育している。

　イソギクーハチジョウススキ群集の植生高は1m前後で，被度3～4と優占するハチジョウス

スキとともに，イソギク，ヒゲスゲ，ボタンボウフウなどの多年生草本植物が高い常在度で生育

している。

　イソギクーハチジョウススキ群集の立地には，多少なりとも土壌の堆積がみとめられる。細礫

や粗砂からなる保水性の低い土壌を有する立地では，葡行性が高いこともあってハチジョウスス

キは輝度÷または2とあまり繁茂せず，イソギク，ボタンボウフウとともにタイトゴメやハマェ

ノコロなどの耐乾性の高い小形植物が生育している。しかし断崖下部などの砂質壌土や壌土のみ

られるやや安定した立地では，ハチジョウススキは株立ちして4～5の被度でよく繁茂し，ヒゲ

スゲ，ボタンボウフウ，イソギク，ハマカンゾウなどのイソギクーハチジョウススキ群集の常在

種も輝度2～4と優零する。さらに隣接群落のマサキートベラ群集の構成種であるマサキやマル

パノシャリソバイなどの常緑低木の芽生もすでにみられる。

　イソギクーハチジョウススキ群集は，大場（197Dによって報告された海岸断崖地風衝草原で，

関東地方や伊豆七島の海岸断崖地に分布している。イソギクーハチジ。ウススキ群集は，ボタン

ボウフウ，ヒゲスゲなどの種群を高い常在度で含むことから，関東以西，四国，九州に分布する

海岸断崖地風衝草原であるボタンボウフウ群団にまとめられる。上級単位については大場・萱原

（1977）がワダソーイソギククラスを提唱しオガサワラスススキ群集とともに所属させている。

　13）　ハマグルマ一帯ニシバ群集

　　Wedelio　Pぞostratae・Zoys童eもu憩恥acrostachyae　Olヨba，1鴨yawak呈etTx．

　　1973　（Tab。15）

　富津海岸（窟津騨や布引海i岸，あるいは青堀）の砂丘地は爽京湾に面しているため風衝が一般

の砂丘よりも弱い位｛置にある。したがって表層砂の移動が少なくハマグルマーオニシバ群集の生

育が広くみとめられた。ハマグルマーオニシバ群集は，オニシバを標福部として規定されている

（Ohba，丁廿xen　u。　Miyawaki圭972）。

　當津岬ではハマニガナで区分されるハマエガナ三臣群集とコウボウムギ，ハマグルマで区分され
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るハマグルマ三1田洋集，特別な区分種をもたない典型亜群集に区分された。

　ハマニガナ亜群集は，布引海岸に広くその面積をもち，寓津海岸（岬）では，圭ケ所みられた

にすぎない。発達した砂丘上にハマニガナカミ平均3～4の被度で優占し，ハマヒルガオ，オニシ

バを混生する。出現品数は3～6種と少ない。典型亜群集は布引海岸，富津岬ともにみられ，嵩

現種数3～4種から構成されている。青堀海岸：では，海岸前縁に埋立地がつくられ，また周囲の

牧草吹きつけ，造成などの影響をうけ，砂の動きも止み，ケカモノハシ，ハマエンドウなどが被

度2～3で混生し，ネズミムギが混生している。ハマグルマ亜群集は大部分が當三面にぐi三士して

いる。ハマグルマが三度3～5と優熱しているところが多い。さらにコウボウシバをもつ植分が

みとめられる、，

　畜津鯉，布引海襟，青堀海岸ともに，1ヨ本全国で広く分布しているハマグルマーコウボウムギ

群集やハマグルマーケカモノハシ群集が全くみられず，ハマグルマーオニシバ群集やコウボウシ

バ群落が発達していることは，海岸砂丘が半安定砂丘化していることを指標している。

　14）　コウボウシバ群落

　　0αrεκPπ〃εε’α一Gesel颪sckaft　（愛al）．16）

　寓津市大堀や布引海恕の砂丘凹状地にコウボウシバが被度2～4と生育する二分がみられる。

一部オニシバや，ネズミムギが入りこんでいるが，娼品種数4～7種と単純な群落を形成してい

る。このようなコウボウシバ群落は，一般に砂丘植生を代表するハマグルマーコウボゥムギ欝集

に比較し，砂丘の砂が動かない立地に生育しやすい。また水分条件もやや湿ったところを好み，

時に汽水地にも生育している。

　密津市大堀ではチガヤが被度5，コウボウシバが被度3で鴫現種数7種の特異な植分も調査さ

れ．ている。

　15）ギョウギシバ群落

　　0〃πodoπdαcε〃Joπ一Gesel叢schaft（Tab．17）

　魚津市青堀海気の，飛砂が少ない砂丘地帯でギョウギシバが被度4と儂i占する植分が調査され

た。ギョゥギシバは，飛砂が比較的少ない安定した砂丘や，踏み固められた砂丘，あるいは埋立

地に広く生育する。ここでは爵然に近い沁沁がTab。17に示されたが，牧草播種地の富津埋立地

では，コマッヨイグサーネズミムギ群落中にギョウギシバが被度高く出現している両分もみられ

る（Tab．56）。神奈川県下では湘南海岸や三浦半島などで，メヒシバ，ハマスゲ，アカザなどを

伴ない有機質を含んだ立地にギョウギシバの生育が記録されている（川村1972：宮脇編1972，P．

21！）。

　ギョゥギシバ群落は，さらに海岸風衝断崖地のを！，：論証で砂が堆積している立地などに自然状態

で生育している。したがって，砂の動きが少ない，安定した砂丘の凹状地や風衝断崖の岩隙地な
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Lauf。　Nr．：

Nr．　d，　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Grδ8e　d・Pr・beflache（m×m）：

H6he　d，　Krautschicht　（cm）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzah1：

Tab．16　コウボウシバ群落
Cαア帽8¢ρε‘〃3∫Zα一Gese玉lschaft

　　　　　　　　　通　し　番号

　　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　　言周査年月日　　（’79）

調査面積
低木層の高さ

低木層植被率

鳩　三種数

｝・　2　3　・
i3536且5103
1　5　5　5　5
i　l　　l　　2　　2
15・63・43・35。5
i50303015
　　90　　　　95　　　　60　　　　80

1　　7　　6　　4　　5

T馨器t畿e1㎏chaft：　　群警腎籍。．、∴．23．3、．44．4

Tre・・・…鯉，　U聖・erel・h・i・・　　　　　下町位区分種　；

ゐ頭μ…僻偲α吻α　　　　　　　　オニシバ　　；　…　　　　…予屠
L・伽一醐・・…　　　　　　ネズ・・ギ　i…　　1圃

鷺篇。＿、∫　　　随弊シ　1＿．．
伽Z∫＿耽、4。’。　　　　　　　カタ．・ミ　　｝＋．21．2　．　．

出現一一罎の種：AuBerdeln　ie　einmahn　Lfd．一Nr4：08〃。’1～6ノ’αゐゴ8ノ～班5アレチマツヨイグサ　十，聾。如

　ω～g～’∫∫ぴb1～αヤハズエンドウ十，∫〃4》81’α‘αリア♂ガノz4ノ噛～ごμvar．々。θπ∫gガチガヤ5・4，　Co〃’〃～8Z加σ‘o〃〃ノz躍τ∫∫

　ツユクサ十，in　2：ゐ〃りη・～’5ブ妙。πノ（「～’5ン・マェソドウ1・2，βbノ・漉z〃〃ノ〃z’ノー吻〃πムギクサ2・3，　B7ro〃zπ3

　ノ妙。ノ～1α‘∫スズメノチーt・ヒキ2・2，Cαら，5’｛～9～α∫oZ読〃～βZ如ハマヒルガオ1・2，　in　3：08πo漁8プαZαび滅αオα

　コマッヨイグサ十，5α8プ〃α〃沼湿～〃μ江ハマツメクサ1・2，∫bααππ♂‘αスズメノカタビラ　十，in　4：

　孟τθ”おノ「ゆ8〃∫ハマニガナ十。2，Gなん加αZ漉01層α臨ノ・マボウフウ十。

調査地（千葉県富津市）：Fundorte（Stadt　Futtsu　in　Pr庶Chiba）：Lfd．一Nr．1，2＝Ohori大堀，3：K銭ste

Nunobiki布弓1海．岸，4：Cap　Futtsu　富津ア盲富津朗．；．

Nr．　d，　Aufrahme：

GrδBe　d，　Pr6beflache（m×m）＝

難δhe　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegeta零ion（％）：

Artenzah1：

Trennarten　d．　Gesellschaft：

Tab．17　ギョウギシバ群落
（らη～0402～ζ～α6なZoη・Gesellschaft

　　　　　　　　　　調査番号

　　　　　　　　　　調査面積

　　　　　　　　　　植　生　高

　　　　　　　　　　植　被　率

　　　　　　　　　　出現種数

262

1x三

　3
　70

　4
　　　　　　　　　　　　　一『……　．　群落．区頒　　下　…

　qyη040πぬ6ち，Zω～　　　　　　　　　　　　　ギョウギシバ　　　　…　　　4・4

c。。卿翻海　　　　　　　　　・ウボウシ・・　　i　　＋

趨蟹9’　　　そ藩ムギi＋
　Sagina　procunbens　　　　　　　　　ツメクサ　　　1　　÷
調査地および調査年月臼Fundoft　u・Datum　dl　AufnahIne：Stadt　Futtsu　in　Pr証Chiba千葉県富津市

（2，Ma三，1979）．海抜高度Hδhe貢・Meer：3m・
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Laufende　Nr。：

Nr．　d．　Aufnahlne；

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）；

H6he　d．　Vegetation（Cln）：

Deckung　d。　Vegetation（％）二

Artenzah1＝

Tab，18　ハマヒルガオ群落
Cαら，∫‘θ9ゼα∫oZゴα刀θ♂Zα一Gesellschaft

　　　　　　　通し番号

　　　　　　　調査番号

　　　　　　　調査面積

　　　　　　　植生高

　　　　　　　植被率

　　　　　　　出現種数

　1

82

　1
x1
10

65

4

Trennarte豆Gesellschaft：　　　　　　　　　群落区分種

　Cα砂5詑g如50観αη6♂伽　　　　　　　　　　　　ノ・マヒルガオ

　α8んπ如♂∫山彦。ノ・認f∫　　　　　　　　　　　　ハーマボウフウ

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　五〇Z加μ耀一面orκ7π　　　　　　　　　　　　ネズミムギ

　06πo酌8ノ‘召♂α‘加～αノーα　　　　　　　　　　　　コマソヨイグサ

　E4y耀，5〃凄oZZ～∫（kult）　　　　　　　　　　　テンキグサ

出現一回の種Auβerdem　je　einmal　in　L｛d．一Nr．2：0砂で露肋ゐ。〃～κ9’

　2　　3　　4　　5
83　　104　　102　　105

0．8　　　3　　　3　　　2

x5　　x3　　x4　XlO

10　　5　　40　　50

40　　　70　　　70　　　80

　7　　4　　5　　10

2・2　　2・2　　4●4　　1・2　　2●2

十　　十・2　　　．　　　十　　 1・2

3・3

1・2

●

3・3

十・2

　0

！・2

1・2

●

1。2

1・2

4・4

1。2

■

4・4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コウボウムギ十，去兜ゐα召〃躍〃’

　αη孟1砂1zoプof4θ∫ケカモノハシ十，　Hoπ18z’ノμノノ’～〃層∫ηz2‘〃三ムギクサ十，　in　3：3αZ∫oZα距。〃～α1ηて，～～オカヒ

　ジキ十，三n5＝08／20功8解伽〃z∫ぶアレチマツヨイグサ十，ゐ漉加ワマ’5ノ妙。加6”5ノ・マエンドウユ・2，

　R砂11αηz‘55α彦加z‘5var．1zorオ8π5’∫f」・妙1zαノzゴ∫’御148∫ハマダイコン十，　Bノ℃〃～τ’∫6α∫1zα1≠～α’∫イヌムギ

　2・2，Vfc’αα7zgz’訟卿Z’αヤハズエンドウ1・2，」2yぐ11〃2z沈。〃めグbZf～ど〃’クコ十．

調査地および調査年月日Fundort　Datum（1・Aufnahme：Cap　Futtsu，　Sta（lt　Futtsu，　Praf．　Chlba千葉県

富津τ貯富津【illl；　（2，　Mai．，　1979）．

どに，その本来の生育立地があるものと考えられる。

　富津岬の安定砂丘では，ハマグルマーオニシバ群集やギョウギシバ群落の生育立地に類似した

立地にハマヒルガオが被度2～4と優占した植分がみられる。外来牧草のネズミムギを伴なって

いる。一部飛砂防止のためテンキグサ（ハマニンク）を櫨栽している地域もある（Tab．18）。人

為的影響が強く加わっているため，安定した砂丘植生を構成するハマグルマ，ヶヵモノハシ，ハ

マエンドウなどの他にムギクサ，イヌムギ，ハマダイコンなどの好窒素性植物がネズミムギ，コ

マッヨイグサなどの外歯牧草や帰化植物とともに生育している。

　お）ツルナ群落
　　Te彦rα90π」α　重θ護rα∬0ηOf4θ8－GeSellSChaft　（Tab　19）

　海岸の砂丘安定地のやや富養立地，あるいは，断崖地の崖錐地などにツルナが被度5と優占す

るツルナ優占群落が，富津岬や青堀に記録された。このツルナ優占群落は海岸の波打ちぎわや凹

状地で打ちあげられた木片などの有機物により一時的に窒素過多な立地に生育している。他のア

キノミチヤナギ，マツナ，ホソバノハマアカザなどの群落と混生または隣接している。
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Laufende　Nr．：

Nr．（L　Aufnahme：

Datum　d，　Auf捻ahme（1979）：

Gr63e〔1・Probeflache（m×m）

Hδhe　d．　Vegetation　（cn蒐）：

Deckung己Vegetation（％）：

Artenzah1：

　　Tab．19ツルナ群落
乃孟プα90πガα孟8孟プσ90πoガ吻∫一Gesellschaft

　　　　　　　　　通　し　番　号

　　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　　調査年月臼

調査面積
植　　生　　高

植　　被　　率

出　現種数

　　　1

　　80
　　　5

　　　2
0．5×0．7

　　10
　　95
　　　2

　2
　57

　5
　1
1×！

　30

　90

　6

Trennart　d．　Gesellschaft＝　　　　　　　　　　　　群落区：分種

　丁αノ’α9・刀～α’8〃ugω～01‘1ρ5　　　　　　　　　ツルナ

Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随締込

　Cαノで諾ρ〃初～～α　　　　　　　　　　　　　　　　コウボウシバ

　ゐ0～～己〃μノ～ε～‘～々π0～¶Z｛〃Z　　　　　　　　　　　　　ネズミムギ

　Cαむ3膨g忽∫o躍αη8”α　　　　　　　　　　　　　　ノ・マヒルガオ

　Rど‘〃紹露∫αρ0厩α‘∫　　　　　　　　　　　　　　　ギシギシ

　M8∬8ノ脚んノ〃超ぬ∫必！ノ愈α　　　　　　　　　　　　スナビキジウ

　8Zfαe（盈gZαξκα　　　　　　　　　　　　　　　　マツナ

調査地（千葉膿富津市）Fundort（Stadt　Futtsu　in　Pral．　Chiba）：

青堀．

5・5

十

5。5

1・2

1・2

十

÷

十

Nr．1：Cap　FuttSu窩津li叩，2：Aohori

　17）　ホソバノハマアカザーハママツナ群集（塩沼植生）

　　Atr孟pl量。韮・Suaedetum　maritimae皿iyawaki　eもOhba　1965（Salzwiese鷺）（Tab．20）

　富津布青堀，木更津市小櫃川河口の内湾に満潮時に海水が侵入し，土壌塩分がきわめて強い立

地に生育するハママツナ，マツナが生育する地域がみられる。神奈川干天神島や江奈湾において

もかって生育が確認されているが（Mjyawaki　et　Ohba　1965，村瀬1968，宮脇編1972），1979年

8月の台風により破壊されて，現在ではあとかたもなくなっている。

　ハママツナ，マツナ，ホソバノハマアカザ，ホコガタアカザを標徴種および区分種としてこの

ような植物群落はホソバノハマアカザーハママツナ群集にまとめられる。海岸塩沼地の海岸有機

物がたまる窒素過多な水際に多く生育する群集である。

　愚8）　シオクゲ群集

　　Caricetu韮n　scabrifo藍iae　Miyawak董et　Ohba　1969（Salzw圭esep）（Tab．21）

　木更津市小櫃川河口には広い砂州が残されている。砂州の沿水部をこはシオクグが草丈30～60cm

に生育し被度2～5と優占した群落を形成している。出現脚数1～4種ときわめて少ない。河口

や湾内の砂泥地にみられるシオクグが優占した群落は，シオクグを標徴種としてシオクグ群集に

まとめられる（Miyawaki　et　Ohba　1969）。シオクグ群集は北海道東部を除く日本全土の塩沼地

に広く分布している。群集標徴種のシオクグは多年生常緑草本植物で根茎が地下にのび立地を安
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Tab．21シオクグ群集
Caricetunユ　scabrifoliae

Lauまende　Nr．：

Nr．　d．　Au圭nahme：

Datum　d．　Aufnahme（1979）：

GrδBe　d．　Probefl装che（m×m）：

H6he　d．　Vegetation（cm）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

通　し　番　号

調査番　号
調査年月日

調査面積
植　　生　　高

目植被率
出　現種数

i　1　2　3
i　133　　119　　122

5　　5

2　　2

　　4

　1213

5　　5

2　　2

5　　6　　7　　8　　9

124　　126　　！35　　134　　125

　5　　5　　5　　5　　5

　2　　2　　2　　2　　2

1×23×53x55x63×54x43x65x55×7
15

25

4

30

80

1

30　　　25　　　40　　　42　　　25　　　60　　　60

80　　　40　　　70　　　80　　　75　　　80　　　90

1　　1　　2　　1　　！　　3　　6

Kennart　d．　Ass．：

　Cαアθエ5cαろプケbZfα

Trennar£d．　Subass．：

ZOツ∫如5∫η加var．吻ρ0ノ～fαz

Z〃ゆεプ鷹α（ヅ勿4ガ6αvar，た08η忽ガチガヤ

　80ηCん％50Zθノ・αC8駕5

　Ro∫α割∫6んπ7・α∫α刀α

　泌奪ごαノ～’1鄭∫5〃～8だ∫ど5

1くe篇nart　d．　h6heren　Einhe三t＝

　搬鵤9η漉θ∫ακ5孟πz♂～5

Sonstige　Arten；

A5∫8プケψoZ∫z侃

＆‘磁ゴαη♂α1一～♂～〃α

群集標徴種

　シオクグ

距群集区分種　　　｝
ナガ・ノオ・シ・較②

　　　　　　　　一
・・ルノノゲシ　1・

テジ・・ノイ・・ラi・

ススキ　　一
上級単位の標徴種　i

　ヨ　　シ　　　　　　　　　・

その他の種

　ウラギク　　　i　＋
　　　　　　　　…
ハママツナ　11・2

i2・35；ち一び5…ヨ；3…4；亘…5；5…5；4…一5；5「∫；菖1．

■　　　　　　　　●　　　　　　　　o　　　　　　　　o　　　　　　　　●　　　　　　　　o

●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　●

●　　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　　o　　　　　　　　o　　　　　　　　・

●　　　　　　　　・　　　　　　　　■　　　　　　　　●　　　　　　　　o　　　　　　　　●

・　　　　　　　　　σ　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　の　　　　　　　　　．

●　　　　　　　■

・；4・4：

　　　コ。：1・2

・ほ・2
・；＋・2i

…　　　　　　　　　十　　　。　　　。　　十　　十

■

o

・　2・2

0　　　　　　　　・

調査地Fundoτt：FluB　Obitsu，　Stadt　Futtsu　ln　der　Pra壬ektur　Chiba千葉県富津市づ・櫃川．

調査者Aufn．　von　R．　M，1く．　E，　Y．　M。　U．　T．　Kr。

定させている。シオクグ群集は満潮時に水中に没する。

　19）　イソヤマンツキ群集

　　FimbristyHdeもum　ferrugi聴eae　Ohba1970（Tab．22）

　三浦三崎に位置する三浦市安房碕，剣崎，松輪などの海岸岩隙地にイソヤマテンツキが被度3

～5と優撤する，崖現種数3～6種の群落がみとめられた。イソヤマテンツキ，ハマボッス，タ

イトゴメ，ハマエノコロを標三種および区分種としてイソヤマテンツキ群集にまとめられた。イ

ソヤマテンツキ群集は海岸風衝断崖地の岩一町に発達し，海水のしぶきをつねにうけ，土壌の発

達も少ないきびしい立地に生育する。

　イソヤマテンツキ群集は三浦半島，房総半島，伊豆半島，伊豆七島に報告がみれる。　（大場

1970，　宮脇編1972）

20）　イワヤナギシダ群落

　Loκ093「αη㍑πθsα混。εfoZεα・Gese三璽sch3ft　（Tab．23）

千葉県安房郡三芳村御殿山付近の谷部の岩崖地にイワヤナギシダが被度5と着生した岩壁植生
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が調査された。面積1m2前後だが，イワヤナギシダ，ハコネシダ，ヒトツバなどシダ植物によ

り構成された特異な群落である。イワヤナギシダは一般に岩壁や樹肌に着生し，1種～数種によ

る群落を形成する。御殿山の谷沿の岩壁に部分的に着生群落の分布がみられた。

　Tab．22　イソヤマテンツキ群集

Fhnbristylidetuln　ferrugineae
Laufende　Nr．：

H6he　U．　Meer（ln）：

Gr6Be　d．　Probeflache（ln×m）：

Hδeh　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl：

通　し番号
海　抜　高

調査面積
植　　　　高

楠　被　率
出　現　種　数

　1　　2　　3　　4
1．5　　1　　1　　2

1xl　1×1　1×1　2x2
　15　　　15　　　20　　　15

60　　　90　　　70　　　　70

　3　　3　　4　　6

1くenn－u．　Trennarten　d．　Ass．；

　飛〃」扉～∫4y！’∫ノ診ノγ～‘9～ノ～8α

　ムy5∫〃Zα‘ノがα規αμ’闇～がα〃α

　＆4z‘〃」0り，驚ゲ薇～〃ノ’

ε8’αノブατ捌4’5var4》α61り，5’α01り・5

　耗～κ召4αノz～〃〃ノ妙。ノ～’α〃〃

Begleiter：

　迎α〃オαgoノ妙。〃’ごα

R～〃2～αノ妙。〃’α’5

EZα4∫’〃8～〃4fごα

Cαノ’（義τ5cα61一卿〃α

牒の早口よび区分馴

総；　1
鰯；；ウ1

3・4

1・1

1・2

●

●

5・5　4・5

・　　十

　　　●
●

●

o

●

4・5

1・1

●

1・1

十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤巨｛∵

調査地（神奈ll際）Fundorte（Pral．　K蹴agawa）：Nr．1：」6gashima　Anbozaki　in　Stadt　Miura（30，　Sep．，

’79）三浦隷f城ケ島安房1崎（1979年9月30日）：in　2，3：Kellzakl　in　Stadt　Miura（21，　Nov。，’79）三浦昔f剣崎

（1979年11月21日）＝1114：Matsuwa　in　Stadt　Miura（2！，　Nov．，’79）三浦市松輪（1979年1！月21日）．

Laufe11（le　Nr．：

Nr．〔1。　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme（1979）：

H6he廿．　Meer（m）；

Gr6Be　d．　Probeflache（ln×m）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1＝

Tab。23　イワヤナギシダ群落

Lo灘ogrα〃〃ノ昭5αZ∠cのZ忽一Gesellschaft

　　　　　　　　通　し番号
　　　　　　　　調査番号
　　　　　　　　調査年月日

海　抜　 高

調奮面積
植　　　　高

植　被　率

出現種数

　1
189

　6
　19

200

1×5

0．2

85

　3

　Tζ鱒照導璽…q．G馨璽Ilschaft：　　　　　　　　　　　群落区分種

　ゐατogrα〃～〃z85αZ～ぐ吻”α　　　　　　　　　　　　　イワヤナギシダ　　　　　　　5・5

　．44∫αノz’～〃μ〃～o／zoc”α〃」」，∫　　　　　　　　　　　　ハコネシダ　　　　　　　　1・2

　琢プ1η即戦gμα　　　　　　　　　　　ヒトツバ　　　　　　＋・2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
調査地Fundort＝Berg　Goten，　miyoshi－mura　Awa－gun，　in　der　Prafektur　Chlba千葉県安房郡三芳村御殿山．

調査i者Aufn．　von　K．　F．，　E．　N．　u．　T．　Kr，
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Laufende　Nr。　l

Nr．（玉。　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme（1979）1

H6he廿．　Meer（m）：

GrδBe（玉．　Probef互ache（n｝2）：

H6he　d．　Vegetatlon（m）；

Deckung　d．　Vegetation（％）；

Artenzahl：

Tab。24ツルヨシ群集
Phragmitetunl　jaPon1cae

　　　　　　　　通　し　番号
　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　調査年月日

海　　抜　　高

調査面　積
植　　生　　高

下植被三
幅　現　種　数

　1
　97

　5
　2
　2
4×6

0，7

　70

　5

　Kennart　d．　Ass．；　　　　　　　　　　　　　　　　群集標徴種

　2痂π9配∫詑∫ブ＠0〃～‘α　　　　　　　　　　　　　ツルヨシ　　　　　　　　　4・4

　So且stige　Arten：　　　　　　　　　　　　　　　その他の種

　丑〃ψZ薦1Lα5∫磁α　　　　　　　　　　　　　ホコガタアカザ　…　　　十・2

　qy／zo40π4α6ら，Zoη　　　　　　　　　　　　　ギョウギシバ　　；　　　　十・2

　R・・〃雌ブ妙傭α〃・・　　　　　　’　　ギシギシ　　…　　　＋

　cα鷹伽〃伽　　　　　　　　功ボウシ・ミ・、　　＋
調査地Fundort；Lfd．一Nr．1：Kap－Futtsu，　Stadt　Futtsu　in（1er　Pra壬ektur　Chiba千葉県窟津市富津岬

調査者Aufn．　von泉．　M．，　K　E，　Y．　M．　u．　T．　Kr．

　2の　ツルヨシ群集

　　Ph「agmite｛；u温　japon童cae　MiRamikawa　1963　（Tab。　24）

　～般に河辺の流水に沿って砂忌地にヨシに類似し，地下茎を地表に伸ばし増植するツルヨシが

優旧した四分が帯状に生育している。今回の調査では富津岬の砂州上の回状地に比較的まとまっ

た面積（5×6m）でツルヨシが優占する植分が調査された。満潮時に水をかぶり，塩分が残され

るため，ホソガタアカザなど塩沼地生植物も混入している。

　河辺に生育しているツルヨシ群集の植分として記載された。

　22）　セリークサヨシ群集．

　　Oe蝋a丑tho・PhararidetuI聡　ar服ndi鷺aceae　M韮yawakietOkuda1972（Taも．25）

　君津市九十九谷でクサヨシとセリが混生した植物群落が調査された。細い小川の土壌堆積地に

30Clnの幅で長さ4mにわたり生育がみられた。このような三分は，河川敷の家質土が堆積し，

やや安定な土壌上に広くみられ，クサヨシを標微種として，セリークサヨシ群集にまとめられる

（Miyawaki　et　Okuda！972）。

　セリークサヨシ群集は九十九谷ではクサヨシが零度・群度1・3と少ないが，一般にはクサヨシ

が優占する。流れのゆるやかな小川や入江状の安定地に多く生育し，急流河川や礫の多い立地で

はみられない。
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　　　　Tab．25　セリークサヨシ群集

Oenantho－Phalaridetumarundinaceae
Nr．　d．　Aufnahme二．

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）；

H6he　d．　Vege亡ation（cm）：

Deckung　d。　Vegetation（％）；

Artenzahll

調　査　番　号

調　査　面　積

植　　生　　高

植　　被　　率

珪1現　種　数

　157
0．3×4

　　70

　　98

　　5

KenHarte鷺d．　Ass．＝

卿zαzω・’∫α〃〃z4～ノ～αc6α

α1～αノ励βノαταπ’‘1α

群集標三種

　クサヨシ

　セリ

1・3

5・4

　Sonstige　Arten；　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種

繍監脱塩　　　擦ご；ギi　’：l
　　Rαノzど胡α’面∫g～‘ε砂αω勿’z5～3　　　　　　　　　　　キツネノボタン　　　　　　　＋

調査地および調査年月日Fundort　u、　Datum　d．　Aufnahmel　Tsuku血。．dani，　Stadt　Kimitsu，　Praf，　Chiba

千葉県君津市九十九谷，3，Sept．1979．調査者Aufn．　von　R、　M，　K．　R，　Y．　M．　u．　T，　KL

　23）ガマ群落，ウキヤガラ群落およびヨシ群落（水生植物群落）

　　T〃PILαεα♂〃「o髭α一GeseHschaft，8cεηpωεノrJ郡ひεα‘ε髭88Gesellschaft　und　Pん｝・αρ〃葛泥θ8α配s岩rα琵s・

　　GeseUscha£t（Tab．26，27，28）

　當津市大堀，上飯野，本郷，人見などには水田放棄地が広い面積で広がっている。水田耕作放

棄後の水深が50～80cmの滞水中にガマ，ヨシが優占する二分がみられる。このような植物群落

は，西大和田の溜池周辺にみられるウキヤガラ群落のような大形挺水植物群落とともに水生植物

群落にまとめられた。

　ガマ群落は植生高1～2mに達し，當津市上飯野，本郷三船などの水田耕作化が行なわれてい

ない低湿地に，10×！0mや，5×6mの面積で純群落を形成しているのがみられた。一般にガマ

群落は河辺の低湿地，湖沼，ため池などに生育している。富養な水質地に大群落を形成しやすい。

　ウキヤガラは，マコモやヨシなどとともに河辺や湖沼あるいはため池などに多く生育し，1m

前後の高さの群落を形成しやすい。ウキ・ヤガラーマコモ群集として報告されているが，これらの

種群は常に共存するわけではなく，水深が深いところではマコモが優淫してついには純群落を形

成する。約30cmの水深を境界とするといわれる（宮脇・奥田・藤原・木村他1979）。水深が浅く

なるにつれ，ヨシの三度が大きくなる。窟津市大和田ではウキヤガラ，ヨシ，ミゾソバ，タネツ

ケバナの4種から構成されている。

　河辺や湖沼，あるいはため池などの周辺，水田耕作放棄地など，広く低湿地にヨシが優占する

植分がみられる。水深，立地，人為的影響など環境要因により構成種が異なる。今回の調査地域

内でも，出現種数1～14種ときわめて変化が大きい。小河川の水際や水田放棄地とは大きな種組

成の相違がない。組成表通し番号！は小溜池で出現種1種の純群落を形成している。2，3およ
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び5，6は水田耕作放棄地で，比較的乾燥した立地にはヤハズエンドウ，チガヤ，ススキ，オオ

アワダチソウなどが入りこんでいる。やや湿った立地では，チョウジタデ，セイタカアワダチソ

ウ，ホウキギクが，さらに低湿地の停滞水がある立地ではセリが3～4の被度で優占し，マブマ

メ，チゴザサが特徴的に生育している。河辺にみられるヨシ群落では，ヨモギ，カナムグラが混

生し，ケアリタソウ，シロザ，ミドリハコベなどの一年生草本植物が多い。

Laufende　Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d・Aufnahme（1979）：

H6he　U．　Meer（m）；

Gr6＄e　d．　Probeflache（m×m）：

Hδhe　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Aftenzahl：

Tab．26　ガ　　マ　　群　　落

　乃，ゐαZα妙b々α一Gesellschaft

　　　　　　　通　し番号
　　　　　　　調査番号
　　　　　　　調査年月摂

海抜高度
調　査　面　積

植　生　　高

畠　被　　率
出　現　種　数

　　1　　　　2

　258　　　182

　11　　　　6
　13　　　　18

　35　　　　30
！0x！0　　　5×　6

　　2　　　　！

　90　　　　85

　　2　　　　！

　Trennarten　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　　　　群落区分種

鍍旙細　　　 袈　　i，：1辱
調査地（千葉県）Fundorte（Praf．　Chiba）：！：Kami1ino，　Stadt　Futtsu富津市上飯野，21　Mifune，　Hongo，

Stadt　Fu†tsu富津市本郷三船。　調査者！1　Aufn．　von　KF．，　E｝三．　u！r．Kr，，2：KR，　LM．，　Y．M．，　E．N．　u．

TKr．

Nr，　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme（1979）1

恥he廿．　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetatlon（％）；

Artenzahl；

Tab．27　ウキヤガラ群落
＆∫ψど‘∫ノZ～側∫α孟漉5－Gesellschaft

　　　　　　　調査番場
　　　　　　　調査年月日

海　抜　高

調査面積
植　　　　回

診　　被　率

出現種数

145

　5
　2
　20

4×4

0．8

　80

　4

塾璽壁艇窪生9盤鰻讐塊f琵　　　　　　　　群落区分種

調査地Fundort：Nishiohwada，　S亡adt　Futtsu　ia　der　Prafe1（utur　Chiba千葉県富津市西大和田．

調査者Aufn・von　S・O・，　L・M・u・T・Kr，
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Laufende　Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

DatUln　d．　Aufnahme（’79）：

Tab．28　ヨ　　シ　　群　　落

．P1〃層‘zg〃～’‘8∫α♂’5！〃z〃5－Gesellschaft

通し番．号

調査番号

調査年月臼

H6he丘，　Meer（m）＝　　　　　海抜高度

Gr6Be　d．　Probe壬1ache（m　x　m）＝調査．面積

Hδhe　d．　Krautschicht－1（ln）：草本第1層の高さ

Deckung　d．1くrautschicht－1（％）：草．本第1層植被率

H6he　d．　Krautscl〕icht－2（皿）：草本第2層の高さ

Deckung　d．　Krautschicllt－2（％）：草本第2層植1被率

Artenzahl：　　　　　　　　　　　出現種数

　　　1
i26・

…
i3孫

1

　2　　　3

157　　270

　5　　11

　5　　15

20　　40

4　　　5　　　6

32　　　　256　　　　257

5　　11　　1．1

1　　13　　13
10　　　　30　　　　35

5×8　4×7　3x6！0×108x10
L5　　　 3　　2．5

90　　　　80　　　　85

0．3　　0．6　　　20

70　　　　40　　　　20

　8　　10　　14

3．5　　　2

80　　70
0．2　　0．5

70　　45

　8　　！0

Trennart　d，　Gesenschaft＝

P1げ㎎幽〃漉β5擢‘5か・α〃5

群落区分種

　ヨシ
王く1：　　　5●5　　　5・5　　　5。4　　　5・4　　　5・4　　　4●4

K、…　・　・　…　　　　　　＋
Trennarten　d．｛Jntereinheiten：下位．単位区分種

　々‘読。，’8’～αゆμo玩。∫漉∫

　30々ぬgoαZオ～∬ゼ〃’α

　A詳8r　5～‘1＞z♂α‘～‘5

　昂〃ノzπZz‘5∫cαノzゴ8〃5

　．4プ’8ノ〃～5∫αカ1ゴπ‘｛4）∫

　08ノ～副〃～6ノατ，αノ～’cα

　ゑ〃ψ伽αノ：傭αノ｝一驚・6〃〃α

　ムαc1〃z89♂oろ05α

Sonstlge　Arten：

　島4ygoノ～μ〃’”～～‘’～〃。’二9’々

　Eσぬ56オz〃〃αノ’τ，8／z∫8

　ルπ～（コ〃〃う’∫”あαオ～イ〃，

　んら’goπz〃ノ♂∫18ろoZ6～～

加州zα〃g9粥びb♂加ノ’　　　　　ヤハズエンドウ　K2…

鷺；篇1驚鰍㎜㎞己竺潔“ヤ　畏1｝

＆）磁α9’09～9α〃∫8αvar．16～砂んメ♂α

　　　　　　　　　　　。，1霧llll；i

ホウキギク

　カナムグラ

　ヨモギ

セリ

　ヤブマメ

チゴザサ

その．他の種

　　　　　　　　　　ご　ミソソ．．ノ．・

スギナ

　ヌカキビ

　K・1…

lii

K二ii

　　　　　　　　擬：i

。キ．ウナギ。力溜

ムツ69ρκ5プα〃’o∫～55’〃μ‘∫var．ノ砂。〃～ご’碍

　　　　　　　　　　　　　コシロ不
R～ω躍灘ノ曜）0加α∬　　　　　　ギシギシ

．　　　　〕2・3．　　　　．

・　　i2・2．　・

・　　…1・2　　・

・　：1・2…　・

●

●

■

o

●

●

●

●

●

o

●

●

o

o

●　…3●3…

’…2●2…

・　　：レ2

●　　　　　　　　　　●

o　　　　　　　　　　●

■　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　●

●

●

o

●

●

1・2

o

十。2

十・2

十・2

1・2　十。2

●

●

●

■

■

●

●

o

　●

　・　　　　　　　　　　●

、∴．　．
i＋’2、　’

：十。2　　　・

　・　　：4・4

土　＝2・2

　・　　：2・3

十・2

十

十・2

●

●

●

●

●

o

o

・　　十・2

o

十

●

o

●

●

■

●

●

3・3；

1・2

o

十・2

十・2

●

出現1回の種AuBerdem　le　einlnal　in　Lfd．一Nr．2；加8厘αノ妙。ノ～1ατアシカキK21・2，ノ1”〃zノ’αの。ノ～1L砂1一

♂z∬コブナグサK2十，ぬ3：．E1”oごα♂‘Zoπ1zo〃‘♂08〃∫（’ニッポンイヌノヒゲK2十，　M～θ¶05∫8gf～’〃z・ひf’〃〃～8～〃π

var．ρoら・5彦α‘1～ツ’〃〃アシボソK2＋・2，　in　4：1％4ygo川〃〃sp．タデ属の一一種K2＋，　C1～8ノ～ρρ04々’〃’αあ～♂〃zシ

ロザK2十，αzω2（ψoげ～～〃π‘z〃’01’o∫～o’漉5ケ日リタソウK2十，＆〃‘〃響’αノ～8gZ醜ご」ミ籾ハコベK2十，．・二1ご一

1院y’弓α庶舵5血こ《～’観ヒナタイノコズチK芝十，Pだ。α〃ω～～go～ゴ。αアオミズK12十，　in　5＝Eズ屠8roπα灘～．z擢∫ヒメ

ジョオンK2十，＆8ZZαノ’1αα♂5∫〃6　var．～〃～ゴ～’1α‘．αノミノフスマK2十，　M∫∫‘「αノ～〃～κ33α‘‘1L‘～’・ゲど。〃’∫ナギK2十．

調査地および調査者（千葉県）Furdor把（Praf．　Cl亀iba）in　Lfd．一Nr．1；Hitomi，　Stadt　Kimitsu君津市人見，

2：0ya，　Stadt　Futtsu富津市大屋，　in　3：Maekubo，　Stadt　Klisarazu木更津市前窪，　in　4：FluB　Obitsugawa，

Yokota，　Stadt　Kisarazu木更津市横田小櫃川，　in　5：Shimo－Tada，　Stadt　Fuftsu富津布下．多Elii，　in　6：Kami－

iino，　Stadt　Futtsu君津市」1二飯野．

調査者Lfd．一NL　1；aufn．　von　K．FりY・M・，　u・TKr・，2：KM．，　KF，　u．　T2　Kloh，，2．5，6：K，F．，　E．N．，　T．Kr・
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　24）　イチョウウキゴケーウキクサ群落（浮葉植物群落）

　　Rεccεocαゆπ8παfαπ8・Spεro｛オθ」αpoε〃rんεzα．Gese養1schaft　（Tab。29）

　富津市本郷，上飯野，青堀の水深50～60cmの苗代にイチョウウキゴケ，ウキクサ，アカウキ

クサ，オオアカウキクサなどの浮葉植物により群落が形成されている三分がみられる。もっとも

密度が高いイチョウウキゴケと高常在．度のウキクサをとりイチョウウキゴケーウキクサ群落とし

てまとめられた。

　25）　ヒシ群落（浮葉植物群落）

　　7rαpα」αpoπεcα讐Gese崖藍schaf亡（Tab．30）

　錨津市には多くの溜池が丘陵地基部に作られ，農耕用に利用されている。一部防火用水も溜池

がわりに利用されている、，このような大きな池にはヒシ，ウキクサの2種によるヒシ群落が多く

みられる。ヒシを中心にする群落単位ではヒシ，ガガブタを標徴種とするガガブターヒシ群集が

記録されているが（富脇。奥田・藤原・木村他1978，1979），千葉娯富津市ではヒシ，ウキクサ

2種から構成されており，ヒシ群落として報告するにとどめる。

　Tab，29　イチョウウキゴケーウキクサ群落
R’α2ピ。‘ω：ρ～イ5ノ～α’‘〃～∫・5♪～1’・‘Zピ1αヵ・4｝ワ’乃．1驚‘‘一GeseUsclユa．ft

Laufellde　Nr，：

Nr．　d．　Aufnahlne：

Datum　d．　Au量nahme（1979）：

Gr68e　d．　Pr・be肱che（nユ×m）：

Deckung（L　Vegetation（％）：

Artenzahl；

通　し　番号

調査番号
調査年月日

調　…：査　禰　積

日　　被率
　現．種　：数

　1　　　2　　　3
　28　　　62　　　63

　5　　　5　　　5
　1　　　　1　　　1

3x3　　 1×1　　 1×1

　95　　　99　　　90

　3　　　4　　　4

Kenn－u・Tr鎚n鱒e1Nl．　Lemnetea：コウキクサクラスの標徴種および区分種：

5ρρ祝～8Zαρoらη痂’ξ‘～

Rノ‘で～oαzψz’∫〃ご～’α〃ぶ

∫：．ko〃αノ‘ψo〃’ぐ‘ど

擁驚0〃α～ノ〃～η・表「乙r’α

沢ω〃’ηα’z～で∫ぎα～！α〃’∫

班yがρρノリ〃～〃〃ゐ1『α5～〃4〃測

君～α’～〃‘ノ‘’”’ζZ’～4ノμvar．　P‘ノ‘11ビ8〃α’α

　ウキクサ

　イチョウウキゴケ

　オオアカウキクサ

　アカウキクサ

その．他の種

　タガ』ラシ

　オオフサモ

　ミソハコベ

十　　　1・2

5・5　　　　3・4

・　　　4。4

■　　　　　　　　　　　　　　●

十

・

o

●

1・1

●

十。2

十

　〇

5・4

　■

　●

十・2

調査地Fun（lort：1：Aobori，　Stadt　Futtsu　in　der　I）rafektur　Chiba千葉県冨津市脊堀2，31　Shuku，　Kanl三一

　ilno，　S亡adt　Futtsu　i取ler　Pr益fektur　Chiba千葉県蜜津市．1：二三野宿．

調査地Aufn．　Nr。1von　R，M．，　K．F　u．　T．K，2，3von　S．0．，　LM．　u．　T．Kr．
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Laufende　Nr，：

Nr。　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Auinahme（1979）：

H6he　U　Meer（m）：

GrδBe　d・Probefぬche（m×m）：

Deckung己Vegetation（％）＝

Artenzah1：

Tab．30ヒシ群落
男妙αノψ・〃～αz－Gesellschaft

　　　　　　　通　し　番　号

　　　　　　　調　査番　号

　　　　　　　調査年月臼

海　　抜　　高

調査　面積
植　　被　　率

仕1現　種　数

1　　2　　3　　4　　5

177　　176　　175　　178　　179

　6　　6　　6　　6　　6

18　　18　　18　　18　　18

20　　　20　　　20　　　60　　　60

5×64×45x53×33×5
95　　　95　　　90　　　30　　　40

2　　2　　2　　1　　2

　Trennart　d．　Gesellschaft：　　　　　　　　　　　群落区分種

論越蟹　　　　そ旛種i励5ひ53’33’3
　5♪1’「04β～α1）04y’噂ゐ～£α　　　　　　　　　　　　　　　　ウキクサ　　　　 ．　3・2　2・2　十　　　　　。

　晦吻励”〃勘繍・11・・　　　　　材・サモ　1・…
調査地Fundort＝Hongo，　Stadt　Futtsu　in　der　Prafelくtur　Chiba千葉県富津市本郷．

調査者Auh1；von　K．F，，　L．M．，　Y．M．，　EN．　u．　T．Kr．

B代償植生Ersatzgesel韮schaften

　人類が文明を築く以前は地球上は自然環境の総和に規定されて，立地固有の多彩な自然植生に

よって被われていた。現在我々の身の回りに残存している自然植生の配分は，それぞれの立地の

わずかな差に対応して自然的秩序の植生的表現としてみられる。人類は数千年来，火入れ，森林

伐採，放牧，開墾，さらに最近では産業：立地道路，住宅建設などいろいろな影響を植生やその生

育環境に与えてきた。

　今日我々の周辺にみられる植生のほとんどは，樹林から雑草群落まで，自然植生が破壊された

後に，様々な人間の群落干渉に対応し生育している自然植生のおきかえ群落としての代償植生

Ersatzgesellschaft；substitutional　vegeta負on　といえる。

　窩津周辺30km圏地域では，このような代償植生によってほとんどの地域がおおわれている。

　26）　クヌギーコナラ群集

　　Quercetumac職tissimo・serrataeMiyawak量1967（密ab．31，32）

　一般にシイ，タブ林地域の二次林はオニシバリーコナラ群集が広い面積を占めていると考えら

れている（宮脇・藤原・原田・楠・奥田1972，奥富・小平1978）。

　今回の植生調査では，房総半島の大部分の地域，すなわち外洋に面していない地域においては，

高木層にコナラが優占している。しかも低木層に常緑植物が少なく，草本層にススキクラスの構

成種をもち，ヤマコウバシ，キンラン，ギンラン，ホソバヒカゲスゲで標徴されるクヌギーコナ
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　　　Fig．28　クヌギーコナラ群集，薪炭林として利用され！5～20年毎に伐採
　　　　　　　　　　　されると萌芽牲が強く，3～8本の萌芽林を形成している。

So㎜mergr極nes　Quercetum　acutiss玉mo－serratae，　des　lmmerregelmaB玉9
nach　15～25　Jahren　einmal　geschlagen　wir〔1，　um　Brenholz　zu　gewilmen，　und　weit　in

M1tte1，Japan　verbreitet　ist　（2501n　廿δNN）．

房．辱

　　　露

蟻
　　　i憂

、獲
　　　　　　　珊9．29　クヌギーコナラ群集の林床に開花するエビネ

AufderBodenschicht　des　Quercetum　acutlsslmo－serrataelm
Fr廿hlin鍔　b1善hende　Cα1‘〃～〃～β‘11∫‘η～01’（250　m　廿．　NN），
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耀

鐵議．

懸織
　　　　灘譲懸

Fig．30　高野山周辺ではクヌギ植林地が多くみられる。斜面はクヌギー

　　　　コナラ群集。丘陵地一ヒ部に一面に櫃林されたクヌギ造林地。

　In（ler　Umgebung　des　Bergs　Takagosan（315m　U．　NN）s亡ehen　Forsten

　von　Q解ノ・α‘5αc正イ‘’∬～〃κ～．

ラ群集がきわめて伝い面積で分布していることが調査された。とくに三浦・半島では，このような

一分は少なく，房総半島において，中央部の濃霧山，鹿野山，九十九谷，清和村などに多くの分

布がみとめられた。

　房総半島におけるクヌギーコナラ群集は，さらに，ウリカエデ，オオバノトンボソウ，アセビ，

マッブサ，ヤマボウシ，アズキナシで区分されるウリカエデ垂li群集と，特別な区分種をもたない

典型亜群集が下位区分された。典型亜群集は，市原市伊藤大山，君津市高閣山，九十九谷，長谷

川，間野，久留小市部，長崎，夷陽郡大滝町筒森，木更津市新宮，上島田などの植生調査資料が

まとめられている。海抜40～！20m，時に236m地点で調査された。階段状になっている斜面や凹

状地が多く，樹高7～！8mまでの林分が含まれる。下草刈りなどの人為的な管理がひん繁に行な

われる林分ではススキ草原構成種が生育しやすい。ウリカエデ孟｝：巨群集は，海抜60～230m，群落

高8～18mと，典型亜群集との多くの相違はみとめられない。ウリカエデ亜群集は，さらにヤマ

ハッカ，ツリガネニンジン，ニガナ，シオデ，センニンソウ，ミズキ，シモツケで区分されるヤ

マハッカ変群集，特別な区分種をもたない典型変群集，ミヤマウコギ，ミヤマカンスゲで区分さ

れるミヤマウコギ変群集，カヤ，シラキ，ミヤマシキミ，オオモミジで区分されるカヤ変群集の

4変群集が下紘区分された。ヤマハッカ変群集は，下草刈り，落葉かきがひん繁に行なわれる人
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里近く，田園景観域で調査されている。出現種数72～U5種ときわめて多い。君津市大福山，九

十九谷，高宕山，長者，芹林道，小櫃谷～万田野閾にみられる。典型変群集は，鋸南町鈍山ダム，

市原市菅野ダム，菅野，君津市九十九谷など房総半島の東部の低山地帯で調査されている。出現

種数64～80種と比較的少なく，群落高も8～15mで，やせ尾根部や砂層基盤，あるいは砂防林指

定地が多い。ミヤマウコギ変群集は，君津市，市原市万田野林道，江孫，木更津市菅野などの植

生調査資料がまとめられた。ミヤマウコギ変群集は，群落高！2～18mで，海抜100～170mの地域

で調査された。カヤ変群集は，富津市豊岡，君津市田代，笹有料道路，愛宕山，高宕山，九十九

谷，伊賀利姥田などで調査された。群落高8～19mと様々で出現種数も67～110種と幅が広い。

房総半島中央部におよそみられる。カヤ変群集は海抜高度は60～180mと高くはないが，尾根部

や，急傾斜地のコナラ林の植生調査資料がまとめられている。

　クヌギーコナラ群集の標徴種をもたないコナラ林が君津市人見，大和田，鹿野山，法ノ木，窟

津市杉田，竹岡森，富山町，木更津市中島田，鋸南町などで調査されている。出現種数39～78種

とクヌギーコナラ群集に比較しきわめて少ない。林床にアズマネザサが二度3～5と優幽してい

る。下草刈り，落葉かきなどの人為的管理の粗放な林分では，アズマネザサが急激に増え，出現

種数が限られる。アズマネザサーコナラ群落として別表にまとめられた（Tab，32）。クヌギ植林

地も一部含められている。

　2わ　オオシマザクラ，ヤマザクラ植林

　　Pr麗ππ8　εαππθsεαπαvar。8pθcε08α，　jPr駕π麗sノα配αsαたiωりα・Forsも　（Tab．33，　34）

　三浦半島と房総半島にはオオシマザクラやヤマザクラ植林が多くみられる。相観的にはクヌギ

ーコナラ群集にきわめて類似した，樹林内でサクラ類の樹皮が林立することで区分されるが，種

組成的にも現在ではクヌギーーコナラ群集と一致している（Tab．33）。

　人為的影響が強く，施肥が行なわれたり，あるいは，急に管理粗放になった植林地では，低木

層が欠け，草本屡にアズマネザサが優占し，トボシガラ，ドクダミ，ユウガギク，スイカズラ，

ヨモギなどのソデ群落や路傍雑草群落構成種が侵入する（Tab．34）。

　オオシマザクラ，ヤマザクラは薪炭材として使われるだけではなく二道用の炭や，工芸晶とし

ても広く使われ，若齢期に伐採されるため萌芽林が形成されたものと考えられる。

　28）　ハゼーカラスザンショウ群落

　　R1既8　sωceθ面πεα一忍α9αrααε1απ漉。εdθs－Gesellschaft（饗ab，35）

　常緑広葉樹林域下部，シイータブ霊域に生じる二次林は相観的に2種に大別される。ひとつは

シロダモーアオキ群落，シイ萌芽林などの常緑広葉樹林であり，関東地：方南部以西に広くみられ

る。他のひとつはクヌギーコナラ群集，オニシバリーコナラ群集に代表されるコナラなどを優占

種とする落葉広葉樹林である。今回調査の対象とされた区域では後者のコナラを優占種とした二



63

上

月

緊覇

翻
騨購

．溝辞‘

r霧譲薦。
　　繋

鑛 戴獅噛ぎ摯馨嚢翼
Fig．31　オオシマザクラ植林。コナラ林同様萌芽林を形成している。

　　　　林内にはコナラ，ガマズミ，カマツカなどのコナラ林構成種

　　　　とともにアラカシ，タブノキなど需緑植物も復元している。

P〃〃z～ご5～α〃〃85～‘〃’αvar．吹。ノ・5ζ’・F・rst，　der　auch　wie　der（2〃6ノτ～’∫5θフu’‘ト

Forst　nach　dem　Schlag　wiederverl嚢ngt　wachst（50m焦NN）

次林が広く見られる。しかし房総半島沿海部，三浦半島においてコナラ林とは相観，組成，立地

に明確な差が認められるカラスザソショウの優馨した落葉広葉二次林が生育している。このカラ

スザソショウ林はカラスザンショウ，ハゼなどを区分種としてハゼーカラスザンショウ群落にま

とめられた。

　ハゼーカラスザソショウ祥落は筒さ9～17mに達する落葉広葉高木林である。高木層はカラス

ザンショウが優占するほか，ハゼ，アカメガシワ，ケヤキ，ムクノキなどの落葉広葉樹により構

成されている。麺高木願，低木層には常緑広葉樹の植被率が高い。璽高木層ではシロダモが優占

し，タブノキ，ヤブニッケイ，アカメガシワ，イヌビワを主な構成種としている。低木層をこはア

オキが特微的に高い被度で琵られ，そのほかヤツデ，ヤブニッケイ，ムラサキシキブ，イヌビワ

が生育する。草本層では大形の常緑シダ植物であるイノデ（類）が高い常在度で見られ，さらに

キチジョウソウ，ウラシマソウ，ヤブラン，ヤブ潔ウジが多くの林分で生育している。

　ハゼ一型ラスザンショウ群落は三浦半島中晴部，房総半島の沿岸部低地など，いずれも温暖な

海洋皆気候下に分布している。立地的には水田に接する山腹斜面下部や，遡状地，譲状地に生育

地が限られる。斜面上部～尾根状地に生育するコナラ林に対して明確な立地配分が見られる。
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　ハゼーカラスザンショウ群落は平均出現種数が51種と豊寓な構成種群をもっている。組成上の

特徴は次の3点が指摘される。

　ハゼーカラスザソショウ群落は組成的に多くの常緑植物によって特徴づけられる。そして常緑

植物の中ではイノデ（類），タブノキ，キチジ。ウソウなどのイノデータブノキ群集の構成種の

常在度，被度が高い。また，亜高木層のシロダモ，低木層のアオキの優占という面内相観はシロ

ダモーアオキ群落と共通している。そしてシロダモーアオキ群落はイノデータブノキ群集の代償

植生とされる常緑広葉樹林である。これらの事実より，ハゼ一門ラスザンショウ群落はイノデー

タブノキ群集の代償植生であり，しかも時間の経過に伴ない，シロダモーアオキ群落が移行して

ゆくと推定される。

　組成上の特徴の第2点としては，多くの面諭～適潤立地生の種群の存在が挙げられる。草本植

物ではキチジョウソウ，ホウチャクソウ，ウラシマソウ，ヤブラン，ミゾシダ，イノデ（類），

クマワラビなど。木本植物では群落区分種であるカラスザンショウをはじめ，ケヤキ，ムクノキ，

マユミ，ミズキ，エ・ノキなどが高常温度，高被度で生育している。これはハゼーカラスザソショ

ウ群落の立地が憾寝地や谷状地などの水分条件に恵まれた立地であることの反映と考えられる。

　組成上の特徴の第三点はつる植物が守内に多く生育する点である。常在度が高いつる植物では

ミッバァヶビ，フジ，オオバウマノスズクサ，スイカズラ，ノササゲ，クズなどがあげられる。

これはハゼーカラスザンショウ群落の林口照度が高く，そして水分条件に恵まれた立地である事

を指標している。さらにハゼーカラスザソショウ群落はつる植物によって特徴づけられるマント

群落と組成的な類縁性が高いことを示す。優占種であるハゼノキ，カラスザンショウなどもシイ

林，タブ林の林縁群落において高常在度で繊現する種群である。

　ハゼーカラスザソショウ群落はヒカゲイノコズチ，アマチャヅル，サンショウなどを区分種と

するヒカゲイノコズチ下位群落と，ケヤキ，ナガバジャノヒゲ，ピサカキを区分種とするケヤキ

下位群落とに下位区分される。ヒカゲイノコズチ下位群落は平均63種という豊国な出現種をもち，

多くの湿性立地生の植物が生育している。立地は河辺の油状地や，谷状地の谷底部の土壌のA層

が発達した湿性立地に分布している。ケヤキ下位群落は平均出現種数47種と低く，山足部や斜面

中腹の四状地などの晶出姓立地に見られる。ケヤキ下位群落の分布地では，湿性の立地において，

ケヤキ，イヌガヤなどのイロハモミジーケヤキ群集の標記種，区分種が生育している。

　ハゼーカラスザソショウ群落と近似した種組成，立地を示す群落としては，宮脇他（1973）に

よるヤマハゼーカラスザソショウ群落，遠山他（1974）によるシロダモーアオキ群落とされた林

分の一部が挙げられる。今圏それら既発表の植生調査資料による比較，検討の結果，カラスザン

ショウ，ハゼ，アカメガシワなどのクサギーアカメガシワ群団（大場1971）の暗面の結びつきと

してハゼーカラスザンショウ群落がまとめられた。種組成的に最も近似するシロダモーアオキ群

落に対しては群落区分種のほか，ムラサキシキブ，マユミ，ミズキ，コチヂミザサなどの夏緑広

葉樹，夏緑草本植物が区分種として挙げられる。また隣接群落であるコナラ林の各群集に対して
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Fig．32　マテバシイ植林。1本の株から3～！2本の萌芽がみられる。

　　　　林床にはほとんど植物の生育がみられない（君津市）。

ル∫α22’α84τ，〃∫．Forst．　Nach　dem　Schlag　verj甑gter　sich　von　der　Baumst韻．

mpfe　mit　3　bis　12　Jung・Baumen．　Auf　der　Bodenschlcht　wachsen　kaum

andere　Pflanzen（Stadt　K：1mitsu）．

は，コナラ，クヌギ，カマツカなどのコナラ林の懇懇が欠如する点，さらにキチジョウソウ，ウ

ラシマソウなどの草本植物によって識別される。

　29）　マテバシイ植林

　　Pα8απ」α　θ｛海4彦εs－Forst　（Tab．36）

　三浦半島や房総半島の海岸沿いのゆるやかな丘陵地や尾根部に，東京湾で行なわれるのり養殖

用のほだ木としてマテバシイが植林され現在残されている。富津市付近では沖積地の農家が防風

用にマテバシイを，幅5～8mで植栽し屋敷林を形成している。とくに房総半島の沿岸部に多く

みられる。

　マテバシイ林は一見タブノキ林やアカガシ林に相観が似ているが葉が堅く，萌芽林を形成して

いることにより区分される。マテバシイ植林の種組成は，きわめて欝欝で，出現種数12～23種と

少ない。林内は，高本暦のマテバシイにより厚く密閉され，暗く，陽生の雑草類はほとんどみら

れない。常緑植物が比較的多く，モチノキ，カクレミノ，ピサカキ，ジャノヒゲ，アオキ，ヤブ
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ニッケイ，ヤブコウジ，マンリョウ，シロダモ，イヌマキなどが被度は少ないが生育している。

林内の構成種である亜高木層，低木層，草本層の植被率は少なく，10％，2～20％，1～5％と

貧弱である。マテバシイは，一般に九州以南の常緑広葉樹林内に自生し，とくに大隅半島や沖縄

の島々では，尾根部の風衝が強い立地に優占林分を形成しているが，特別な種の結びつきはもた

ない。九州では，スダジイ林が伐採されたあとに，マテバシイの再生力が強く，マテバシイニ次

林を形成している。バクサンボクとの結びつきが比較的多くみられるためバクサソボクーマテバ

シイ群落としてまとめられている（宮脇他1971，1972，1973，1974）。

　30）　クスノキ植林

　　αππαη葛。ηπ〃πcαη1Pんorα・Fors£C£ah　37）

　三浦半島の逗子市，藤沢蒲こはクスノキ植林の報告が行なわれている　（宮脇・藤原・原田他

1971，宮脇・藤原・鈴木照他！972，宮脇編1972）。今回は横浜市保土ケ谷区でクスノキ植林が調

査された。

　クスノキ植林は江戸時代にしよう脳をとる属的で薩摩や土佐で行なわれ，明治時代に入り各地

に広まったといわれる（上原！961）。関東地方におけるクスノキ植林地は，比較的常緑広葉樹の

復元が良好で，低木層では，ヤツデ，ネズミモチ，アオキ，シュロ，マサキ，シロダモなど常緑

広葉樹が多い。人為的管理が少ないところでは，林床に，キヅタ，ティヵヵズラ，ヵブダチジャ

ノヒゲ，ヤブラン，ベニシダなど常緑草本植物が復元するが，人為的影響が強い林内では，林床

にケチヂミザサ，ツタ，イヌタデ，ミツバアケビ，ササガヤ，アケビ，ツユクサ，メヒシバなど

人里植物やソデ群落構成種が侵入している。横浜市の楠生調査資料では人為的影響が大きく，樹

高22mに達するクスノキ林だが，高木第2層が欠けていたり，二次林構成種が低木層や草本層に

多くみられる。

　クスノキ林は，生長も早く成木に達すれば密閉した樹冠を形成しやすい。したがって，人為的

影響が少ない場合は比較的自然林に復元しやすく，高木第1層のクスノキが老化枯死した後，潜

在自然植生に，そのまま遷移すると考えられる。

　31）スギ植林
　　Cr〃P孟omθrεαノαpoπ∫cα曽Forst　（Tab・38）

　関東地方をはじめとして，屋久島以北の各地の谷状地には広くスギ植林が行なわれている。ヨ

浦半島や房総半島では半島の中央部，あるいは内陸部に広い面積で谷状地にスギ植林が行なわれ

ている。川崎市の一部や横浜市，藤沢市では谷部に帯状にみられる。

　スギ植林内には，高木層がスギにより植被率75～85％とおおわれ，また谷状立地や斜面に植栽

されており土壌堆積，水分条件に恵まれているため植物の生育がよい。常緑広葉樹や，常緑植物

のアオキ，ベニシダ，ピサカキ，テイカカズラ，フユイチゴ，ヤブコウジ，ビナンカズラなどに，
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Fig．33　スギ植林内の相観。若齢林内では植生の復元が不良でほ

　　　　とんど植物の生育がみられない。

Bodenschicht　der　l《Unstlichen　Forsten　von　Cリノμo〃～8ノ宕～ブαρo／z～α～，

wo　kaum　anciere　Pflanzen　vorkommen（50m員．　NN）

ミゾシダ，クマワラビ，リョウメソシダ，イワガネゼγマイ，イワガネソウ，本シダ，フモトシ

ダ，イノデ類騒騒くのシダ植物が生育している。また適潤富養地を指標するドクダミが被度1～

3と生育していることが多い，，

　三浦半島，房総半島では，さらにリョウメンシダ，イワガネソウで区分されるスギ植林と，ク

ロモジ，コゴメウツギ，タラノキ，ミツバアケビ，マンリョウ，アカネで区分されるスギ植林に
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下位区分された。

　リョウメソシダ，イワガネソウで区分されるスギ植林は，三浦半島の基部，葉山町森戸川や横

浜市釜利谷でみられる。シルト岩層を基盤とした立地に植栽され，土壌保水量が良好な立地を基

盤iとしている。

　クロモジ，コゴメウツギ他で区分されるスギ植林地は比較的排水が良好で乾燥しやすい。また

スギも樹高10～綿mと若齢林がみられる。樹高10～18mの乾燥しがちな若齢林内ではツタウルシ，

コナラ，クズ，アカメガシワ，ノブドウ，ハエドクソウ，コチヂミザサ，ナキリスゲ，フタリシ

ズカなどの夏緑広葉二次林構成種の生育が認められる。さらにシダ植物のオオバノイノモトソウ，

フモトシダ，ホシダなど好陽性あるいは岩壁生の植物の生育もみられる。

　32）　ク目マツ植林

　　Pεπμ8オゐ麗πゐθr〃だ胴Forst　（Tab．39）

　三浦半島より房総半島にかけて，海岸沿いの砂丘地や斜面の一部にクロマツの植林が行なわれ

ている。クロマツ植林は一般に防砂林，防風林，防潮林として利用されるが低山地，丘陵地斜面

では植林されたクロマツは，チップとして利用される。

　クロマツ植林の種組成を比較すると，砂丘地ではクロマツの生長年により構成種が異なる。富

津岬の樹高1．5mの若齢林では，林床植生はきわめて貧弱で1％にすぎず，バーミューダーグラ

スやウィービングラブグラスなど周辺の吹きつけ外来牧草がわずかに生育している中に，砂地生

のハマボッスやアキグミの芽生えが混入しているにすぎない。出現種数9種と少なく，腐植土の

発達がほとんどないことがうかがわれる。

　樹高10～11m富津市富津や青堀のクロマツ植林では，砂丘の風衝低木林（マサキートベラ群集）

の構成種である常緑広葉樹のマサキ，トベラや半常緑生のオオバイボタが被度1～4と個体数多

くみられる。また夏緑広葉二次林構成種であるハゼ，エノキ，ガマズミ，カマツカなどの生育も

みられる。エビヅル，ヘクソカズラ，ツルウメモドキ，スイカズラなどつる植物が多く生育して

いるのは人為的影響の，下枝刈り，下草刈り，落葉かきなどが加わっているため，不安定な植生

環境となっているものと考えられる。腐植土の発達は不良で，土壌断面がP．107に示されている。

　33）モウソウチク林

　　P吻〃。吻eん〃8んθ♂θroc〃。εαf・Pπゐθ8cθπ8・Bestan虚（7ab・40）

　集落周辺にモウソウチクが多く植栽されている。面積はきわめて狭いが，房総半島，三浦半島

ともに点として多く示される。安房郡の地滑り地帯にはハチク林がかなりの面積で広がっている

といわれる（千葉県1979）が，今回は調査資料が得られなかった。三浦半島，房総半島ともにモ

ウソウチク林内には，ヤブニッケイ，シュ臥チャノキ，シロダモ，キヅタ，タブノキなどの常

緑植物が高い常在度でみられる。草本層にはヤブガラシ，ミツバアケビ，トコP，ヤマノイモ，
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アケビ，ツタ，アマチャヅル，ヘクソカズラ，シオデなどの多くのツル植物がみられる。また林床

にはドクダミ，ツユクサなどの適湿富養生雑草が多く，モウソウチク林の立地が旧記富養地で，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たけのこ
施肥，下草刈などの人為的管理が加えられていることが考察される。一般にモウソウチクは筍の

食用，地盤安定化，用材利用のために植栽される。

　34）　フキーアカメガシワ群落およびミヤマカンスゲーアカメガシワ群落

　　Pe伽ε∫e8ゴαρ0πεCα・1晦εJo加8ノαρ0πε侃8・Gesellschaft韮ndαεrεκdoε励08♂αC吻αvar．

　　9εαδe「「ε7πα・1隻fヒ1”o彦π8ノαpoπ2c麗8・Gesellschaft　（「藍】al｝．　41）

　富津市人見，メL山町御殿山下などにアカメガシワが優占する6～8mの低木や亜高木林がみら

れる。この低木や亜高木林は，種組成を比較すると，全く異なった植物群落を形成している。御

殿山などの泥岩品品にみられるアカメガシワ群落はフキを区分種としてフキーアカメガシワ群落

としてまとめられた。その他では，三石山の渓谷斜面の植分がミヤマカソスゲーアカメガシワ群

落としてまとめられる。

　ミヤマカンスゲーアカメガシワ群落は，樹高8mに達し，アカメガシワ，ニワトコ，エノキな

どの夏緑広葉低木に常緑広葉樹のウラジロガシ，ヤブニッケイ，スダジイ，シロダモなどが被度

は少ないが復元している群落である。アカメガシワはクサギーアカメガシワ群団の構成種として，

広く本州から九州の常緑広葉樹林山の低木二次林として生育している。関東地方では沿岸部に分

布する。房総半島では，今回御殿山で調査資料が得られたが，クサギーアカメガシワが群団の種

をほとんどもたず，断片的にアカメガシワが優占した林分として分布しているにすぎない。

　冨津地点現存植生図では，単にアカメガシワ群落として示されている。

　35）　ヌルデ群落

　　Rんπεノαひαπεeα需Gesellscha董t　（Tal｝．42）

　富津市青堀，大堀の空地にはヌルデが樹高2mの低木林を形成している植分がみられる。出現

種数は13～19種と少なく，低木のヌルデ，エノキなどの他は，林床には温室素性の植物や，周辺の

外来牧草が入りこんで雑草群落と共存している形態をとっている。先駆低木林として記載された。

　36）　ニワトコ群落

　　Sα7π6配。ω8　8εθ60乱だαπα爾Gesei董sc蓋aft　（Tab．43）

　ヌルデ群落に類似し，低木の先駆群落，マント群落を形成する樹種にニワトコがある。三芳村

御殿山で樹高4mのニワトコ群落が調査された。林床にはクズ，カナムグラ，ヤマノイモ，ヘク

ソカズラなどのつる植物が多くみられるQさらにノイバラ，モミジイチゴなどのノイバラクラス

の種をもち，ノイバラクラスに所属する先駆低木林の一型を形成している。ニワトコは広く路傍

や，伐採あと地などの空地に生育するが，谷部や沖積地の適湿富養地では，一時的に優占群落を
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形成しやすい。

　37）　ヤマハギーオオバヤシャブシ群落

　　ゐθ刷pθ｛置θ7α配eo’oγfLαc郡翻ノro琵α葡」4επ邸8　sεεbo‘鷹απα庸Gesellschaft（Tab．44）

　堆積岩の大きな切通しが房総半島では多くみられる。このようなところにはしぼしぼ，イヌコ

リヤナギ，オオバヤシャブシ，シバヤナギなどの先駆低木群落が発達する。富津市西大和田でヤ

マハギーオオバヤシャブシ群落がみとめられた。ヤマハギーオオバヤシャブシ群落は群落高3m

で低木層80％，草本層70％の植被率を占め，発達している。立地は堆積岩の大きな切通しの岩盤

基盤である。ヤマ伊欝ーオオバヤシャブシ群落の主要構成種であるヤマハギ，ノイバラ，テリハ

ノイバラ，オオバヤシャブシ，イヌコリヤナギ，ススキなどの種は切りどおしやのり面などの早

期緑化植物として利用可能なことが示される。

　38）　メダケ群落

　　PZε日掛伽sε7πoπε」・Gese韮霊scぬa£t（Tab．45）

　潜津市下富江真福寺裏でメダケが5mに達する面分が調査された。一般にメダケ群落は河辺に

植栽され堤防を強める働きをもたせているが，関東ロームが堆積している下揚江では，アズマネ

　　　　　　　　　　　　　　Tab．45メダケ群落
　　　　　　　　　　　　　　測召’oうZβ5甜∫∫～〃’oη～ご一Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme＝　　　　　　　　　　　　　　調査番号

Hδhe茸．　Meer（m）：　　　　　　　　　　　　　海抜高度

GrδBe　d．　Probeflache（m×m）：　　　　　　　　調査面積

Hδhe　d．　Strauchschicl｝t（m）：　　　　　　　　　低木暦の高さ

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：　　　　　　　低木層植被率

H6he　d．　Krautschic揺（m）：　　　　　　　　　　草本層の高さ

Deckung　d．　Krautschicht（％）：　　　　　　　　　　草本層植被率

Artenzahl：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出境種数

603

　60

5×8
5．5

　90

0，25

　！

　9

Trennart　d．　Gesellschaft：

　π8ゴ0∂Zα5躍∫5∫ノπ0π∫～

Sonstige　Arten：

槻∫’81毎∫Zoプめ～〃～磁

Coc‘副z‘50rゐ記αZα孟z！∫

α05corピαノ妙0〃∠ごα

孟たθ腕α‘～’ケb♂如’α

拓5απ如84μ々∫

Ho麗畝yπどαco～ゼα‘α

・4～κ～めαゴ妙。η此α

ηz6α∫ごη8η5f∫

群落区分種

　メダケ

その他の種

　フジ

　アオツヅラフジ

　ヤマノイモ

　ミツバアケビ

　マテバシイ

　ドクタミ

　アオキ

　チャノキ

Sl

S…

Kl
Ki
K｛

　1

5・5

調査地および調査者Fundort＝Tempel　Shlnpukuli，　Shimoy6ko，　Stadt　Kimitsu霜津市下揚江真福寺（Aufn・

vQn　K：．　F．，　E．　N．　u．　T．　Kr．）．調査年月Ei　Datum　d．　Aufnal｝me：！3，　Nov・！979・
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Nr．　d．　Aufnahme：

H6heα．　Meer（m）・

Gr6Be　d．　Probeflache（m　x　m）：

H6he（1．　Vegeta亡ion（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

Tab，46クズ群落
　！「z’θ1・‘η一∠αZo加如．Gesellschaft

　　　　　　調査番号

　　　　　　海抜高度

　　　　　　調査面積

　　　　　　植生高

　　　　　　植被率

　　　　　　出現口数

621

10

5x8
0。5

85

11

Treanart　d．　Gesellschaft＝

　　P～ピ8，・αr’αZOみα‘α

　Sonstige　Arten；

　　A’勿1ノ～源αρノカ～α脚

　　λ4～5‘απ孟1z～’∫5々～ω～5～5

　　／〃脚層α彦αO・〃〃‘か’6αvar．た・β〃∫9～～

　　Cv〃040〃滅～ζ，ハ，Zo〃

　　50々4αgo‘zZ’～∬～〃’ζ己

　　0β〃。〃Lω・αゐ～8ノ〃～～5

　　88孟α’・～αて，～ノゴ4～∫

　　εαω毎ノ～zわ6β

　　．4〃zノ層α灘01zIL～5μ4♂イ∫

　　笠Z灘灘α〃〃ψy6加認8

調査地および調査者Fundort：

調査年月日Datum〔1．　Aufnahme：

群落区分種

　クズ

その他の種

　ヨモギ

　ススキ

　チガヤ

　ギョウギシバ

　セイタカアワダチソウ

　アレチマツヨイ

　ムラサキエノコログサ

　アキノエノコログサ

　コブナグサ

　セイヨウタンポポ

5・4

1・2

1・2

十・2

十

十

十

十

十

十

Stadt　Kisarazu木更津市桜井（Aufn．　von　Kl．　E，　T．　Kr．　u，　E．　N）．

　　！5，Nov．，1979．

ザサのかわりに草原を形成しているものと考えられる。メダケ群落は低木層をメダケが被度5と

おおうため，密閉され，草本層の植物の発達が悪く，わずか1傷の植被率を示すにとどめている。

　39）　クズ群落

　　」P配θrαrεα　Jobα診α圃Gesellschafも　（Tab。46）

　木更津甫，書津市の埋めたて地の空き地には造成により人為的に携乱したまま放置されたあと

に，クズが四度5と優占した植分が広い面積でみられる。一般にススキ，ヨモギ三原の上にクズ

がおおいかぶさっている場合が多い。関東地方では，カナムグラと共存することもあり，クズー

カナムグラ群集が記載されている（宮脇！967）。本鞘ではクズが特徴的にみられるだけで，蜜津

周辺域においても，広くクズー種の単糸屯群落が分布しているため，クズ群落としてまとめられ

た。

　40）　アズマネザサーススキ群集

　　Ar羅塾δinario　chino・Miscanthetum　si鶏e無sis　殖量yawak圭1969（嬰ab．47）

　富津市障子谷でアズマネザサを櫟微種とするアズマネザサーススキ群集が調査された。一般に

関東地方のススキ草原を代表する草原である。アズマネザサーススキ群集は駿河地：方以西に生育
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Tab．48ススキ群落
ル窃5cα7z〃耀∫5加召π5ど5・Gesellschaft

LaufeRde　Nr：

Nr．　d．　Auf臓ahme：

H6he廿．　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：

H6he　d．　Krautschlcht－1（m）＝

Deckung　d．　Krautschicht－1（％）＝

H6he　d．　Krautsch玉cht－2（m）：

Deckung　d．　Krautschicllt－2（％）；

ArtenzahL

通し番号

調査番号

海抜高度

調査面積

草本第1層の高さ

草本第1層植被率

草本第2層の高さ

草本第2層植被率

出現票数

　　1　　　　　2

　609　　　605

　35　　　　40

3×4　　　7×10

　1．6　　　　　2

　95　　　　95
0．05　　　　　　0．05

　10　　　　　5

　　8　　　　12

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　ハ賓∫oα刀〃Lμ∫∫’π8ηsお

　五89ガ競∫αガ磁6αvar．9鷹読∫

　50媚α9・励9α・απ脚vaLα5磁・α

　ゐ。ψ6盈παμ♂o∫α

Sonst量ge　Arten：

　501ゼぬgoα飯55∫〃zα

擁π8厩5どαρ1カ～αψ5

E万98ノ・oηα〃zz4螂

Rz4〃z｛惣α68ψo∫α

勘プα9〃漉8∫α～娚プα♂～∫

Egぬ∫ε如ノπαプη8／z5ε

Z）8∫ノπ04加島0卯1舵yZZ吻3

00η3ηZ8あηαωη〃21諺‘πご∫

0θπαη〃zθノαηαノz∫‘α

Z2Z々0ηα∫6ノブ・α彦α

群落区分種

　ススキ

　ナンバンギセル

　アキノキリンソウ

　ネコハギ

その他の種

　セイタカアワダチソウ

ヨモギ

ヒメジョオン

スイバ

ヨシ

スギナ

ヌスビトハギ

ツユクサ

セリ

ケヤキ

・、i

K・

　i
Kli
K21
。、i

K・…

K・ c
疑劉

長：i

5・5

●

●

十

　●

十・2

2・2

十

十

十・2

十

　●

　●

　●

　●

5・5

十・2

十

　●

1・2

十

1・2

1・2

十

●

●

2・2

十

十

十

調査地Fundort：Lfd，一NL　1：0nizuka，　Kamiiino，　Stadt　Futtsu當津市上飯野，2：Maekubo，　Sta（lt

Kisarazu木更津古前窪，調査i年月1ヨDa瞭n　d．　Aufnahme：13，　NQv．，！979．

するネザサーススキ群集に対応し，関東地方から東北地方にかけて生育する。アズマネザサの被

度が増すことによりススキをはじめとするトダシバ，シラヤマギク，オトコヨモギ，ネコハギ他

のススキクラスの種が生育せず構成種の少ない単純なササ草原を構成するようになる。

　41）　ススキ群落

　　2πε8cαπfんω8　sεπθπsε8・Gesel董schaft　（「£ab．48）

　アズマネザサを含まないススキ群落は，株立ちして，耕作畑地あとなどに繁茂している。種組

成はきわめて異なり，遷移の段階を示している。植物社会学的セこは，このようなススキ草原の広

い分布種だけから構成されている植分に対しては，群落単位が与えられず，断片Fragmentとし

て処理されるが，耕作放棄畑地，造成地などでしぼしぽこのような植分がみられる。
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Nr，　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d．　Probeflache（rn×rn）：

1｛6he　d．　Vegetat玉on　（cm）：

Deckung　d．　Vegetation（％）；

Artenzah1：

Tab．49シバ群落
　Zoツ∫～αブψ01～ど。α一Gesellschaft

　　　　　　　　調査番号

　　　　　　　　調査面積

　　　　　　　　植生高

　　　　　　　　植被率

　　　　　　　　三巴種数

236

1×1・5

　7
　95

　14

Trennart（1．　Gesellschaft：

　　Zの・5～ζzノ妙ω～～ω

　Sonstige　Arten；

　　▽初ηπfoα‘〃・て・8ノ～5～∫

　　K～〃ノ〃〃6，・0・とゾ‘Z誕1・～‘Z∫α

　　Pbα〃〃z8，5

　　α”α∫蜘〃zg♂o～～～ご1・砿‘〃る

　　β1－0〃〃’5‘α〃～ω・々ご1，∫

　　7｝がbZ々〃〃1ψβノ～∫

　　y観αα〃9”5彦の♂～‘‘

　　E1ゴ9¢r侃∫‘θ照君1℃’1∫’5

　　∫駈惚〃廓～α♪’層加αψ5

　　5α91〃αノ‘ψo〃16α

　　G翫ψゐα／～8〃〃‘ガ海6

　　P～’8rご〃・’αZO’♪‘～孟‘轟

　　7加湖山ααθ〃（かぎC〃ZαZ6

調査地Fundort：Stadt　Kimitsu君津市人見，

群落区分種

　シバ

その他の種

　タチイヌノフグリ

　ヤハズソウ

　スズメノカタビラ

　オランダミミナグサ

　イヌムギ

　シロツメクサ

　ヤハズエンドウ

　オオアレチノギク

　ヨモギ

　ツメクサ

　ハハコグサ

　クズ

　セイヨウタンポポ

4。4

2・3

1・2

十・2

十・2

牽・2

十・2

　十

　十

　十

　十

　十

調査年月日および調査者Datuln　d．　Aufn．＝2，　Mai．，197g　von　R．　M．，　K　F．，　Y，　M．　u．　T。　KR．

　42）　シバ群落

　　Zo〃8εαノαpoπεcα・Gese隻1sckaft（Tab．49）

　房総半島ではゴルフ場が多く建：設され，コウライシバ，ノシバ他多くのシバがはられている。

人工的につくられたシバ草地の他に，人の踏跡などにシバが群落を形成することが多い。君津市

入見の農道でシバ群落が調査された。シバ群落．構成種には本来低茎のススキ草原構成種（シバス

ゲ，ツボクサなど）が多いが，ここでは人為的に踏まれることにより持続しているため，タチイ

ヌノフグリ，ヤハズソウ，スズメノカタビラ，シロツメクサ，オランダミミナグサなど，低茎の

一年生草本植物を伴って生育しているのがみられた（Tab。49）○富津周辺現存植生図（！：100000）

ではゴルフ場のシバ群落に代表され図示されている。

43）チガヤ群落

　　加Pθrα孟αc〃伽drεcαvar．κoe7己ερεε一Gesellschaft（7ab・50）

富津市大堀，青堀の埋め立て地にはチガヤが優冒する華原が多くみられる。また耕作放棄地な

どにもみられ，様々な形態を示している。チガヤは一般に砂丘安定地より田畑の土手，放棄畑，
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　　　Tab，50チガヤ群落
乃ノψθ1’α’αの疵〃爵¶どこαvar．た。ε〃～9々一Gesellschaft

Laufende　Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum己Aufnahme（lg7g）：

Gr68e　d．　Probefl註che（m×m）

薮6he　d．　Vegetation（cm）；

Deckung　d，　Vegetation（％）：

Artenzahl：

通し番．号

調査番号

調査年月日

調査蕪i積

病直4卜三1高

植被率

出彗孟回数

　　ユ．

225

　5
　　1

5×6

　50

　90

　7

　2　　3　　　4
2！2　SVI　　303

　5　　9　　　6
　　1　　．18　　18

4×4　5×61・5×7

　50　　50　　50

　85　　60　　60

　8　　10　　2！

Trennart　d．　Gesellschaft：

　1〃ψ8ズα’αC⊃’々〃爵’∫α‘var．た・8〃’9〃

Trennarten（玉．　Untereinhelten：

　Cω’8」じメ》～〃〃∫！α

　C〔グα5百μノ〃gZo〃～（ノ’・α々〃〃．

　Glπ4）1～α♂々〃μ♪ど〃プ）～イブ召～〃〃．

　7》・ゲb！々〃〃1一ゆe1～5

　ゑ9ノー05〃∫αZ～｝α

　0β〃。〃～｛～ノ・α♂α‘・～，～～α∫α

　50々ぬ90α〃1∬～〃’α

　ゐ。々～〃〃．！）（ノノ響6〃～ε

　ム4’56α〃孟ノ置．z‘55～ノ～6ノ～5～∫

　π（ぜ0ゐ♂α∫’κ5ζ声ゐ～π0

　賜ご滋プ〃〃〃ゐ御～8〃灘var．侮ψ・／8〃α’ノ〃

　孟clz．～zz（ノααψ’ノ～α

　5α〃gμ’∫0ズ冷α0〃7ビ’ノ～‘Z！～∫

Sonstige　Arten＝

　u～（ゴααノzg～で5孟．ゲbZ’‘I

　Co〃〃〃（ノZ”～αるマ。’ノz〃3Z〃1～5

　孟1噂‘ω〃～∫～α♪プ”～（「ψ∫

　0〔η～o彦1～召プα～ア∫（ノ〃ノz～5

群落区分種

　チガヤ

下驚驚蟹　　㌧21

1読1燈◎
　コヌカグサ　　　　　i　．

　コマツヨイグサ　　　 i　．

　　　　　　　　　　　　　i
　セイ．タカアワダチソウ…　・

ホソムギ　　　　…．

ススキ　　　i．
アズマネザサ　　i．

・キカラ・・ @昌ノコギリソウ

@一そ鯉，ウに
　ツコ・クサ　　　　　　　　　　十

　ヨモギ　　　　　　　　　・

　アレチマツヨイグサ　　　十

5。4　　5・4　　4・4

　o
l門 噤Gゴ

i■！3

　●

●

●

●

●

●

●

9

●

●

十・2

　●

　十

　●

●

●

　■
…一

噤Di2

iI・2

i＋・2＝

＝．．．．±．．…

　●

■

●

●

■

●

o

■

十

5・5

o

o

■

●

●

●

●

　●

　十…

　十：

　＋i

l．．、±ゴ

●

十

！・2

●

出現11遡の種Au悦rdem　je　einmahn　Lfd．一Nr．1；50〃‘1ノ～．♂’5‘，16ノ・α‘．衡5ノゲシ十，0必α”5ω〃～’α”α孟αカ

タバミ十・2，in　2；沢05αw1‘ノ～．’〃噂α1α’～αテリハノイバラ十，ゐ。♂々〃〃〃μ‘Z’ゲZo1・～〃〃ネズミムギ1・2，ゐoo1～z‘〃∬

ノ4ρoノ～～α♂∫メハジキ十，in　3：qy〃。面〃畝z（「り，Zo〃ギョウギシバ1・2，　Eがg8／w～‘w～α飽ノz∫～5ヒメムカシヨモ

ギ十，／万8露4万σ4ゐ‘ぞ刀漉ノ～5メヒシバ十・2，ID　4：Eが86ノ’o〃5〃〃～4」ノ層ごノノ～5おオオアレチノギク十・2，（葱》ワr曜忽

ノ‘4）o〃！（7αヤブガラシ1・2，Cαら・5配91αノ‘ψo〃～‘，αヒルガオ十。2，・4ぐノリノ’w2〃～6∫ノ～‘z〃噂∫8∫ヒナタイノコズチ十，

Rz〃〃6必α‘窃05αスイ／く十，」硬y4’噌0‘0なた〃’α’「1‘1〃’αノチドメ浄，＆5々καρα’層沈g面ノ〃αトボシガラ十，（塑Z～一

∫〃卿～～‘∫κπぬ♂ψ1bZ詔∫ケチヂミザサ十，々y5’〃～α訪～αノψo加。αナガエコナスビ十，．E1・～98ノ・o〃α〃ノz～μイ∫ヒメ

ジョオン十，S6”αがα〃’σゴ～αコ・・コベ十，ム．foノブ∬ル。〃～妙ビ15ヤマグワ十，註gノ・（壌y’・o〃ノ・αCθノ〃静’マf〃’アオカ

モジグサ十，

調査地（千葉県嘉津窮）Fun（lort（Sta（1t　Futsu，　Praf．　Chiba）：Lf〔L－Nr。1，2：Aohori青堀von　R．　M．，　K．

F．u．　T．　K，3；Futtsu富’津von　L．M．　u．　S．　S，4：Mihしme，　Hongo本郷三船voll　K．　F．，　L．　M，，　Y。．M．，

E．N．　u．　T．　Kr．
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造成地などに広く生育する。したがって，チガヤが優占する植分では，立地や人為的影響の度合

いで種組成が異なる。Tab．50に示されたチガヤ群落はLfd。一Nr．1～13は埋立地のチガヤ群落が，

Nr・4は放棄畑のチガヤ群落が示されている。海岸砂丘植生構成種のコウボウシバで区分される

チガヤ群落は，比較的貧養立地を基盤としている。外来牧草播種地では立地の安定度によりオラ

ンダミミナグサ，チチコグサモドキのシロザクラスの種で区分される植分と，シロツメクサ，コ

ヌカグサ，コマツヨイグサなどの帰化植物を多くもつ驚分に区分される。

　チガヤは前記のようなやや安定した立地にススキクラスの先駆植物として生育する。したがっ

て，食養立地では早；期緑化のための種として利用範囲が広い。

　44）　ヤハズエンドウーヨモギ群落

　　yεcεααπ9π8翻’oZεα一丑r孟απ」8εαρrεπcθp8晒Gesellschaf重　（Tab。51）

　ヨモギ，カラムシなどのやや高茎な広葉多年生草本植物を主な構成種とするヨモギクラスの植

物群落は調査区域内の低地から高海抜地まで広く分布している。ヤハズエソドウーヨモギ群落は

沖積低地の砂泥土上に生育するヨモギクラスの櫨物群落である。

　調査資料が得られた富津市上飯野の植分では区分種であるヨモギ，ヤハズエンドウのほかカゼ

クサの混生も踏圧の影響のためみられる。駐箪場とススキ群落にはさまれた立地に帯状の配分を

している。調査されたヤハズエンドウーヨモギ群落は出現虚数6種で，ヨモギクラスの植生に特

徴的な多くの高茎広葉の多生草本植物の混生が見られず，ヨモギクラスの断片的な面分と考えら

れるQ

　Tab．51　ヤハズェ・ソドゥーヨモギ群落
y’‘’α‘1〃9～’∫〃b～～‘’・山惣〃～～5’α！η’～ノ～αプ）5－Gesellschaft

Nr．　d．　Aufnahme

H6he眞．　Meer（m）

Gr6Be　d．　probeflache（m2）

H6he　d．　Vegetation（cm）

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzahl

言周査番号

海抜高

調査面積

植生高

全植被率

出現品数

260

35

4・5

60

90

　6

Tr興照些en　d㌧（流心塾ゆ碑：．　　　　　　　　　群落区分種

　ル伽細ρ1耽ゆ　　　　　　　　 ヨモギ　　　：　　5・4
　　V凝αα”9’”砿ヴb翫z　　　　　　　　　　　　　　　ヤハズエンドウ　i　　　　　3・3

　Begleiter：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　惨亘f半種

　Erαg”05百∫ノ診ノフ¶Zf91’1（ノα　　　　　　　　　　　　　　　 カゼクサ　　　　　　　　　　 ！・2

　ノ分。〃π’∫ぐα鍛α1≠～αび　　　　　　　　　　　　　　　　イヌムギ　　　　　　　　　　十。2

　30Zα～π‘ノπ厚9’81〃”　　　　　　　　　　　　　　　　イヌホウズキ　　1　　　　　十

　君gz溶6孟～〃παr留ノ～ビ8　　　　　　　　　　　　　　スギナ　　　　　　　　　　十

調査地Fundort：Onizuka　Kalni－iino，　Stadt　Futtsu，　Praf．　Chiba千葉県富津市上飯野鬼塚．

調査i年月日1）atum；13，　Nov．，1979，調査i老Forsher：K．　F．，　E　N，　T．　Kr
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　45）　コヒルガオーセイタカアワダチソウ群落

　　Cα‘〃8fθρ」αんθdθrαcθα・So嗣ασoα麗ε8sε’πα一Gese叢監sc髭aft（Tab．52）

　北米原産の帰化懐旧であるセイタカアワダチソウは，現在勢力的にやや褒えたもののまだ広範

囲に分布している。生育地の中心は沖積平野内の富栄養，適湿な立地である。規模の大きな植分

は水田や畑の放棄地，河川下流の堤防外地域に見られる。

　木更津市丁丁で調査されたセイタカアワダチソウ優占植分は，コヒルガオ，セイタカアワダチ

ソウを区分種としてコヒルガオーセイタカアワダチソウ群落にまとめられた。群落高は250cmに

達し，90％の植被率をもつ。草本第一層はセイタカアワダチソウのみによって占められている。

高さ15cmの草：本第二層にはヨモギクラスの標徴種，区分種であるヨモギ，ドクダミ，ヒナタイ

ノコズチなどがいずれも外被度で生育している。生育地は耕作放棄後数年を経過した放棄水田で

ある。

　セイタカアワダチソウが持続群落として今後成立する立地はきわめて限られているが，河川一ド

Nr．　d．　Au重nahme：

H6he質．　Meer（m）；

Gr613e　d，　Probeflache（m2）＝

H6he⊂1．　Klrautschicl｝t－1（cm）

DeCkUng（L　KraUtSChiCht－1（％）＝

H6he　d．　Krautschicht－2（cm）；

Deckung　d．　Krautschicht－2（％）；

Artenzahll

Tab．52　コヒルガオーセイタカアワダチソウ群落
Cαそy∫忽g～α1～召認’・αぐ8α．50Z∠ぬgoα♂孟’∬〃ノ，α一Gesellschaft

　　　　　　　　　調査番号　　　i
　　　　　　　　　海抜高　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F調査面積

草本第一層の高さ

草本第一層の植被率

草本第工層の高さ

草本第二層の植被率

出現種馬

254

40

50

250

90

15

15

13

Trennarten（1．　Gesellschaft：

　30Z～4αgoαZ’～∬～〃κエ

Cαら・5彦09～α1～ピ漉’・αご6‘♂

群落区分種

　セイタカアワダチソウ

コヒルガオ

Kenn・u．　Trennartell　d．　hoheren　Einheiten：，L級単位の翠微種区分種

　孟プ勘η∫5’αρ1［加ごゆ5

　Hα磁～りη～～αco’・4α’α

　．4c1りη’α〃ぬナ∫ノ≧z’〃・～ご～

　R～〃〃8記‘κα0∫α

　∫二b〃♪演αηψα6α∫1ゴ功θノ7〃α

Sonstige　Arten：

　＆〃α1’～αノ～09奴’‘z

　R泥‘海ノ・～α56α〃漉〃5・～，α，・。ノ〃α～ノ・6～

　Cのη窃～αノ妙。’z～αε

　Egz溶θ々〃παノ’τ，8／z∫召

　αZ”∫5〃～8〃5～∫τ，α’㌦ノζψo〃～‘α

　ヨモギ

　ドクダミ

　ヒナタイノコズチ

　スイバ

　ヤフマメ

その他の種

　ミドリハコベ

　ヘクソカズラ

　ヤブガラシ

　スギナ

　エノキ

Kl

I（2…

Kゴ

K2

K2、

K2．

K2

K2

琵：1

誕：

K2

調査地Fundort＝Maekubo，　Stadt　Klisarazu，　Pr嵐Chiba千葉県木更津市前窪．

調査年月日Datum：13，　Nov．，1979，調査者Forsher：KR，　E．　N．，　u．　T．　Kr．

5・5

1・2

十

2・2

十

十

十

十・2

÷

十

十

十
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流部の河川敷がそのひとつと考えられる。

　46）　コアカソーイタドリ群落

　　Boθゐηεθrεα　spεcαfα一Poε〃σoπ配ηε　cπspj｛～α♂拠η2－Gesellschaft　（Tab．53）

　千葉県安房郡三芳村御殿山ではイタドリの優占植分が調査された。七分内にはヨモギ，カナム

グラ，アカネなどヨモギクラスの種群の生育が見られる～方，低木であるコアカソやクズ，コボ

タソツル，エビヅルなどのノイバラクラスの種群も生育している。イタドリは立地に対する適応

力が強く，崩壊性立地から，湿潤，富栄養な泥土上まで優占植分を形成する。そのため随伴種も

一定せず，種組成上のまとまりに乏しい。今回調査資料が得られた植分はノイバラクラスの種群

の混生により指標されるように，成立して数年を経過したやや土壌が安定化した植分と考えられ

る。

　　　Tab。53　コアカソーイタドリ群落
13081z〃～8ノー1‘～宴）1ぐα‘α，Poら・go川’〃’α’V｝～6名α々〃ルGesellschaft

Nr．　d。　Auf旦ahme：

H6he　U．　Meer（m）：

Gr6βe　d．　Probeflache（ln　x　m）：

Hδhe　d．　Vegetation　（cm）：

2ξ齢畳1斗　　Ve解tation　　（％）：

調査番号　　　｝
海抜高　　　i
調査面積　　1
植生高

書撒　　1

187

200

5×6

230

　95

　12

Trennarten　d．　GeseUschaft；

　島むgo〃～〃〃α砂認α’～’〃’

　βoβ1～〃～召ノゴαψ～cα♂α

Arten　d．　Rosetea　multiflorae：

　P｝’8，・α1・～αZO～，曜‘Z

　αω～α”∫妙ガb々‘z

　V～オ～5／7‘⑳Z～αvar．！oゐα’α

　拓θ漉ノ・’α∫cα刀漉刀3var．〃多‘z11・8～

Arten　d・Artgmis玉etea．pr再gi挫§三．

　五π8〃廓’αρ1プηαψ∫

　H～‘〃呂z4μ∫∫6α〃401z∫

　α1π（4》o【撒〃η〃～ノぐノーα〃〃～’〃〃

　∬～～め’ααたα〃‘’

Sonstige　Arten：

　E’α458ノー8c孟α

　M～6ノη∫’69’～〃〃翌，1ノノ’～ノ～8’〃ノ～var．ρ0も・舘ζτC1りη〃〃

群落区分種

　イタドリ

　コアカソ

ノイバラクラスの種

　クズ

　ボタンヅル

　エビヅル

　ヘクソカズラ

ヨモギクラスの種

　ヨモギ

　カナムグラ

　イヌトウバナ

　アカネ

その他の種

　イヌビワ

　アシボソ

5・4

1。2

1・2

十・2

十。2

十・2

2・3

十・2

十・2

十

十

十

調査地Fundort；Berg　Goten・yama，　Miyoshi－mura，　Awa－gun，　PraL　Chiba千葉県安房郡三芳村御殿山．

調査年月日Datum：19，　Jun．，1979．調査者Forsher：KF．，　E．　N　u．　T．　Kr．
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Nr．　d．　Aufnahme；

H6he茸．　Meer（m）：

Gr68e　d．　Probefl銭che（m2）＝

H6he　d．　Vegetation　（cln）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzahl

Tab，54カラムシ群落
B・げ1～〃～6・・～α〃ψω～・厭，げ‘z－Gesellschz乳ft

　　　　　　　　　調査番号

　　　　　　　　　海抜高

　　　　　　　　　調査面積

　　　　　　　　　植生高

　　　　　　　　　全植被率

　　　　　　　　　出現歯数

219

155

　3

80

100

11

Trennarten　d．　Geseilschaft：

　Bo81～〃～81’～αノ砂0ノ～0〃’乙・ω

Kennarten　d．　hδheren　Einheiten：

　．4〃8』6Z1αzρ04y〃’oψ1～α

　R’め1ααたα〃ζ’

Sonstige　Ar亡en：

　0麟∫〃躍〃～’∫’〃～‘～～’Zα妙b1’”∫var．ブ・ψ‘）ノ～～｛＝”∫

　Cωrαノ妙。’～〆。α

　D”cゐ8∫〃8αビ1～り，∫αη〃～‘～

　＆ぬ，’αノ‘ψで川～α～

　v‘z’‘ヂノ’～ζ〃～‘z！♂αぐぐ～読∬～ノ〃α

　五た酌～α〃’の♂～‘～’ζ～

　几〃幼ω～oぐ1ぶ甜∫々『～‘wψ～液8如

　Eq君‘～漉μ〃診αr・τ，ω1∫c

群落区分種

　カラムシ

．ヒ級単位の特徴種

　シラネセンキ訊ウ

　アカネ

その他の種

　コチヂミザサ

　ヒゴクサ

　ヘビイチゴ

　アキノタムラソウ

　ツルカノコソウ

　ミツバアケビ

　ツタ

　スギナ

5・5

十

十

十・2

÷・2

十

十

十

十

十

十

調査地Fun（lort：Berg　Takag（）一yama，　Stadt　Futtsu，　Pr証Chiba千葉県富津了1∫高宕山．調査年月1ヨDatum：

10，Ju1．，！979．調査者F◎rsher：K．　F．，　E　N．　u．　T．　Kr．門馬および傾斜Exposltion　u．　Neigung：S　5。．

　47）　カラムシ群落：

　　β08ゐ配εrεαπεpoπoπεoθα・GeseHschafも　（7ab．54）

　広域的に分布するヨモギクラスの植生で，カラムシの優訂するカラムシ群落は洪積台地から丘

陵地を中心に分布している。

　霜津市高宕山で調査されたカラムシ群落はイラクサ科の高歩な多年生草本植物であるカラムシ

（マォ）が優賦するほか，シラネセソキュウ，アカネなどの多くの多年生草本植物が混生してい

る。生門地は崖錐部の小レキ堆積地であり，適潤な立地である。

　カラムシは別名マオと呼ばれ，茎から繊維をとるため栽培されていた。現在，人工的な栽培地

はほとんど見られず，水田，畑の縁などの適潤，富栄養な立地に半野生的々こ生育している。

　48）　シラネセンキュウークサコアカソ群落

　　ノ4π9ε泥eαpoZ〃配07四んα鱒βoeん配θrεαgrαc記ε8周Gesellschaft　（望ab．55）

　ヤハズエンドウーヨモギ群落や，コヒルガオーセイタカアワダチソウ群落が沖積平野から洪積

台地に分布するのに対し，クサコアカソの優占するシラネセンキュウークサコアカソ群落は，山

地丘陵部を中心に分布するヨモギクラスの植生である。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79

　木更津市鹿野山，富津市高富由で調査されたクサ纂アカソ優占植分はクサコアカソ，ミツバ，

シラネセンキュウを区分種．としてシラネセソキュウークサコアカソ群落にまとめられた。シラネ

セソキュウークサコアカソ群落は植生高80～！20cm，三三被率85～！00％の多年生草本植物群落

である。群落構成種は区分種群のほかフキ，トボシガラ，コチヂミザサなどの多年生草本禎物が

大半を占めている。平均出現種数は約33種（4植分平均）である。生育地はシルト岩もしくは泥

岩の中小レキ堆積地であり，水分条件に恵まれた適潤立地である。

　シラネセンキュウークサコアカソ群落は2下位群落に区分される。ダイコンソウ，ヒナタイノ

コズチ，ヒゴクサなどで区分される植分は平坦な，向陽地の植分がまとめられる。ウワバミソウ，

イノデ，ミゾシダなどで区分される2回分は崩壊した中小レキが堆積した傾斜地，半陰地に成立

した群落である。

　クサコアカソは名のように低木であるコアカソと近縁な変種とされている。しかし生心的には

差が見られ，コアカソは岩壁あるいはやや安定なレキ質の回縁に生じ，つる植物あるいは低木類

と混生する。アカソはやはりレキ質地の不安定な立地に生育し広葉の多年生草本植物と混生する

場合カミ多し・◎

　49）　コマツヨイグサーネズミムギ群落

　　0θπo‘んεrαZαcεπεα’α一．乙oZεπηε’ππ麗εfZorπηレGesei藍scka£t（Tab．56）

　富津地点埋立地にはコマツヨイグサ，ネズミムギ，アレチマツヨイグサ，オニウシノケグサな

どの外来生植物による埋立地雑草群落が広がっている。しゅんせつ後，砂の動きを停止させるた

めに播種したネズミムギ，オニウシノケグサが活着するにつれて，帰化植物の中で貧養地に生育

可能なアレチマツヨイ，オオマツヨイや砂地に生育するコマツヨイグサなどのマツヨイグサ晟

0朗。’1溜πの植物が多く生育する。コマツヨイグサーネズミムギ群落としてまとめられた。コマ

ツヨイグサーネズミムギ群落は出現種数が5～8種と少なく，埋立後数年経た，まだ素養な海底

砂地基盤地に発達している。このような立地は，外来牧草吹き付けあるいは播種を行なうことよ

りも，砂丘植生の在来種を用い，砂の移動を防ぐことが，帰化禎物の侵入を防ぎ，霞然三生構成

種の復元をもたらすことが可能である。

　50）　メヒシバーアキノエノコログサ群落

　　Dεgε‘αεαα¢9scθπ4θπ8－Sε∫αrεα　∫rα6θrε．Geselischaft　（里ab。57）

　造成による平坦地では一年生の雑草と多年生妊窒熱生植物が混生して生育している。霜津市人

見でメヒシバーアキノエノコログサ群落がみとめられた。群落を特徴づけるアキノエノコログサ，

エノコログサ，キンエノコロ，メヒシバ，アキメヒシバは一年生雑草で夏季から秋季に結実し，

冬季に枯死する。造成後1～2年後の空地を埋め，その後多年生雑草のヨモギクラスの植物が繁

茂し，ヨモギクラスの植物群落に移行するQ広く低地の空地に分布している。
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Tab．57　メヒシバーアキノエノコログサ群落
∬）～g～如，ゾα‘～ど5（78〃‘たノ～∫一＆ノ孟αノプαノ々～フ（〃一～．Geseilschaft

Nr．　d．　Aufnahme；

H6he廿．　Meer（m）：

Gr6Be　d．　Probeflache（m　X　m）：

H6he　d．　Vegtation（c狙）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

調査番号

海抜高度

調査河積

植生高　　　　1
　　　　　　　　　　…
植被率

出現種数　　　　i｝

601

20

4×8
85

80

22

Trennarten　d．　Gesellschaft＝

　3β如プ！αプ～z～，8グ～

　3ααノ・’αで～1・’4～5

　58君α1’1αgzα～κα

　z）～9～診α’ゴ‘↓α4∫cご’i4c〃∫

　ノ）～8’”ω噂～ατ・～o！ζz∫ぽノ～5

Sonstige　Arten：

．4π8〃～1∫’‘」ρノゴ’～ごψ5

50〃磁9‘，‘’1∫～∬～〃’α

ノ《～〃ノ～8ボτo玩～イ5ケb♂1”∫

0諾oZお‘，oη～～‘，～～Z鷹α

ゐ6．塑6盈・£αα〃～ω孟α

君’・0〃～π∫α～〃～αノ・孟～α’∫

ルミ餌z’〃〃〃昭1め8／9～1

αy’～0【！0ノ～4ααツ♂0’～

q堕8ノ’～’5ノ〃～θ層。～プ〆‘～

α～8〃‘ψ0ご～～’〃〃αノ’め’・0510ノげ‘・5

Rz〃’α〃〃ゐ～∫～’1ごα”〃刀

E～ψゐ。；曙ゐ’α5妙～ノ～‘z

τηぐ1αω～9’‘∫∫ヴb〃乙r

50ノ～ご11～’∫θZ8ノ・‘～‘8～4∫

E9’”∫8’～〃〃αノ’㍗‘？〃5（’

Eolzノ〃06〃。αcノマ’∫一9〃”

五αめψゐααz醜プα々∫

0‘ワ～o〃～8ノ・αゐノ8’〃～’∫

群落区分種

　アキノエノコログサ

　エノコログサ

　キンエノコμ

　メヒシハ

　アキメヒシバ

その他の種

　ヨモギ

　セイタカアワダチソウ

　エゾノギシギシ

　カタバミ

　メドハギ

　イヌムギ

　スズメノヒエ

　ギョウギシバ

　カヤツリグサ

　ケアリタソク

　ヌカキビ

　コニシキソウ

　ヤハズエンドウ

　ノゲシ

　スギナ

　イヌビエ

　エノキグサ

　ァレチマツヨイグサ

5・4

1・2

1・2

3・3

十・2

1。2

1。2

1・2

÷・2

十・2

十・2

十

十

十

十・2

→ト・2

十

十

十

十

十

十

調査地，調査年月縫および調査老Fundort　u・Datum（L　Aufn．l　Hltomi，　Stadt　Ki面tsu，　Praf・Chiba干葉

県君津市人見。13，Nov．，！979．　Aufn．　von　K・R，£．　N．　u，　T．　KR・

5D　篇ハコベーオオイヌノフゲリ群落

　S観Zαrεα㎜e戯α一7εroπεcαPθr8εcα・Gesellschaft（Tab．58）

　春季から初夏にかけての畑耕作地では，コハコベ，オオイヌノフグリ，シロツメクサ，ヤエム

グラ，タチイヌノフグリ，ヨモギの芽生えなどが一面に空間を埋め，春黍雑草群落を形成する。

コハコベ，オオイヌノフグリ，タチイヌノフグリ，ヤエムグラを区分種としてコハコベーオオイ

ヌノフグリ群落にまとめられた。コハコベーオオイヌノフグリ群落は，除草，耕作が一時的に休

耕された春季の一時期に，カラスビシャクやノゲシ類あるいはエノキグサなどが生育をはじめる
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Laufende　Nr．：

Nr，　d．　Aufnahme：

Tab。58　コハコベーオオイヌノフグリ群落
＆θZ♂αがαη～6読α．Vσoπ∫ごαノ）81wガ‘α．Gesellschaft

Gr6Be　d．　Probef1まche（m×m）：

H6he　d．　KrautSChicl｝t－！（cm）：

Deckung　d．　Krautschicht－1（％）：

H6he　d．　K：rautschicht－2（cm）：

Deckung　d．　Krautschicht－2　（％）＝

Artenzahl　l

通し番号

調査番号

調査頂言積

草本笛1層の高さ

草本第11韓植被率

草本第2層の高さ

草本第2層植被率

繊現種数

　1
168

5x10
90

60

20

70

！8

　　2

　169

1，5×4

60

90

16

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　3診ε∬αがα2ノ～θ読α

　距1り〃καρθノ’∫飴μ

　．梅ノ・o〃ガ‘ノαα1・w〃～∫～5

　G必’‘〃’功～‘ノゴ～〃π｛．∫’1惣η5～〃〃

Gepflanzte　Arten：

　飾1’礁～‘〃’て～～49召ノr8

　《ZZ加〃’αψα

Arten　d．　Chenopodietea：

　α～4ρ1～αz∫z〃〃ψyノ～ε

　G批4）ノ～αZ加〃’ρ～∫ノψ～〃で～‘ノ〃

　C妙58！Z‘闘うz‘1槻ヂα∫∫oノ・ど5

　Cゐ8z～（ψo漉πノ〃α♂6～切z

Sonstige　Arten：

　んαω〃～～4∫

　7レ卿Zfz〃πプ砂8ノ～∫

　β，一〇ηZ～’∫‘αオ1Zαノ・が6～4∫

　ル”8〃’∫5～αρ”加。6少∫

　Z11砂θα’ノマ♂ぶ磁（～z4α廊

群落区分種

　　　　ぐ　コノ、コヘ

　オオイヌノフグリ

　タチイヌノフグリ

　ヤエムグラ

畑作の種

　オオムギ

　タマネギ

シロザクラスの種

　ハハコグサ

　チチコグサモドキ

　ナズナ

　シロザ

その他の種

　スズメノカタビラ

　シロツメクサ

　イヌムギ

　ヨモギ

　スズメノテッポウ

1・2

1・2

1・2

4・4

3。4

●

十

十

十

●

十・2

十・2

1・2

十

十・2

2。3

2・3

十・2

1・2

●

3・3

十

●

十

3。3

十

十

4。3

1・2

出現1圓の種AuBerdem　ie　einmahl　Lfd．一Nr．！；勘恕8roη碑ノ～z4～‘∫ヒメジョオン十，レ鋤ααηgz魏⑳！忽

ヤハズエンドウK1十，　C8rα5がπ〃～gZo〃～βノu孟μ1πオランダミミナグサ十・2，　E痒gβ1りπ5μηz認ノ88ノ～∫露オオアレチ

ノギク十，捌｛喪那ノ〉ηπゐ3αアメリカセンダングサ十，in　2：3αg加αノαφo加αzツメクサ十・2，ゑ適例αル伽α

カラスムギ十，WC如1～．ゴ1’側如スズメノエンドウ十．

調査地および調査年月1三1；N暗ahama，　Sasage，　Stadt　Futtsu，　Praf．　Chiba千葉曝富津市笹毛長浜　4，　Mai，

1979．海抜高度Hdhe茸．　Meer＝30m，

前に，一時的に生育する群落である。したがって，関東地方では路傍の空地などにも春季の早期

にコハコベーオオイヌノフグリ群落をみることができる。

　52）　カラスビシャクーニシキソウ群集（耕作畑雑草群落）

　　p量ne蓋lio　ternaもae・Euphorbieもum　pseudocha燃aesyce　Miyawaki1969

　　（Acker・U塾krautgeseUSC熱a£t）（Tab・59）

　夏季耕作畑雑草群落はカラスビシャクーニシキソウ群集で代表される（Miyawaki　1969）。富山

町でトウモロコシ畑が調査されたが，管理がゆきとどき，カラスビシャクーニシキソウ群集の発
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　　　　　　　　　　　　Tab．59　カラスビシャクーニシキソゥ群集

　　　　　　Plnellio　ternatae・Euphorbietum　pseudochamaesyce

N・d．A。f・・hm・・　　　　　　　調麟号　　1　　・95
Gr6Be　d．　Probeflache（m×m）：　　　　　　　　　　調査面積　　　　　　…　　　　　10×20

H6he　d．　Krautschichレ1（cm）：　　　　　　　　　　革本第ユ層の高さ　　1　　　　　150

Deckung　d．　Klrautschichレ1（％）；　　　　　　　　草オく第1層植被率　…　　　　　80

H・h・d．K・a…ch・・h・一2（・m）・　　　軌第・層の高さ…　　・・

Deckung　d・K・a・t・chi・ht－2（％）・　　　　草本第2層植被率…　　30

A・t…ah1・　　　　　　　　　　と四種数　　　…：　　！6
Kennarten　d．　Ass．；

　Pビπ6zあαオθηz硯α

　3αzc1膨5αゆθr

Arten　d．　h6heren£inheiten：

　5‘8μαブ如π8gz召6ψα

　50π（：んZ硲oZ8rαCα45

　C砂5θ♂Zα6z4プ∫αψα5’oプガ5

　Aごα⑫んααμ∫ケ読∫

　0必α距∫ωプπゴα4α孟α

Begleiter：

　Dゴ9加プ如α43cεπ4θノz5

　Aη3αブαπψ1沼5♂初ゼ4z6∫

　80〃zプガ。ψ6r〃膨ノμ’8／z〃2‘ノπ

　Eが9』ε1りπ∫瑚zα彦πノz∫ガ5

　▽8ノηπ記αμブ∫fごα

　C81・α厩z〃πんoZo5彦θo認25　var．α’zg～‘5雄薇1’ノ2’

　迎耽y∫読5ノ〉』απc1麟∫∫f．うz‘刀）ノαノ’磁

　cθηプゆεぬη珈∫ノ｝2α

　zとα刀喝ノ∫

群集標四種　　i
　　　　亀　　　　i
　カラスビシャク　i
オニノゲシ　i

上三位の種　｝
ミドリ．、，べ　1

・ゲ・　1
ナズナ　　　1

　エノキグサ

随蔽’ミ　1
　　　　、　　　　i
　メヒシバ　　　　　　i
　　　　　　　　ξ
　イヌビユ　　　　i

　ハナイバナ　　　l
　　　　　　　　i
　オオアレチノギク

　オオイヌノフグリ
ミミナグサ　1

材ズキ　　i
　　　　　　　　　　トキンソウ　　1
　　　　　　　　「

トウモ四シK列

1・2

十

2。2

十・2

十

十

十

2・3

十・2

十・2

十

十

十

十

十

5・4

調査地および調査年月臼Fundort　u・Datum　d，　Aufnahme：Yoshizawa，　Tomiyama・cho，　Awa－gun，　Praf．

Chiba千葉県安房郡富山町吉沢．19，　Jun．，1979．海抜高度H6he　U．　Meer：140m．

達がみられた。耕作，施肥の管理のよいトウモロコシ畑で，カラスビシャク，オニノゲシ，ミド

リハコベ，ノゲシ，ナズナ，エノキグサ，カタバミなどの一年生雑草のシロザクラス構成種が生

育し，群落高40cmで，植栽された耕作作物のトウモロコシと空問を異にし，すみわけている。

耕作作物が一面に畑地をおおうようなところでは畑地雑草群落は生育しない。蜜津市のスーダン

グラス畑ではノビル，ミドリハコベが1％生育するだけで，他の植物がみられなかった。関東地

方のヤブツバキクラス域の耕作畑地には，広くカラスビシャクーニシキソウ群集がみとめられる。

53）　ミゾソバ群集

　　PoIygo鷺etum　毛hunbergii　I」oぬ嫌。et粥iyawaki1962（愛ab，60）

富津市の小河川の水際より，水田耕作放棄地の滞水地にミゾソバ，アメリカセンダングサ，シ

ロバナサクラタデで標徴および区分されるミゾソバ群集が調査された。一般にミゾソバ群集は，
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Laufende　Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be　d，　Probeflache（m　x　m）：

H6he員．　Meer（m）：

猛6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung（L　Vegetation（％）：

Artenzah1；

Tab．60ミゾソバ群集
Poiygonetumthunberg1i

通し番号

調査番号

調査面積

海抜高度

植生高

植被二

巴三種数

i！
i・46

i4×1

｝、。

…8・

　2　　3
147　137

4×4　5×5

9　　8
25　　80

90　100

9　　8

　4
140

5×5

　5
100

　90

　18

Kennarten　d．　h6heren　Einheiter1：

　％そygoノ耀〃’彦1zz〃め8／9ガ

　B認8／z∫ノ〉層。ノ～405α

　∫bら’go〃μ〃呂ブ妙。ノ～∫6z〃π

Trennarten　d．　Unterelnheiten：

　71y少1zαzα可bJfα

　∬ヲげα9ノ〃～’6∫αμ∫か『αzガ∫

　Cαノ’磁〃z～π8／Zo認‘05α

　M∫5ぐαノ～〃耀∫ぶ‘～cご1溜’耀。η‘∫

Begleiter：

　08肥ノ〃z6ブα搬〃∫ごα

　£9’‘f∫躍‘ノ〃αノ’η6ノ～38

　Z∫αc1正π89♂o～70∫α

群勢和上級戦の騰種

　アメ聖楽センダングサ

　シPバナサクラタデ

下紘単位区分種

　ガマ

ll・ケバナ

随伴種

　セリ

　スギナ

　チゴザサ

iひ、、．、、．2鋭、

il・2＋・2　・　＋・2

1…　　　　3・3
i
il一ト●2　　　→一i　　　・　　　　●

｛：；灘嘱
i
［1．21．25．4　2．2

－　2・21・2　・
　・　　5・4　　　　　　・

出現1回の種AuBerdem　le　einmal　in　Lfd，一Nr．1：％4ygo1～κ〃’3～帥。♂‘薦アキノウナギツカミ十・2，ルもηネ

ρρ1～き”z4〃’ゐ昭∫読8ノ～∫θオオフサモ2・2，　in　2130Zが磁goαZ’～∬ゴ〃z‘zセイタカアワダチソウ→一・2，　々yc妙κ5

7’α〃’05ガ∬∫〃μ‘3var．ブ妙。〃～α’5コシPネ1・2，　A1≠1〃u必。π1～碑）∫罐‘∫コブナグサ十・2，　in　3：Ho雄‘z‘ツπ如ご。ノー一

4α‘αドクダミ1・2，in　4＝AZ〔ψeαρ『z‘5α¢9i｛α‘∫5スズメノテッポウ1・2，　Rα’捌ノ盈。‘fZ郡5c8Zε1鳶α郎5タガラシ十，

匠1z’〃’～’Z～‘∫5cαノ～‘たノz5カナムグラ！・2，　Rμ〃z8ユ：ブ妙。雇。αギシギシ十，ノ1‘1りη惚η〃z85ゴ妙ωz∫6αヒカゲイノコ

ズチ牽，30ηご1zz‘5αψ8’・オニノゲシ1・2，・4c々ノ～o∫’∫ηz〃～αZoδα甜〃’ゴキヅル十。2，・80〃ηゼ。砂8ノ’〃π‘〃3孟8η〃π〃3

ハナイバナ十，Rαノμρzα‘伽∫cα麗。加6〃∫おケキツネノボタソ十，　Gα々z〃μミρ～〃ゾz〃ηf．3か㎏03z〃π　ヤエムグラ

十，LαC顔Cα四日Cαアキノノゲシ十．

調査地（千葉県富津市）Fundorte（Staclt　Futtsu，　Pr証Chiba）：Lfd．一Nr．1，2：Nishi－Owada西大和田，3：

Nikenzuka二四塚，4：Hyakume－kata百痙i方．調査年月日および調査岩Datum　d．　Aufn．：2，　Mai，1979，
von　S．α，　L．　M．　u．　T．　Kr．

ミゾソバが優占する1年生草本植物群落で，河辺水ぎわの定期的に冠水し，定期的に干上がる湿

った富栄養立地に生育する。春季に淡桃色の小花をつけ滞水地を埋める。富津地区では水位によ

る種組成の相違がみられ，水位があるガマで区分される植分と，水位がみられないヨシ，タネツ

ケバナ，オギで区分される線分に下位区分された。

54）　スズメノテッポウータガラシ群集（水田雑草群落）

　Aiopecuro－Ra論unculetu凱sce茎erat玉Miyawaki　et　Ok縫酷1972（Reisfeld・Unkra腿t一

gesel蓋schaft）　（愛ab・61）

富津市大堀では5月には耕起されるのを待つ水が水田にためられる。このようなところにタガ

ラシ，セリ，タネツケバナ，スズメノテッポウ，ムッオレグサなど高常在．度で生育する。スズメ
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Tab．61　スズメノテッポウータガラシ群集

AlopecurQ－Ranunculetum　scelerati
　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Laufende　Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

Daturn　d，　Au｛nahme（1979）1

Gr6Be（L　Probeflache（m×m）：

H6he　d．　Vegetation（cm）＝

Deckung　d．　Vegetation（％）：

Artenzah1：

通し番号

調査番号

調i査年月日

調査面積

植生高

植被率

1＝llt現種数

1　　2　　3　　4　　5　　6
29　　　60　　138　　139　　141　　　32

5　　5　　5

王．　　1　　2

5　　5　　5

2　　2　　　1

5×53×45×55x53×38×10
　　20　　　30　　　30　　　30　　　　30

　　80　　　80　　　70　　　70　　　　40

9　　7　　7　　7　10　　5

Kennart　d．　Ass。；

　Rαπz〃zα4π55cθzθrαオz4∫

Kennarten　d，　Verbandes：

　孟♂砂θα‘7噌己‘5α89～’α々5

　αzア・ぬ窮ガノz8ノ～8∬～ω5α

　G4ycθ1層ガααα4オ卯。鵤

　B8罐η～αノzπピαミy之ガ8㍑ご乃．η6

Klennarten　d．　Ordnung：

　∫bら7902zκノノπ1～～‘ノ～加ノ冨～ピ

　Ro1ゴ飽αゼ5♂αη漉6α

Begleiter：

　06／z〃～孟1z8ブα汐8〃～6召

　％らψogoπノを‘9α」じ

　Gπ妙1Lαzガμ〃μ塀ノz6

　5’8〃α1ゴααz5～ノ～（～

群集標徴種

　タガラシ　　　　　3・3

群聞標徴種

　．スズメノテッポウ　　十

　タ不ッケバナ　　　2・2

　ムツオレグ→♪　　　　十

　ミノゴメ　　　　　　　　。

オーダーの鯛網種

　ミソソハ　　　　　　　　・

　スカシタゴボウ　　　十

随伴種

　セリ　　　　　　　　3・3

　ヒエガエジ　　　　　　　1・2

　ハハコグサ　　　　　　　　　・

　ノミノフ．スマ　　　　　　・

1・2　　十　　 2●2　　3・3　　1り2

4・4

1・2

2・2

●

2・2　3●3　3・3

・　十・2十・2

505　 1●2　十●2

●　　　　　　　　● 1・2

3・3

1・2

■

●

・　　・　　。　1・2　　・

・　　・　　。　　。　　1・2

十

十

■

噺

c

o

十

十

十

〇

÷

1・2

1・2

●

●

o

十

●

■

●

出現1回の種AuBerdem　le　einmal　ln　Lf（L－Nr．1：R～切～α露ψo’～～α’∫ギシギシ十，　R～∫‘～’6ααノ・～〃r‘Z〃’αc細

オニウシノケグサ2・2，Poπαノ〃～～’αスズメノカタビラ十・2，　in　2：Rα〃～〃～αピ々‘∫4”8砂α‘雛8〃∫15　var．　gZ‘め8ノ‘

キツネノボタン十，in　3：憾5”ugα♂π53ガη’α‘∫ゲンゲ十，　E1¶’g81’ωz　5〃〃～αかでノ1∫’∫オナアレチノギク十，　in

5：EZ諺かz8ケ’απ4脇vaL少64！6θ〃鷹αミゾハコベユ。2，　V8’η〃ノ‘α’〃z緬’Z如αカワジサ十。2，・R∫‘「‘7／06μヴ》1’5

2～認απ5イチョウウキゴケ十・2．

調査地（千葉県嘉津市）Fundorte（Stadt　Futtsu，　Pr益f．　Chiba）L｛d．一Nr，1，6：0hori大堀，2：0yashiki

幕｛1屋敷，　2，4：Nikenzuka　ニニ」｛q：塚，　5＝　Nebuka　稚運1桀。

ノテッポウータガラシ群集にまとめられた。

スズメノテッポウータガラシ群集は，年閲を通じ湛水状態にある湿田に，春季のイネの休耕時に

発達する。春季に水がみられない水田に生育する，ノミノフスマーケキツネノボタン群集に対照

的な相観を示す。スズメノテッポウータガラシ群集は出現種数5～！0種と少なく，イネ科のスズ

メノテッポウ，ムッオレグサが優占し，わずかにタガラシ，スカシタゴボウの黄色花，タネツケ

バナの白花を混えた緑色草原を形成する。ノミノフスマーケキ・ッネノボタン群集は一般に出現種

数10～20種と多く，緑肥用に播種したゲンゲが開花しあざやかなピンクや黄色の花で水田を埋め

る。富津市の低地ではスズメノテッポウータガラシ群集の植生調査資料が得られたが，内陸部の

乾田ではノミノフスマーケキツネノボタン群集がみられる。

　スズメノテッポウータガラシ群集の立地は低湿地に造成された水田で，土壌は柔かく排水不良

な泥質土である。
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2．植 生 図

　D　富津地区周辺現存植生図（30km圏）（縮尺1：100000）

　　A．自　然　植　生

　富津周辺30km圏内における現存植生図では，小縮尺で描かれているため自然植生はきわめて

表現されにくく，誇張して描かれている。

　房総半島では，海岸沿いの丘陵地の神社林に木更津市ではやブコウジースダジイ群集が，君津

市から富津市，安房郡にかけてはホソバカナワラビースダジイ群集がみられる。イノデータブノ

キ群集は沖積地に多く袖ケ浦町，江見町，富津市などに点在している。漢谷林を形成しているイ

ロハモミジーケヤキ群集は，富津市山畑～上畑間に分布している。ハンノキ群落は當津市に点在

している。房総半島における調査対象地域内では，砂丘がきわめて狭く，富津岬，布引海岸，保

田海燦などでわずかにみられるにすぎない。ウラギククラスで代表される塩沼植生は小櫃川河口

に残されている。

　三浦半島，横浜，川崎，東京の一部では，自然植生はきわめて小面積だが，逗子市神武寺，鎌

禽市の社叢林，横浜市藪部の屋敷林にヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集，シラ

麟

　　Fig．34　屋敷：の裏側に残されているヤブコウジースダジイ群集と

　　　　　　モウソウチク林。

Als　HofwalderhaltenesArdlsio・Castanopsietumsieboldiiund
：Bambusbestand　der卿～」，Z～o勲‘ヲリ・∫1～幽ηくycZαf，ρ〃撚6c〃5（40m銭，　NN）
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カシ群集が残されている。海岸風衝草原のイソギクーハチジョウススキ群集が城ケ島より半島先

端周辺に，一部マサキートベラ群集などの風衝低木林とともにモザイク状に分布している。海岸

砂丘植生のハマボウフウクラスは線状に三浦半島，鎌倉市の海岸に，ウラギククラスで代表され

る塩沼植生は多摩川河口に，またオギ群集やツルヨシ群集で代表される河辺植生も多摩川流域に

みられる。

　　】3．代償植生

　房総半島，三浦半島の大部分は代償植生でおおわれている。ゆるやかな丘陵地よりなる半島部

では，クヌギーコナラ群集，オニシバリーコナラ群集などの落葉二次林におおわれている。三浦

半島では，ミズキ群落やキチジョウソウーカラスザンショウ群落が丘陵下部や斜面凹状地に二次

林を形成している。クヌギーコナラ群集や，オニシバリーコナラ群集にまじって，オオシマザク

ラやヤマザクラ植林が点状にみられる。植林ではとくにスギ，ヒノキ植林が広い面積を占めてい

るが，東：京三三では，房総半島にマテバシイ植林がめだつ。

　集落周辺やゆるやかな丘陵地，低山地では畑耕作が行なわれ，カラスビシャクーニシキソウ群

集がみられるQ果樹園，苗圃なども多い。谷地や沖積低地は水田耕作が行なわれウリカワーコナ

ギ群集が分布している。

　東京湾沿岸は埋め立てが進められ，埋め立て後しばらく自然のまま放置されているところでは

イヌビエーオオクサキビ群落などの雑華群落がみられる。牧草を播種し砂の動きをとめていると

ころでは外来イネ科草本植物群落（ドクムギ，シナダレスズメガヤなど）で一面おおわれている。

　　C．そ　　の　　他

　川崎，横浜，東京都の一蔀の東京湾岸は緑の少ない住宅地・工場地でおおわれ環境保全林の必

要姓がみとめられる。房総半島では木更津市をはじめ新興住宅地が各地に広がっている。袖ケ浦

町，市原市など東京湾岸の埋立地は工場地帯となっている。

　鎌倉市旧市街地や逗子甫では緑の多い住宅地が分布する。

凡例郷説

　　A．自然植生

　　（1）　イノデータブ群集

　　現存植生図ではきわめて面積狭く表現されるだけである。現在その大部分は開発や住宅地など

　に利用され，変えられている。高木層にタブノキが優占し，出現種数35～45種と比較的少ない。

　三浦半島，とくに鎌倉市，藤沢甫に一部と，千葉県では木更津市にわずかに示されている。

　（2）　ホソバカナワラビースダジイ群集

　ホソバカナワラビ，イズセンリョウを標晶晶とするホソバカナワラビースダジイ群集は，三浦

半島では面積が狭く，図示されていないが，房総半島では，鋸南町，寓山町以南に神社林として

示されている。
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　（3）　マサキートベラ群集

　海岸断崖地に発達するマサキートベラ群集は三浦半島に帯状にみられ図示されている。千葉県

では鋸南町に一ケ所示されている。

　（4）　ヤブコウジースダジイ群集

　千葉県下の台地肩部や，神社林，丘陵地に残されている。三浦半島では逗子市，横須賀市，鎌

倉布に点在する。高木層にスダジイが優占した，乾燥型のスダジイ林である。アカガシ，ウラジ

ロガシ，ヒイラギなどでイノデータブノキ群集として区分される。

　（5）　シラカシ群集

　屋敷林として残されているシラカシ群集は，その大部分が面積が狭く図示されにくい。川崎市

東高根の神奈川県指定特別保護区が図示されたにとどまる。千葉県下の今回の調査範囲では市原

市に1ヵ所示されている。

　（6）　シキミーモミ群集

　元清澄山一帯の高木層にモミ，ツガが優縛する林分が示されている。七二では国有林として比

較的広い面積で残されている。シキミーモミ群集は，立地により高木第1層の優占種が異なる。

元高澄山一帯ではツガ，モミ優占林，高森ではウラジロガシ，アカガシ，モミ優国富，さらに三

石山ではウラジロガシ，アカガシ優占林がみられる。植生図上では，自然植生としては，比較的

広い面積が示されている。

　（7）　イロハモミジーケヤキ群集

　三画半島逗子甫，鎌倉帯，横須賀市の一部の谷部，台南半島富津市橋子沢滝～上畑間の谷部に

ケヤキが優占し，亜高木層にイロハモミジ，ウラジロガシが，低木層にイヌガヤ，マルバウツギ，

ハナイカダなどが生育するイロハモミジーケヤキ群集が分布している。谷部斜面のほう積土上に

発達している。

　（8）　タマアジサイーフサザクラ群集

　霧津市九十九谷，高義山などの谷部の崩壊しやすい斜面にフサザクラが3～5と優占した低木

～亜高木林が発達している。元清澄山周辺の谷部にも同様に発達している。林床植生は立地によ

り異なり，増水時に林床を雨水が流れ，あるいは土砂が流されるため，湿生植物が多く生育する

植分や，岩石が露出している浅い表層土の立地にカンスゲ類が優占する二分など共通種が少ない

林分が多い。土砂崩壊が起る不安定立地の指標群落となる。
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　（9）　タチヤナギ群集他（ヤナギ林）

　比較的広い河川敷をもった河辺，あるいは沼などの周縁部にタチヤナギ，イヌコリヤナギなど

を混じえたヤナギ林が発達している。小櫃川河川敷，富津市溜池周辺などにみられる。

　（10）　クサヨシーハソノキ群落他（ハンノキ林）

　点在しているハンノキ林は最近ではきわめて稀になっているが，今圓の調査範囲では，富津布

新山，亀沢に・・ンノキ残存林が残存しているのが確認された（新山のハンノキ林は，1979年11月

の調査の際には伐採された直後であった）。一般に安定したハンノキ林ではオニスゲ，　ミヤマシ

ラスゲ，訟ジュズスゲなどの大形スゲを林床にもち，湿った林分を呈している。遷移途上の場合

ミゾソバ，セリ，クサヨシなど水田耕作放棄地の雑草が林床に残存生育している。

　（11）　ウラギククラス（塩蒸植生）

　王浦半島昆沙門，房総半島小櫃川河口や青堀海岸に，シオクグ群集，イソヤマテンツキ群集，

ホソバノハマアカザーハママツナ群集などが生育残存している。青堀では埋め立てにより面積が

縮少されているが，まだハママツナ，マツナが生育しているのがみとめられる。

（12）ボタンボウフウ群団（海岸断崖地植生）

三浦半島の先端部の海岸断崖地にはイソギクーハチジョウススキ群集，オニヤブソテツーハマ

　Fig．35富津甫青堀海岸にわずかにみられる砂丘植生。内湾で風衝が

　　　　　　弱くハマグルマーオニシバ群集が発達している。

Auf　der　MeereskUsten　von　Aobori　1n　der　Stadt　Futtsu　noch　stellenweise　erhaltene

D廿nen・K琶sten－Vegetation　mit　deln　Wedelio　prostratae－Zoysietum

憩acrostachyae，
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1謹懸鵬礫雛
　　霧

　　縣綴

紅鑛．．

Fig．36塩沼植生で，近年少なくなっているホソバノハマァヵザー・・マ

　　　　マツナ群集。わずかに小糸川と小櫃川蓉i釦に残されているQ

Salzwiesengesellscha｛tder　Atr玉plici－Suaedetum　maritima，　die

heute　in　cler　Bucht　Tokyo　durch　Landgewinnung　me量st　verschwunden　isL

An　der　MUndung　cler　Fl蔵sse　Koitogawa　und　Ob量tsugawa　kommt　diese

SalzwiesengeseUschaften　noch　stellenweise　vor．

ホラシノブ群落など，海岸断崖地の潮風や波のしぶきを直接受けるきびしい環境条件下に生育す

る植物群落が帯状にみられる。ボタンボウフウ群団としてまとめられたQ

　（13）　ハマボウフウクラス（砂丘植生）

　房総半島の寓津海岸，擶引海岸，三浦半島，鎌倉海岸，荒崎海岸などに，ハマグルマーコウボ

ウムギ群集，ハマグルマーオニシバ群集他のハマボウフウクラスにまとめbれる砂丘植生が細く

帯状に発達iしている。

　（14）　オギーヨシ群団，セリークサヨシ群議（河辺植生）

　河辺には河水の増水のたびに流され，時に漂流物の堆積地になる立地が多い。このようなとこ

ろにはツルヨシ群集オギ群集，セリークサヨシ群集など，土壌水分などの環境条件により生育

の異なる群落や群集が生育している。
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　（15）　ウキヤガラーマコモ群集他（ヨシクラス）

　溜池や水田耕作放棄後3～5年経た水深の深い水田跡などにウキヤガラ，ガマ，ヨシ，マコモ

などが群落を形成している。埋立地のサンドポンプ地あとの水たまりなどにもヨシ群落がみられ

る。ウキヤガラーマコモ群集他の凡例にまとめられた。

　（16）　コウキクサクラスおよびヒルムシPクラス（浮葉・沈水植物群落）

　溜池や沼などの水中，水上には特殊な植物が生育している。房総半島ではヒルムシロクラスに

所属するヒシ群落あるいはコウキクサクラスにまとめられるウキクサ群落などが溜池に多くみら

れた。

　B．代償植生
當津地区を中心とする30km圏地域の大部分は代償植生として示されまとめられる。

　（17）　シロダモーアオキ群落

　三浦半島，逗子市，鎌禽市に復元途上の二次林として示される。泥岩基盤地の谷部斜面にみら

れる。常緑広葉樹のシロダモ，アオキが優占し，草本層にジュウモンジシダ，イノデ，リョウメ

ンシダなどのシダ植物がみられる。ハゼーカラスザンショウ群落に比較し，夏緑広葉樹，夏緑草

本植物が少ない。

　（18）　ヤブコウジースダジイ群集萌芽林

　三浦半島の横須賀市，葉山町，逗子市，鎌倉市などの低山地や丘陵地に，樹高10m前後のスダ

ジイ萌芽林が広がっている。出現種壷20～30種の比較的単純な林分を形成しやすい。房総半島で

は富津市，君津市に一部みられるが，面積が狭いため点で示された。

　（19）　クヌギーコナラ群集他（夏緑広葉樹二次林）

　かって武蔵野の代表的景観にうたわれていた雑木林一一クヌギーコナラ群集一一は，広く，関

東地方に分布している。とくに横浜，川崎，藤沢の関東ローAの影響を受けた丘陵・台地，に広

く分布している。房総半島の今回の調査地域内では，ロームの影響の有無にかかわらず，二次林

はクヌギーコナラ群集にまとめられる。三浦半島を中心に外湾に面した地域には，常縁広葉樹を

多くもったオニシバリで標徴されるオニシバリーコナラ群集が夏緑広葉樹林を代表する二次林と

して広がっている。房総半島では，東京湾に寓し，海岸の影響が少ないこと，さらに頻繁に人為

的影響が加わっており過度の伐採，下草刈りが加わりクヌギーコナラ群集が広がっているものと

考察される。植生図上では夏緑広葉二次林として同凡例でまとめられた。
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　（20）　ハゼノキーカラスザンショウ群落およびミズキ群落

　丘陵地斜面や谷部のほ行土堆積地に林床に．キチジョウソウが優心したカラスザソショウが高木

層に態度3～5で生育する群落が発達している。類似した立地にミズキが優縦した群落もみられ，

岡じ凡例にまとめられ，三浦半島に示されている。

　（21）　マテバシイ植林

　三浦半島および房総半島の海岸近くの丘陵地では，植林の多くがマテバシイ植林で占められる。

東京湾ののりの養植に利用するために植林されたといわれる。

（22）　スギ。ヒノキ植林

全国的にも広い面積を占めているスギ，ヒノキ植林は，有用林として，三浦半島・房総半島で

も谷部や斜面にもっとも広範隙こ植林されている、，

　（23）　クロマツ荊葭林

　東京湾の砂層地には紡砂林，防風林としてクロマツ植林が比較的広い面積で行なわれている。

とくに富津岬，富山町岩井，寓津市青堀など房総半島では海岸沿いにまとまった面積で多くみら

れる。種組成は植林年数により異なる、，

（24）　アカマツ植林

房総半島に一部アカマツ植林がみられる，，而積的には奥米周辺に広く分布し，他では狭い。

　（25）　オオシマザクラ，ヤマザクラ植林

　三浦半島，房総半島ともにコナラ林に相観的にも種組成的にも類似したオオシマザクラ，ヤマ

ザクラ植林がみられる、，薪炭林（とくに炭用）として植林されたものである。

　（26）　モウソウチターマダケ群落

　集落周辺にモウソウチク林やマダケ林の植栽がみられる。個々の竹林の面積は広くないが，丘

陵地下部や集落・住宅地の周囲に広く点在している。図示可能な植分のみ示されている。

　（27）　メダケ群落他

　千葉県では河川沿いの堤防に護岸のためにメダケが帯状に植栽されている地域が多い。三浦半

島でも同様にみられるが，一部大楠山にハコネダケ群落がみとめられた。メダケ群落と同じ凡例

で示されている。
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　（28）　アズマネザサーススキ群集他

　窩津市障子谷をはじめ，耕作放棄畑地，造成地，空地などの3～5年放置された立地にアズマ

ネザサーススキ群集をはじめとするススキ群落がみられる。

　（29）　チガヤ群落

　東京湾沿岸の塊立地で，埋立後5～8年を経た安定地にはチガヤ群落が発達している。一般に

海岸砂丘の表層砂安定地の砂丘後背地などでは，ノイバラ，ハマゴウなどを伴なうチガヤ群落が

発達する。小縮尺の現存値生図上では小i貢i積で示されたにすぎない。

　（30）　シバ群醐（ゴルフ場を含む）

　千葉県市原市，袖ケ浦町，君津市などいたる所に，ゴルフ場として開発され，シバがはりこま

れた地域がみられる。房総半島に多い、＝、

　（31）　ヨモギ群落（路傍雑草群落）

　埋立地や空地などに，ヨモギ群落が小面積で発達している。房総半島では面積が狭く図示され

ていないが，三浦半島では逗子制こ，川崎布では一部図示された。

　（32）　クズーカナムグラ群集他

　東京湾岸の埋め立地や，あるいは造成地にススキ草原やヨモギ群落の上にベール状におおった

つる植物群落が発達している、，クズーカナムグラ群集他でまとめられた。

　（33）ベニパナボロギクーダンドボ12ギク群集（刈り跡群落）

　伐採後一年贋の立地には好窒素性の1年生草本植物群落が生育する。丘陵地，低山地に小面積

ながら刈り跡群落のベニバナボロギクーダソドボロギク群集でまとめられた伐採地がみられる。

　（34）　イヌビエーオオクサキビ群落（埋立地雑草群落）

　埋立地の排水不良地域にはイヌビエーオオクサキビ群落が多く発達している。水田造成地など

にも共通してみられるが，埋立地以外では而積が狭いため図示されていない。

　（35）　メヒシパーエノコログサ群落

　空地などの，固結した立地には一年生草本植物群落が一時的にみられる。メヒシバーエノコロ

グサ群落が調査地域内の造成地や埋立地に生育している。

（36）　オニウシノケグサ群落他（外来牧草吹付け地，牧草地など）
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　埋立地などの裸地では早期緑化のために外来牧草を一時的に播種する。凍京湾岸の埋立地では

ネズミムギ，オニウシノケグサなどが多い。また千葉県市原市では大規模に畜産団地が造成され，

牧草が一面に播種されている。埋立地の牧草播種地とは種組成的にわずかな相違をもつが同一凡

例で示された。

　（37）　カラスビシャクーニシキソウ群集他（耕作畑地雑草群落）

　東京湾岸地の古い集落の周辺には耕作畑地カミ台地上あるいは丘陵地，沖積地に広がっている。

夏季雑草群落のカラスビシャクーニシキソウ群集で代表された。ヒメムカショモギーオオアレチ

ノギク群落など耕作放棄後一年目の越年生雑草群落も含まれている。

（38）　コブナグサーヨシ餅落（耕作放棄水田雑草群落）

水田耕作放棄後3～4年の寮定した湿性地にコブナグサ，チゴザサ，アシボソなどを下生えに

1～2mの草丈のヨシ草原が広がる。コブナグサー・ヨシ群落としてまとめられた。

　（39）　ウリカワーコナギ群集他（水田雑草群落）

　調査地域内の水田耕作地に生育する夏季雑草群落のウリカワーコナギ群集により水田が代表さ

れた。沖積低地は現在ほとんどが耕作水田化されているが，最近減反政策や住宅地としての地価

の暴騰などのため造成が行なわれ宅地化されるところが増えてきている。

　　C．そ　の　他

　（40）　公園，環境保全林，菌圃などの敏栽

　東京湾の埋立地，とくに房総半島では住宅地と工場の閥にグリーンベルトの形成がすすめられ

ている。また神奈川県川崎市では，工場地域内に公園などがっくられている。このような地域が

一凡例にまとめられ示された。

　（41）　緑の多い住宅地

　古くからの集落では，屋敷内にマテバシイ，クロマツなどが植栽され，一部は防風林に利用さ

れている。とくに房総半島では，マテバシイにより住宅地が囲まれているところが多い。また三

浦半島，とくに鎌倉市の古くからの住宅地では，生垣，庭木が安定し，緑につつまれた住宅地が

形成されている。

　（42）住宅地および市街地

　新興住宅地や，商店・住宅の密集地域では緑がきわめて少ない。忌地・コンフリーi・地と共に

同一凡例で示された。
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　　　　　　Tab．62　調査地域内の植生概要

Vegetationskundlic｝｝e　Obersicht　auf　dem　untersuchten　Gebiet

群　　落　　名
Name　d．　Gesellschaft

Camellietea

Japonlcae曹

Gebiet

ヤブツバキク

ラス域

自然植生

Nat慧rliche

Vegetation

ヤブコウジー
スダジィ群集

ホソバカナワ．
ラビースダジ
ィ群集

イノデータブ
ノキ群集

マサキートベ
ラ群集

　　　　出　　　　　現　　　　　種
　　　　Wlchtige　vorkommencle　Arten

スダジイ，ヤブコウジ，シュンラン，トベラ，ヤブ
ツバキ，モチノキ，ヒメユズリハ，ピサカキ，ベニ
シダ

スダジイ，ホソバカナワラビ，イズセンリョウ，ヤ
ブニッケイ，シロダモ，ヤツデ，ホルトノキ

タブノキ，スダジイ，イノデ，キチジョウソウ，エ
ノキ，イヌマキ，アオキ，シロダモ，ヤブラン，ビ
ナンカスフ

マサキ，トベラ，ツワブキ，ヒメユズリハ，クロマ
ツ，オオバイボタ，オオバグミ，マンリョウ

シラカシ糠iシラカシ，ナ・テ・，チ。ノキ，・マ・ラビ，モチ

イロハモミジ
ーケヤキ群集

クサヨシーハ
ソノキ群落

シキミーモミ
群集

Camellietea

Japoτ11cae騨

lGebiet

ヤブツバキク

ラス域

代償植生

Ersatzgesell－

schaften

ハマボウフウ
クラス

ウラギククラ
ス

ボタンボウフ
ウ群団

オギ群集
ツルヨシ群集

場　　　所
Fundorte

ウキヤガラー　　　　　　　　　　　　　　　カサスケ，サンカクイ，　フト

マコモ群集他

努霧募タマアジ呪フサ吻ラ・’アカソ・ゆゴ柔ラ

群集

ヒルムシロク
ラス

オニシパリー
コナラ群集

シロタモーア
オキ群落

クヌギーコナ
ラ群集

ハゼーカラス
ザンショウ群
落，　ミズキ群

露

ノキ，ヒイラギ，シュロ，イヌツゲ，ヤブコウジ

ケヤキ，アオキ，イボタノキ，イロハモミジ，イヌ
シデ，エンコウカエデ，クマワラビ，イヌガヤ，マ
ルバウツギ，ハナイカダ，オオバジャノヒゲ

ハンノキ（オニスゲ，ミヤマシラスゲ，コジこ。ズス
ゲ），エナシヒゴクサ，コマユミ，イボタノキ，ノイ

ぐ　 ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　

パフ，クサヨシ，ミソソハ

モミ，ツガ，シキミ，ミヤマシキミ，キッコウハグ
マ，ヒメカンスゲ，ヤフムラサキ，ウラジロガシ，
ヒイラギ，アカガシ，ヤマツツジ

ハマボウフウ，コウボウムギ，ハマグルマ，ハマニ
ガナ，ハマヒルガオ，オニシバ，ケカモノハシ

ウラギク，ナガミノオニシバ，ホソバノハマアカザ
シオクグ，ウシオツメクサ，ヨシ，ヒメガマ

イソギク，ハチジョウススキ，ツワブキ，ラセイタ
ソウ，ワダン，ヒゲスゲ，タイトゴメ，ハマエノコロ

オギ，ツルヨシ，ミゾソバ，ウナギツカミ，ギシギ
辮鳩；警務房驚ツリ・カワラヨi

ウキヤガラ・マコモ・　　　　　　　　　　　　1
イ　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

クサ，ジュウモンジシタ，ミズキ，ウツギ，キフシ，・
クロモソ

ヒルムシP，ヒシ，ヤナギモ

千葉県富津市笹毛，

簿論難撫果1、籍

1鰯i

l駅i
千葉県富津市

千葉県鴨川市，元清
澄i－Eゴ．1

寓津市欝津購1

古淵劉
全域の河川，河川．敷

コナラ，イヌビワ，ゴンズイ，ハゼ，アカメガシワ，
カラスザソショウ，スダジイ，ピサカキ，タブノ
キ，マユミ，ヤブニッケイ，モチノキ，オオシマザ
クラ

シロダモ，アオキ，イノデ，ヤブニッケイ，キチジ
ョウソウ，フウトウカズラ，シャノヒゲ

コナラ，クヌギ，キンラン，ヤマコウバシ，オケラ，
ホソバヒカゲ’スケ，ピサカキ，カスミザクラ，クサ
ボケ，コチヂミザサ，アズマネザサ，エゴノキ，カ
マツカ

カラスザンショウ，ミズキ，ケヤキ，イヌシテ，ア
オキ，ハゼ，オオバジャノヒゲ，キチジョウソウ，
イノデ，アカメガシワ，カンスゲ，マルバウツギ

神奈川県藤沢

富津市高宕山

千葉県富津市等のた
め池内

神奈川県三汀諺市小網

代，大楠山

横浜布観音崎

欝鵬漸鋸i

欝睾二丁
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1

1

群　　　落　　　名　　　　　　　鵠　　　　　現　　　　　種　　　　　　場　　　所
Name　d，　Gesellschaft　　　　　W1chtige　vorkommende　Arten　　　　　　Fundorte

　　　　　メ朔略溜謬携憲章あ象ク燦ラ・サル羅灘撫弄．

　　　　　評麹霧三三徽霧r累鵜潔繍麟造成
　　　　　iシバ群落iシバ，コウライシバ（植栽），シロツメクサ，ツメク　ゴルフ場等
　　　　　　　　　　　iサ，、シバスゲ，ヒメヤブラン，セイヨウタンポポ，
　　　　　　　　　　　　スズメノヒエ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瑚噛津市　　　　　クズーカナムiクズ，カナムグラ，ヤブガラシ，アズマネザサ，ス
　　　　　…グラ群集　　1スキ，イノコズチ，ツユクサ，ヨモギ，ヤエムグラ，

　　　　　　　　　　　　ノイバラ

　　　　　バニバナボμiバニバナボPギク，ダンドボロギク，シラヤマギク，富津市鹿野山，i召津
　　　　　康二瀬継娘；ソウ・オ団エシ・ノイバラ・ウツギ・献卿1

　　　　　ヵラスビシャ　カラスビシャク，ニシキソウ，ホトケノザ，ノボP　調査地域の畑地
　　　　　クーニシキソ：ギク，ヨモギ，メヒシバ，シロザ，ハコベ，ナズナ，

　　　　　i誉＿i駕二∫∴凝二；；∴モ＿調醐の働
　　　　　ノコログサ群…アレチノギク，ヒメムカシヨモギ，ハルジオン，ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　空地
　　　　　落　　　　iメジョオン
　　　　　イヌビエーオiオオクサキビ，ヒメムカシヨモギ，イヌビエ，メヒ　調査地域の埋立地

　　　　　離サキ曙需踏跡レ要点島ン臨ケアリタソウ・

　　　　　㌧濯lil製∴；∴二1∴1灘＿

　　　　　！媒弊！黙擁忽徽；，・耳粛顎’㍑，灘・
　　　　　鋳　　　iスイカズラ・・イバラ
　　　　　シロダモーア…シロダモ，アオキ，イノデ，ヤブニッケイ，キチジ　横須賀市，観音崎
　　　　　オキ群落　　iヨウソウ，フウトウカズラ，ジャノヒゲ

離i瓢鞭1類；霧灘ll罫．
　　　　　　　｝蘇ヒノキ誇鵜籍揚郭ζ祐翔残嬉欝7某重雛鹿
　　　　　　　　　　　　　1タ，ピサカキ　　　　　　　　　　　　　　　i野山他各地

　　　　　　　灘葺愛馬撫蝋引訂∫協；：ζ恥曝1

　　　　　　　林　　　　1

　　　　　　　…鶉躍薩㍑嫉犠㌻魏編第；岬了

　　　　　　　果樹劇・カソ，チ・ノキ，クワ，カキ〆・・べ，スズ・ノi全域の果樹臨地
　　　　　　　　　　　　　i甥言二霧薪密ン・ノビル・オオイヌ｝

　　　　　　　傑編醐1講鐸驚畜嚢霧㌻：辮飾
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　（43）工場地

　東京湾埋立地に密集した工場街など，工場地は一凡例に独立して環境指標のために図示され

た。

（44）　造成地・埋立地

現在造成などにより土壌の移動が行なわれている地域はまとめられ一凡例で示された。

　（45）　　自　烈ミ：髭果麦色

海岸断崖地の一部，砂．丘地など常に潮をかぶり，また冠水する立地では自然裸地化する。本来

きわめて而積が狭いが，地形図上では拡大化されて図示された。

　（46）湖放水域

　海や川などの流れがある地域，溜池など植物群落がみられない滞水，流水地域は開放水域とし

てまとめられた。干葉県富津周辺に溜池が多い、

　2）　富津地区周辺植生自然度図（30km圏）（縮尺1：10G　OOO）

　寓津周辺30Rm圏の植生自然度はP．97の凡例に示される。

　今回の調査対象地域の大都分は植生自然度至地域がきわめて広く東東湾沿岸をおおっている。

　植生自然度X及び1＞（地域は自然植生分布域として環境保全林・環境保全緑地としてのモデルケ

ースとなるだけではなく，自然環境診断の指標とされる，，植生自然度Xは河辺，海岸砂丘，海岸

断崖地などに細く帯状にみられる。植生自然二君（地域は面積が狭いため植生図上では点在するに

すぎない。

　植生自然度顕・W地域は放置されることにより自然林に移行することもでき，また人間の影響

に対しある程度耐久度があるため自然公園への利用などに適する。植生自然度図上では，狭い晦

積ながら内陸部や植生1ヨ二度1～皿地域に接してみられる。

　植生自然度V馳域は覇・～璽地域と同じ雑1渡に自然度の高い地域もあり，一概に言えないが，植

林あるいは造林地ということでまとめられている。内陸部に広い面積をもっている。

　植生自然度V地域は人為的影響に対し，夏～jvと同程度に強い、，したがって開発の場に利用さ

れたりレクリエーション地域として使われることが多い。大画積で広がる地域はないが，自然度

1～皿地域に接してみられる。

　植生自然度W地域は，代償植生として考える際に面積が狭いが縮尺1：100000の植生自然度

図上にはゴルフ場などのまとまった面積のものが示されている。

　植生自然度璽・H地域は，i地域についで富津周辺30km圏地域ではもっとも広い面積を占め

ている。台地上や沖積地がH・頂地域で示される。
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　　Tab。63丁目自然度図凡例
Legende　des　Nat荘rlichke三tgrades　der　Vegetation

植　生｝

舗藍．…

chkeits一

｝9エad

植　生　概　要
Vegetat玉on　u．　a．

　現存楠生図凡例，適応群落
Legende　d．　realen　Vegetation　u．

entsprechende　Gesellschaften

備　　　　　　考
Anmerkungen

X 自　然　草　原 ウラギククラス（塩沼植生）

ボタンボウフウ群団（海岸断崖地植生）

ハマボウフウクラス（砂丘植生）

オギーヨシ群団，セリークサヨシ群団他

ウキヤガラーーマコモ群集他

コウキクサクラスおよびヒルムシロクラス

自然植生のうち単層の植i
物社会彬成する地区1

以 自然林（極相林またはそiイノデータブノキ群集

雑近い牌徽を示ちホソバカナワラビースダジ僻集
天然林）

@　…蕩謬夏弊構
　　　　　　　　　　　　シラカシ群集

　　　　　　　　　　　　シキミーモミ群集

　　　　　　　　　　　　イロハモミジーケヤキ群集

　　　　　　　　　　　　タマアジサイーフサザクラ群集

　　　　　　　　　　　　タチヤナギ群集他（ヤナギ林）

　　　　　　　　　　　　クサヨシーハンノキ群落他

！自然植生のうち蠣囎

i物社会を形成する地区
i

二次林（自然林に近いも

の）

シロダモーアオキ群落 代償植猛であっても，特i

に自然植生に近い地区

剛　　二　　次　　林

可．…H一．T．萩……証…

クヌギーコナラ群集他（夏緑広葉樹二次林）i一般に二次林と呼ばれる

ハゼーカラスザンショウ群落

｝オオシマザクラ。ヤマザクラ植林

1代償植生地区
i
lr

マテバシイ植林

ズギ，ヒノキ植林

クPマツ植林

アカマツ植林

モウソウチク，マダケ群落

i常緑針葉樹，落葉針葉樹

騰緑広葉樹等の植林地

V　　二次草原（背の高い草原） 　メダケ群落他

アズマネザサーススキ群集他

ヨモギ群落

チガヤ群落

　クズーカナムグラ群集他（マント群落）

iガナグサー紗牌

…背丈の高い多年生草原

面二次顛縣ll鯨・…群・…ル・場を舗・

・幽馳1墨樹劃座・環境保全林形踊巫
．．

ﾚの低い多年蝉原

H 機耕地（水田，蜘地），

空地

ベニバナボPギクーダンドボロギク群集
　　　　　　　　　　　　　（刈り跡群落）

イヌビエーオオクサキビ群落

メヒシバーエノコログサ群落

髄壁．
水田畑地などの耕作地緑

の多い住宅地（緑被率60

傷以上）

一年生雑草群落
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雑総轄
grad

　現存樋生図凡例，適応群落
Legende　d　τealen　Vegetatlcn　u
entsprechende　Gese1｝schaften

備　　　　　　考
Anmerkungen

オニウンノケクサ群落他
　　　（外来牧草吹付け地，牧草地なと）

カラスヒノセクーニンキソウ群集
　　　　　　　　　（排作畑地雑草群落）

ウリカワーコナキ群集
　　　　　　　　　（耕作水甘雛草群落）

緑の多い住宅地

I　l市　　街　　地
　　1
　　造　　成　　置

市　　街　　地

造　　成　　地

工　　場　　地

植生のほとんど残存しな

い地区

Flg．37埋め立て地の塩分か残されている立地に生育するウシオノメクサ二二。

　　βρ818～，Zαηα〃～ω〃～α，Gesellschaft，　dle　auf　den　Landgewlnnungs｛lachen　am

　　　Meer　wachst，　wo　noch　Salz　Iln　Boden　gebheben　lst（5muNN）

　植生自然度1地域は東京・川崎・横浜の大部分の地域を絡め，さらに東京湾沿岸はH・至地域

て占められる。富津周辺30km圏かいかに人為的影響か強く加えられている地域か理解される。

　3）　富津地区現存植生図（7km圏）（縮尺1。！0000）

　富津周辺7km圏ては，その大部分に水田耕作地か広い面積て行なわれ，ウリカワーコナキ群

集，カワシサ群集なとの水田雑草群落かみとめられる。君津市の一部の東部と，富津市の一部に
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羅羅灘

鑛

灘難難鍛鷺灘 鎌 懸

Fig．38　寓津市青堀の安定した埋立地。砂丘植生の構成種ハマヒルガ

　　　　　オ，ハマエンドウ，ハマゴウに混生して外来牧草のネズミム

　　　　　ギが生育している。

Auf　der　etwas　alteren　Landewinnungsf捲che　von　Aobor玉kommen　auおer　der

gesaten　ausl蕊ndischen　Wiesenartゐ。伽ノL刀3π！酬。η〃πauch　Arten　der　D面nen－

pflan2en　w三e　Cめ∫診cg∫α50～4α7瑠π，乙α而・η・∫ゴ‘ψ傭。κ5，　V琵召」じ勲切朔b磁

vor．

あたる南部にはゆるやかな丘陵地がみられ，

どでおおわれている。

クヌギーコナラ群集，ヤブコウジースダジイ群集な

　　A．自　然　植　生

　虞然植生は比較的狭い面積で点在している。艦津市人見神社，飯野神社，障子谷の丘陵尾根部

にヤブコウジースダジイ群集が，上飯野に一部イノデータブノキ群集が分布している。

　溜池などにはヒシ群落他のヒノレムシロクラスの群落が，また小糸川に一部，今は残り少なくな

ったホソバノハマアカザーハママツナ群集などの塩沼植生がみられる。富津：岬には砂丘上にハマ

グルマーーオニシバ群集などの砂丘植生が生育している。

　西大和照の土堰にはタチヤナギ群集がわずかに残存生育している。

　B．代償植生
富津7km圏では，その大部分が代償植生でおおわれている。本来の海岸後背湿地であった低
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一．＿癖識櫨幽譲驚一嘉 一譲臨灘難難麟鎗

　》潔へ壌簸

　　．睡戴

Fig。39

難聴灘

絆纏漸

轟
購　議灘鵡

‘覆1

　富津市大堀の埋め立て地に播種された外来牧草オニウシノケグサ群落Q

Auf　der　Landgewlnnungsflache　gesater　auslandlsche　Wlesenart　E醜κβ

α1～‘〃4’照。8α（Obor・玉n　der　Stadt　Futtsu）

郷

地と丘陵地の間をぬう谷地は，水田耕作か広く行われ，ウリカワーコナキ群集が広い償1積を凸め

ている。埋立地や，やや高い沖積地では集落が発達し，周囲にマテ・・シイ防風林を帯状に形成し

て，冬季の季節風を防いでいる。冨津岬をはじめとする海岸砂丘地帯には防砂林としてクロマツ

植林が行なわれている。富津岬より北東側の東京湾岸は塑め立てがすすめられ牧草播種地や，一

部工場が建設されている地域ては，植栽された緑地や空地のススキ群落がiヨだっ。東部およひ南

部の丘陵地は，その大部分がクヌキーコナラ群集の二次林におおわれているが，クロマツ植林か

行なわれているところもある。民家の後背地にモウソウチク林が点難している。谷部は伐採後放

置され時間が経過したためススキ群落が帯状に生育している。

　　C．そ　　の　　他

　小糸川沿岸には新しい住宅地か建設中て大規模な造成か莉なわれている。緑の多い集落は古く

から発達している集落て，富障市二間塚，富津，西川，篠部，障子谷なとにみられる。住宅，　1

満地は小糸川北部の唱津市中冨，大和田，人見，大堀あるいは東京湾岸の岬立地なとに広い画積

を占めている。
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　4）　富津地区潜在自然植生図（7km圏）（縮尺1：10000）

　丘陵地・沖積地を除く沖積低地は，その大部分がハンノキ群落が潜在自然植生と判定される。

當津市の一部で植生図化域の外側に，水田耕作放棄地がハンノキ林に復元している多くのステー

ジがみられ，潜在自然植生が裏づけられる。沖積地や丘陵地斜衝下部あるいは凹状地にはイノデ

ータブノキ群集が発達する。丘陵地斜面など，あるいは安定した砂丘地はヤブコウジースダジィ

群集が潜在自然植生と考えられる。當津岬など現在砂丘植生が残されている地域では現存植生が

潜在自然槙生と一致する。

3．植生と土壌

　嘉津地区30km圏植生調査と並行して主要な植物群落の土壌調査が行なわれた。ヤブコウジー

スダジイ群集，クヌギーコナラ群集，マテバシイ植林，チガヤ群落の典型的な植分において5地

点の土壌調査資料が得らオてた。

　ヤブコウジースダジイ群集において得られた土壌断面は，照葉樹林下の土壌として知られてい

る黄褐色森林土に属する。地形的には洪積台地の前部に位置し，母材が砂質であることなどを反

映して，やや乾性の特徴を示している。土壌断面の形態から，人為的雛乱のきわめて少ない自然

度の高い土壌と考えられ極相林であるヤブコウジースダジィ群集と，よく対応している。

　クヌギーコナラ群集，マテバシイ植林で得られた土壌断而は褐色沖積土セこ属し，沖積平野の排

水良好な場所にみられる土壌である、，両地点の土壌断画は，いずれも暗色で厚いA層ないしB層

をもつ、，そして更にその下に，より暗色の土壌層を共通してもっている。断面図ではIA，薮A

という記載法がとられている、，この記載は，小糸用の氾濫による旧土壌の埋没と，人為的な客土

が漂鳥として考えられるが，現在のところ後者の可能性が強いと判定される。

　ク1・マツ植林で得られた土壌断面は砂丘未熟土の系列に屈する。しかしクロマツが植栽されて

から長い年月が経過しているために，すでにA層，B層の分化が明瞭に観察される。

　新鹿埋立地のチガヤ群落で得られた土壌断面は来熟土に属し，地表の蘇苔類によって形成され

たH（A）層と，チガヤによると思われるB（C）層をもつ。繍植の浸透と土壌構造の発達はま

だほとんど認められず，土壌化は余り進行していない。
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植

　　　　　　　　　　土壌断面1。

材：第四紀洪積砂礫土

生：ヤブコウジースダジイ群集

土壌饒斤面言己載　：

弱乾性黄褐色森林土

L：3cmスダジイ，　アカガシなどの落葉。粗

　に堆積。

FH：1～2Clnスダジイなどの半腐朽葉。やや

　密に堆積。

A、、：4～6cm黒褐色（！0　YK　2／2）。腐植に

　頗る富む。壌土。畔引の団粒状構造を含む単

　粒状。懸。潤。細根に富む。下層との境界は

　明。

A12：6～9cm黒褐色（10　YR　3／2．5）。腐植

　に寓む。礫無しQ砂質壌土。糸田粒状構造を含

　む単粒状。軟。潤。細・中根に富む。菌根菌

　糸を上部に念む。下層との境界は漸。

　B：40～45cm褐色（10　YR　4／4．5）。腐植を

　含む。礫無し。砂質壌土。四度の粒状構造を

　含む単粒状。軟。潤。中根あり。下層との境

　界は漸。

　C：20cm÷褐色（エO　YR　4．5／6）。腐植に乏

　　し。骨無し。砂質壌土。単粒状。堅。潤。中

　根あり。

L

FH
　　OAn

A：2

B

20

40

C
60

　　　　　　　歓iOYR3／2．5

攣響欝
懇鐙
　　　　　　　　10「ビR4／4．5
　　　　　　　砂質壌土、単粒状
　　　　　　　（粒状）

灘
ぞ望∠：：4響

　　　　．塾　噛　幽噛　’　し　iOYR4．5／6

、・
ｱ∵．、’．1㌦賢覧土・単粒状

　ヤブコウジースダジイ群集

　土壌断面図

鷺卿鍛笏

Fig．40

Bo（lenprofildesArdisio－Casta・

nopsietu1汎　s玉eboldi玉

綴　　　　控

　　　、謄癬餓

顯1憲怠⊇wz
　　　54426蓼

3　　雰

787
（

4

　　　　！．

鴬】　ら　　2・
／

　　　　3．

　　　　4．
　！
　　　　5．

　　　　6．
擁　　　　　7．

　　　　8，

ヤマモモ

ベニシタ

カクレミノ

スダジイ

ヤブコウジ

モチノキ

テイカカズラ

アカガシ

Fig．41ヤブコウジースダジイ群集植生断面模式

Vegetationsprofildes　Ardisio－Castanopsietum
sieboldli
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　　Tab．64　ヤブコウジースダジイ群集

Ardisio－Castanopsietum　sieboldii

i懸…被購…
種 名 蠣搬・確 種 名

岡

i
｝．蒙

剰

；；；i禦

　　1・1　　ハゼ

　　十　　　ミツバアケビ

　　2・2　　モチノキ

　　1’2汐勃キ

　　’．2♂ダジィ

　　／・2　　マテバシイ

　　！・1　　イスビワ

　　十　　クロモジ

　　十　　 カクレミノ

　　十　　ヤツテ

　　十　　タフノキ

　　十　　クロガネモチ

　　十　　 ガーマズミ

　　十　　　コパノガマズミ

　　千　　　アカガシ

　　÷　　ヤブニッケイ

　　十　　　トベラ

　　十　　イヌビワ

　　十　　　ムラサキシキブ

　　十　　アオキ

　祭

『

十

十

シロダモ

イヌマキ

オオバグミ

オオバイボタ

i低

木

層

2・2　　ベニシダ

2。2　　テイカカズラ

1・2　　ヵブダチジャノヒゲ

十・2　　ヤブコウジ

十。2　　キヅタ

十・2　　ナツツタ

十・2　　オオイタチシタ

十　　コウヤボウキ

十　　ヤマユリ

十　　　　ヒメカンスゲ’

十　　ヤマイタチシダ

十　　ナガバジャノヒゲ

十　　　ミツバアケビ

十　　 コナラ

十　　　キツロウハグマ

十　　シPダモ

十　　マンリョウ

十　　ミゾシダ

十　　ノササゲ



104

　　　　　　　　　　　　　土壌断面2．

母　　材：沖積層

植　　生：アズマネザサーコナラ群落

褐　色　沖　積　土

土壌断面記載：

L（F）：3cmアズマネザサ，コナラなどの落葉お

　　　よびそれらの半腐朽葉粗に堆積。

　IA：28cm黒褐色（7．5YR　3／1）。腐植に富む。

　　　礫無し。砂壌土。上部に粒状構造を含む。

　　　懸。乾。細根に頗る富み，中根に富む。下層

　　　との境界は判。

　IA：46cm黒色（7．5YR　2／1）。腐植に頗る富

　　　む。礫無し。砂壌土。特に構造は発達してい

　　　ない。潔，潤。中根を含む。下層との境界は

　　　明。

　∬C：10cm十鈍い黄掲色（10YR5／4）。　腐植に

　　　乏し。壌質砂土。単粒状。癒。潤，根を含ま

　　　ず。

噛

跨
9 撫蒲

汀

1

　馨

竃

123321415122312617221741321

Fig．43　アズマネザサーコナラ群落植生断面模式

Vegetationsprofil　desメ1耀ノz読ηαノ厩ごんカzo－Q〃81窺‘5

∫6プ2・α6α・Gesellschaft

　　　1．　アズマネザサ　　　　5．　カマツカ

　　　2．　コナラ　　　　　　6．　ガマズミ

　　　3．　フジ　　　　　　　7．　マユミ

　　　4．　アマドコロ

ll＿．

　砂壌土、粒状

？，5YR2／1

Fig．42　アズマネザサーコナラ群

　　　　落土壌断1函図

Bodenprofil　des　A7フ〃～‘1’ηαアゴαclzどηo一

（）♂‘81㍑’∫501γα診α．Gesellschaft

i笥　木　1藍　　　8n1　　90

低木層31n　70
草本層0．8m　40
調査面積　20mx26



三管嵩……，．4

　　　　　2。2
　木
　　　　　2・1

…層． @1．！

　　　　　1・1

　　　　　十

　低　　　4・4

　　　　　2・2
　木
　　　　　2・2

　層　　　1・2

　　　　　1・2

　　　　　1・2

　　　　　1・2

　　　　　十

　　　　　十

　　　　　十

　　　　　十

　　　　　十

　　　　　÷

　　　　　十

　〕翠£　．　　　2●3

　　　　　1・2
　本
　　　　　1・2

　暦　　　1・2

　　　　　÷・2

　　　　　十・2

　　　　　十。2

　　　　　十・2

　　　　　十・2

　　　　　十・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105

　　　　　Tab．65　アズマネザサーコナラ群落

　　　　ル漁軸蜘圏Qzlrlll鷺〔1∫燃‘τ一Gesellschaft

灘　　　i
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土壌断面3．　褐　色　沖　積　土

母　 材：沖積層

穂　　生：マテバシイ植林

土壌断面記載：

　　L：3cmマテバシイの落葉粗に堆積Q

IA11：2～3cm黒褐色（7．5YR　2／2）。腐植に

　　　頗る富む。玉無し。砂壌土。粒状構造に頗

　　　る富む。細根に富む。下層との境界は明。

IA12：！0c搬暗褐色（7．5YR3／3）。腐植に富む。

　　　礫無し。壌質砂土。単粒状。績。潤。細・

　　　中根に頗る富む。下1鱒との境界は漸。

IB：25cm暗褐色（7．5YR3／4）o腐植を含む。

　　　礫無し。壌質砂土。単粒状。懸。潤。細・

　　　中根にやや寓む。下層との境界は明。

HA：10cm黒色（7．5YR　2／！）。腐植に頗る富

　　　む。礫無し。砂壌土。i酵立脚。懸Q潤。巾

　　　根を含む。下層との境界は明。

嚢C：！5cm十鈍い黄褐色（！0　YR5／4）。腐植に

　　　乏し。礫無し。壌質砂土。単粒状。癒。

　　　潤。根を含まず、，

Tab．66　マテバシイ植林
　R7∫ω～’α（ノ‘～～’～’∫．Forst

1イ

　　O
IAIl

IAI2

iB

20

三IA

三IC

40

纏鍵盈
7．5YR2／2

欝欝：1：：ll：：

ボ娠萄

灘灘臨撫

　　　　　　／10YR5／4

60’

Fi，44マテバシイ植林土壌断面園
Bodenprofif　des　Rz5‘〃1～ζ‘　6‘～〃Z～∫

＿Forstes

階層i膿・君鍍… 種 名

高木軽　5・5　マテ・・シイ

！・2　　フジ

低木層 1・2

1・2

十・2

十・2

十

十

÷

十

マテバシイ
モチノキ
ピサカキ
カクレミノ
イヌビワ
ヤツデ
ヤブニッケイ
コウゾ

革本層i 十

十

十

十

十

マソリョウ
ヤブニッケイ

イヌマキ
ービソマイ

ヤブコウジ

　Fig．45　マテバシイ植林植生断面模式

　　、Zefetat三〇nsprofil　des　且」∫α〃～α6‘～～で”5

　　＿Forstes

　　　　　！．　マテバシイ

　　　　　2．　シャノピケ

　　　　　3．　ヤブニッケイ

　　　　　高木暦　！0m90％
　　　　　亜高木層7m！0％
　　　　　低木層2m！0％
　　　　　：学：　木　1齊　0．81n　5％

　　　　　調査面積4gmx40群



　　　　　　　　　　　　　　　土壌断面4。　未

母　　材：非団結岩屑土（砂丘砂）

樋　生：クロマツ植林

土壌断面記載：

L（F）：3～5cmクロマツ落葉および半腐朽葉粗

　　　　に堆積。

　　A：4cm黒禍色（7．5YR2／3）。腐植に富む。

　　　　礫無し。壌質砂土。粗大な粒状構造に頗る

　　　　當む。頗る懸。乾。細根に頗る富む。下層

　　　　との境界は明。

　　B：26cm鈍い黄褐色（10YR4／3）。腐植を含

　　　　む。礫無し。砂土。単粒状。一部粒状構造

　　　　を含むQ懸。乾。細根および中根に1奮む。

　　　　下願との境界は判。

　　C：30cm十鈍い黄褐色（10　YR5／4）。腐植に

　　　　乏しQ礫無し。砂土。単粒状。．穎。潤。中

　　　　根を含む。

熟　　土

。嚢誕馨
肇小難錐鶏5YR2／3

107

A

13

C

醗翻∵

導．
　　　　翌〆

　　　　　　　，、壌質砂土、粒状
　　　，馳　1‘・き’・『・・‘1・

1繍激11。YR、／，

Fig．46　クローマツ｛値林土壌断爵図

B・denpr・fil　des拓～～で5〃～～〃～ゐ6’：911

－Forstes

嘉
載．鞍

1『へ㌧葡、

　7

Fig．47

激・，

，蕪

華羅
揚幽
　　寛

　　ノ

i234568910五124139422164211
　　　　　　　　　ユ315

　　　　　クロマツ植林断面模式
Vegetationsprofil　des」町〃”5功～〃～～πノ召∫～

隔Forstes

1．

2．

3．

4．

5．

6，

7．

8．

9．

10，

ノガリヤス

エノキ

ェビヅル

クロマツ

イヌビワ

ヒメユズリハ

カマツカ

ヤブニッケイ

ナキリスゲ

バ・ビ

！1．　ケチヂミザサ

！2．　マサキ

！3，　ツユク峠声

14．　トベラ

15．　ツルウメモトキ

16．　マルバグミ

亙丞一層＿旦璽＿95％

亜高木層　6m　60％
　　　　　　　40％
草本層0．6m　40％
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Tab．67　ク　ロ　マ　ツ　植　林

　　　乃π～‘5ぬ〃加μ一F・rst

i階
i層…

…鞭緩 種 名 爆搬・確 種

満木層　4・4 クロマツ

！　　　　1

i璽■

i！
縞！
1　｝

…
ト　　…

ii
l　i

口

3・3

2・2

1・2

1・2

1・2

十

十

÷

深 3・3

1・2

1・2

！・2

1・2

十・2

牽・2

十・2

十。2

十・2

十・2

十

十

÷

十

十

十

十

十

十

ハゼ

エノキ

ヤブニッケイ

イヌビワ

トベラ

カマツカ

エビツル

ハリエンジニL

　エノキ

　ヤブニッケイ

　カマツカ

　オオバイボ．タ

1マサキ
i　　　、
　ヤマグワ

　ハリエンシユ

　エヒ：ツル

　マルバグミ

　イヌビワ

　ノブドウ

　ヒメユズリハ

　ガマスミ

　トキリマメ

i　ツルウメモドキ
i

　ヤマノイモ

1材シマザクラ
i

iムクノキi

Iカラスウリ

iマユミ
i
　ノイバラ．

草

本

層

2・2

2・2

2・2

2・2

1・2

1・2

1。2

1・2

十・2

牽・2

十・2

遍ト・2

十・2

十・2

十

十

十

十

十

÷

ツユクサ

キヅタ

ケチヂミザサ

ノガリヤス

ナツヅ．タ

ナキリスゲ

ヤブコウジ

ヘクソカズラ

．ススキ

アオツヅラフシ

イノコズチ

サルトリイバラ

スイカズラ

ナワシロイチゴ

コチヂミザサ

タチカタバミ

ヤブラン

ノコンギク

アカ．不

シュロ

名
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　　　　　　　　　　　　　　土壌断面5．未

母材：海底砂竣1藻埋立てによる非圃結岩屑土

植　　生：チガヤ群落

土壌断面記載：

　　1：0．5～1。5cm黒福色（10YR2／2）。鮮苔類

　　　　による粗腐植が密に堆積。礫無しQ砂土。

　　　　単粒状。潤。下層との境界は明。

　　丑：6～7cm二二黄色（2．5YR　5／2）。腐植

　　　　に乏し。礫無し。砂土。単粒状。頗る癒，

　　　　乾。チガヤの地下茎と細根に頗る寓む。下

　　　　層との境界は明。

　　盟：60cm÷出隅リーーブ色（5Y4．5／2）。腐植

　　　　に乏し。礫無し。砂土。単粒状。穎。潤。

　　　　細根を含む。深さ40cmに厚さ4cmの砂

　　　　層（貝殻を70％含む）を挾む。

熟　　土

　　。！　　　1。YR2！，

「響『撚
　　　　烈，　轟

。ド＿
40．．一

Fig．48

］30denpτofil　der　I〃4）｛ηη’‘z喉y々〃ご♂ノ”c‘z

var．た08刀～g～ゼーGeseUschaft

蕊蒸
・・

普F強勢・1：彦1諺

　　チガヤ群落土壌断面図

　　　　　Tab。68　チガヤ群落

ゐノψ61・α‘‘z¢yZ’π4ンゴαz　var．々。げ〃ピg～～一Gesellschaft

脇獺細 種 名

草

本

層

4・4　　チガヤ

1・2　　シPツメクサ

1・2　　ギョウギシバ

1。20　　コマツヨイグサ

十・2　　セイタカアワダチソウ

十・2　　メヒシバ

十・20　　コスカグサ

十　　　ヒメムカシヨモギ

篶ホソムギ

（÷）1ススキ

（十Q）　アレチマツヨイグサ

球審畿
　　111211重3114　玉1　14
　　Fig．49　チガヤ群落断面模式
Vegeta巨onsprofil　deτ乃ノψ61rα’αり・～1〃ご〃～‘ノα

var．た・‘ノ〃19～～一Gesellschaft

　　　　　　！．　チガヤ

　　　　　　2，　シロツメ　クサ

　　　　　　3．　コマツヨイグサ

　　　　　　4．　ギョウギシバ

　　　　草本暦　5（，cm　60％

調査面積　5m×6m


